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			ビルドエラーの盾僧侶②

			有馬五十鈴

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			１　１組勢

			　

			２　波紋

			　

			３　大食い勝負

			　

			４　神様の助言と勘違い

			　

			５　死霊王

			　

			６　ダメージヒールの真髄

			　

			７　パワーレベリングの是非について

			　

			８　パーティー編成

			　

			９　かくし芸大会

			　

			10　助っ人

			　

			11　クレール先生

			　

			12　八大王者

			　

			13　好意

			　

			14　ハーレム問題

			　

			15　異能と技能

			　

			16　フィルとのあれこれ

			　

			17　嫌がらせ

			　

			18　困惑する

			　

			19　もしもの可能性と一つの決意

			　

			20　束の間のレイドパーティー

			　

			21　待ち伏せ

			　

			22　ザイールたちの焦り

			　

			23　全損勝負

			　

			24　ペナルティ

		

	
		
			　

			１　１組勢

			　

			　４月上旬。

			　中学を卒業した俺、一(いち)之(の)瀬(せ)真(まこと)は、異能(アビリテイ)を研究している組織が経営する教育機関、国立異能開発大学付属第二高等学校に入学した。

			　そこでは、通常の高校で行うような教育カリキュラムの他に、俺たち異能者(アビリテイスト)の持つ異能(アビリテイ)を研究するためのカリキュラムや、ＶＲＭＭＯＲＰＧ（仮想現実大規(き)模(ぼ)多人数同時参加型オンラインロールプレイングゲーム）に酷(こく)似(じ)した異世界である《アース》の調査を行っている。俺もまた、アースでは『シン』というキャラネームで活動をすることになった。

			　そこで、ヘビーゲーマーの俺は、ＶＲＭＭＯＲＰＧで普段からやっている盾(たて)役、つまりはタンクをするため、戦士というジョブになろうと思っていた。

			　しかし、ちょっとした手違いで俺は僧(そう)侶(りよ)となってしまい、純粋なヒーラーを目指すか特殊なタンクを目指すかで、悩むこととなった。

			　そして俺は、クラスメイトたちと地下迷宮『ユグドラシル』に潜(ひそ)むレイドボスと戦ったことを契(けい)機(き)に、《ビルドエラー》という特殊なタンクの道を進むことに決めた。

			　そんな俺と、クラスメイトであるミナ、サクヤ、ユミ、マイは、レべリングのために始まりの町をいったん離れることにしたのだった。

			　

			　だが、そんな俺たちの前に、とある集団が現れた。

			　そいつらは、同じ学校に通う１年１組の生徒。

			　俺たち２組とは違い、異能(アビリテイ)に秀(ひい)でた奴らが集うクラスの連中だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　始まりの町、ミレイユを出発した俺たちは、半日ほどかけて、スイーヤへとやってきた。

			　道中は町の商人が依頼を出していた『魔物からの護(ご)衛(えい)』というクエストを兼ねてのもので、様々な物資を載せた大型馬車による移動だった。

			　護(ご)衛(えい)といっても、俺たちが今さら始まりの町周辺のＭＯＢ相手につまずくわけもなく、無事に目的地へと到着した。

			　そして宿屋に一泊した次の日、ひとまず情報収集をすることにした。

			　もっとも知りたい情報は、この町周辺の狩場――アースでいうところの、魔物のたまり場についてである。

			　こういった情報が集まりやすいのは、命知らずのあらくれ者が集まる冒険者ギルドだ。

			　なので俺たちは、町のなかにある、【冒険者ギルド】という看板が掲げられた建物に足を踏(ふ)み入れた。

			　建物内に入ると、むわっとした熱気が俺たちをつつみこんできた。

			「またガキかよ……」

			　そして、強(こわ)面(もて)の男たちの視線が、こちらに突き刺さってくる。

			「どうせあいつらも異世界人って奴なんだろ？」

			「参っちまうなこりゃ……」

			　俺たちを睨(にら)みつけてくる男たちは、露(ろ)骨(こつ)に嫌そうな顔をしていた。

			　まあ、わからなくもない。向こうからすれば、俺たちは同業者、かつ若くてそれなりに強いというのだから、やってられないだろう。

			　学校が配布した手引書で事前に知ることができた情報の一つに、『地球人(プレイヤー)とアース人を比べると、平均的には地球人(プレイヤー)が強い』というものがある。

			　もちろん、ＭＮＤに特化した僧(そう)侶(りよ)の地球人(プレイヤー)が、ここにいる剣や斧(おの)を持った冒険者であるアース人とタイマンを張ったら、アース人のほうが勝つだろう。

			　しかし、剣士同士、戦士同士、魔術師同士などで比べると、地球人(プレイヤー)に軍配が上がる。

			　なぜなら、地球人(プレイヤー)の成長力はアース人とは比較にならないほど高いうえ、アース人にはステータスという概(がい)念(ねん)がないからだ。

			　特に、後者の理由はわりと重要だ。

			　アース人は、ステータスという概(がい)念(ねん)の代わりに、筋力や精神力といった名称でＳ〜Ｇという８段階の評価をされていて、細かい数値で把(は)握(あく)できる俺たち地球人(プレイヤー)より、大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)にしか強さを計れない。

			　さらに、俺たちのように『ステータスポイントを自由に振る』というようなことができず、だいたいのアース人がジョブ――天職に沿った成長をする。

			　そんな理由から、『地球人(プレイヤー)はアース人より基本的に強いため、アース人との武力的な争いは極力控えるように』、といったようなことが手引書には書かれていた。

			　地球人(プレイヤー)のほうが強いからといって、アース人に危害を加えていいわけではない、ということなのだろう。

			　俺たちは侵(しん)略(りやく)をしに来たわけじゃないからな。友好的にいこうということに、異論はない。

			　しかし、アース人からしたら、俺たちはしょせん部外者である。『人の仕事を掠(かす)め取っていく、いけ好かない連中』、としか見えないだろう。

			　たとえば、この冒険者ギルドにたむろする冒険者たちから見れば、な。

			　だけど、『またガキか』……か。

			　早(はや)川(かわ)先生から聞いた話だと、この町には１年１組と３年１組のパーティーがいるらしい。だから、俺たちが来る前に若い地球人(プレイヤー)がここへ来ていても、不思議ではない。

			　俺たちを見て、あまり良い顔をしないあたり、そいつらがここで悪目立ちしているという可能性がありそうだ。

			「ん……？　もしかしてお前、《ビルドエラー》か？」

			　と、そんなことを考えていたら、盗(とう)賊(ぞく)風の男が俺に話しかけてきた。

			　部屋の奥から歩いてくるその人物は、容姿からして俺たちと同じ地球人(プレイヤー)だ。

			　キャラネームは……ザイールか。

			「……ああ、そうだが？」

			　俺はザイールに顔を向けて頷(うなず)いた。

			「ふーん、お前が《ビルドエラー》か。本当に戦士の格好してんだな、僧(そう)侶(りよ)なのに」

			「……まあな」

			　俺たちは意図的に伏(ふ)せたりしない限り、人の顔を見ればキャラネームとジョブ、それにＨＰバーを見ることができる。

			　だから、こいつから見て、俺が僧(そう)侶(りよ)だというのはまるわかりだし、こんな格好をしているのは《ビルドエラー》以外にいない、と推察することも可能だろう。

			　というより、そもそもキャラネームの時点でわかったのかもしれないな。

			《ビルドエラー》は重装備で盾(たて)を装備した僧(そう)侶(りよ)職、ということ以外の情報がどれだけ出回っているのかは知らないが。

			「もしかして、そのあだ名は俺のキャラネームとセットで広まっているのか？」

			「いいや。俺はただ単に、お前がちぐはぐな装備をしてるから、もしかしてって思っただけさ」

			　どうやら、俺のキャラネームまでは広まっていないようだ。

			　それならいい。あまり知らない奴らから変な呼び方をされたくないからな。特徴的な装備を身に着けている時点で素(す)性(じよう)を隠しきれるものでもないのが、少し残念だが。

			「お前ら、迷宮地下10階層のボスを倒したんだってな」

			　俺は首を縦に振る。

			「その通りだ」

			「へー」

			　すると、そんな俺たちの会話を聞いていたらしい地球人(プレイヤー)が、奥から４人、姿を現した。４人はそれぞれ、戦士、剣士、僧(そう)侶(りよ)、魔術師といった格好をしている。

			「でもそれってホントか？　噂(うわさ)じゃ、たった10人で倒したとか言ってっけどさ」

			「疑わしいよね。しかも、その10人のなかには馬鹿みたいなステ振りしてるのもいるしさ」

			「お荷物かかえて少人数クリアとか、ありえんっしょ」

			「もし本当なら、そのボスはかなりの雑(ざ)魚(こ)だったんだろうな！　ひははははは！」

			「…………」

			　なんだか嫌(いや)味(み)な連中だな。

			　多分、こいつらはザイールのパーティーメンバーなんだろうけど、なにか俺たちに恨みでもあるのか。

			　俺が呆れていると、背後にいたユミが前に出てきた。

			「それは違う。君たちの言う通り、僕たちは10人でボスと戦った。けど、なんとか全員無事に生き残れたのは、ボスが弱かったからじゃないよ」

			　確かにユミの言う通り、地下10階層のボスは決して弱くなかった。

			　あのとき俺たちが10人で挑んで無事だったのは、奇跡のようなものだったと言える。

			「なら、いったいどうやって倒したっつーわけよ？」

			　しかし、俺たちにつっかかってきたザイールたちにとって、それはありえないことにしか思えないようだ。

			「……《ビルドエラー》がいたからさ。僕たちは彼のおかげで、長時間安全に攻撃ができた。だからボスを倒せたんだ」

			　ユミは俺のほうを見て、ザイールたちに言った。

			　仲間がこう言ってくれるのなら、タンク冥(みよう)利(り)に尽(つ)きるというものだ。

			　俺はユミの言葉を聞いて、顔をほころばせた。

			「ぷっははは！……お前、それマジで言っちゃってんの？」

			「ありえない話に、ありえない話被せて、どうすんだコイツ」

			「もしかして、《ビルドエラー》ってのが褒(ほ)め言葉だと勘違いしてんのかもな。戦士きどってる地(じ)雷(らい)僧(そう)侶(りよ)が、パーティーでなにすんだって話なのによ。こいつらがレイドボス倒したとか、やっぱり嘘(うそ)なんじゃねえの？」

			　目の前にいる連中は、そんなことは信じられない、といった様子だ。

			　どうやらこいつらは、《ビルドエラー》という名称から、俺がビルドをミスった僧(そう)侶(りよ)だと思っているようだな。

			　周りからそう受け止められるよう早(はや)川(かわ)先生がつけた名前なのだから、それは仕方のないことだ。けど、真に受けた連中から馬鹿にされるというのも、カチンとくるものがある。

			「信じられないかもしれないけど、僕の言ったことは本当――」

			「あー、もういいよお前、喋(しやべ)らなくて」

			　ユミが続けて喋(しやべ)ろうとしたその瞬間、ザイールが人差し指をこちらに向けてきた。

			「!?　かっ……!?」

			　すると突然、ユミは首を押さえて苦しみ始め……その場に倒れこんだ。

			「ゆ、ユミ！　大丈夫か！」

			「はぁ……はぁ……だ、大丈夫……」

			　驚いて声をかける俺に、ユミは息を荒くさせながらも答えた。

			　とりあえずは無事のようだな。

			　だが……。

			「おい、お前、今なにをした」

			「さーて、なんでしょうねー」

			　俺はザイールを睨(にら)みつけた。

			　奴は顔をニヤケさせて、俺たちを見下ろしている。

			　今、目の前にいる男はなにかをした。しかし、それがなんなのかわからない。

			　エフェクトもなく、指を向ける以外に大した予備動作もなかったことから考えると、少なくともスキルの類(たぐい)ではないように思えた。

			　……なら、答えは一つしかない。

			「……異能(アビリテイ)か」

			「カッハハハハハ！　正解だ、《ビルドエラー》！　アホなステ振りしてるわりに、オツムのほうはちゃんと働くようだなあ！」

			　正解だった。

			　ザイールは異能(アビリテイ)を使って、ユミを苦しめたのだ。

			「俺の異能(アビリテイ)は『空気制御』。空気中の酸素を薄くしてやれば、たいていの奴は今みたいに苦しみだすから、すっげぇ便利なんだよなぁ」

			「……へえ」

			　空気を制御する異能(アビリテイ)、か。

			　なるほど、確かに便利そうな力だな。

			　だが、そんなものをいきなり使ってくるなんて、非常識にも程がある。

			　地球だったら、即、警察沙汰だ。

			「……おい、今のはやりすぎなんじゃないか？」

			「やりすぎ？　おいおい、俺はただ、うるさい奴を少し黙(だま)らせただけだぜ？　暴力でもなんでもない」

			　こんなことは大した問題じゃない、と言わんばかりにザイールは肩をすくめる。

			　それに同調するようにして、他の４人も喋(しやべ)り始めた。

			「まったく、人がせっかく戯(たわ)言(ごと)に付き合ってやったってのによ。あまり物の２組風情(ふぜい)がつけ上がりやがって」

			「お前らは、俺たち選抜組を後ろから追いかけてりゃいいってのに……なに、勝手にボスとか倒しちゃってるわけ？」

			「どうせボスを倒せたのにも、なにか裏があるんだろ？　どんなチート使ったんだ？」

			「…………っ！！！」

			　チート。

			　嘲(ちよう)笑(しよう)のなかで、その言葉が俺の耳に入ってきた。

			　その瞬間、目の前にいる男たちに憎悪を抱いた。

			　俺の動(どう)悸(き)は激しくなり、意識がグラグラと揺れ始める。

			「…………俺は、チートなんか使っていない」

			「はぁ？　声小せえよ。もっとはっきり喋(しやべ)れボケ」

			　俺はチートなんか使っていない。

			　チート……ズルなんて……俺は今まで一度もしていない。

			「……ったく、僧(そう)侶(りよ)失格な《ビルドエラー》が、偉そうに口利いてんじゃねえ。潰すぞ」

			　ザイールはそう言って、指を俺に向けようとしていた。

			　けれど、俺はなにもせず、ただその動作を見ているだけ――。

			「シン様を馬鹿にするなああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！！！！！！！！！！」

			「!?」

			　そのとき、俺の背後にいたサクヤがザイールに飛びかかった。

			「なぁっ!?」

			「うらあッ！」

			「ぶっ!?」

			　そして彼女はザイールの顔面にグーパンを入れ、マウントポジションを取ってボッコボコに殴り始めた。
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			「や、やめっ……ごぁっ!?」

			　盗(とう)賊(ぞく)職で、あんまり防御力がなさそうなザイールは、サクヤの凶(きよう)行(こう)に為すすべなくやられている。

			「ご、ごめんなひゃ！　ごめんなさごはぁっ!?」

			「うるさい！」

			「や、やめて、ホントやめゴフぅ!?」

			「…………」

			　俺たちはポカンとした表情で、しばらくの間、それを眺めていた。

			　しかし、いつまでもボーっと見ているわけにもいかない。俺はサクヤが振り上げる血だらけの手を掴(つか)んだ。

			「……サクヤ、それ以上はよせ……なんか、いろいろまずい」

			「はぁ……はぁ……シン様？」

			　彼女の拳(こぶし)は、歯や骨に当たったせいで裂(れつ)傷(しよう)を負っていた。

			　また、ザイールのほうは……失神しているようだ。

			「もうそいつ気絶してるから、殴るのはやめておけ」

			「あ、うん。シン様がそう言うなら」

			「…………」

			　なんか怖い。

			　これからはサクヤをキレさせないようにしよう。

			「て、てめえ！　よくもやりやがったな！」

			「！」

			　面食らって動けずにいた、ザイールのパーティーメンバーの１人が怒(ど)鳴(な)った。

			　その男は剣士職のようで、腰に差していた剣を抜き、俺たちのほうへと向かってくる。

			　剣士職の男はスキルを放つ予備動作をしている。

			「ちっ……」

			　俺はそれを見て小さく舌打ちし、無(む)詠(えい)唱(しよう)での『ヒール』を男に当てた。

			「ぎっ!?　うお!?」

			　突然のダメージを受け、驚いて動きを止める男の剣に、俺は背負っていた大盾を振り下ろす。

			『ガキィン！』という金属音が鳴り響き、剣が床に落ちる。

			　そして、目の前にいる男は丸腰状態となった。

			「こんなところで剣を抜くな。ここがどこだか、わかっているのか」

			「ど、どこって………………う……」

			　俺たちが今いる場所は冒険者ギルド。

			　騒ぎを起こした俺たちには、剣(けん)呑(のん)な雰囲気の視線が向けられている。

			「だが、そいつはザイールを――」

			「先に手を出してきたのはそっちだ。ここはお互いさまってことで穏(おん)便(びん)にいこうぜ……な？」

			「ぐっ……！」

			　俺はこれ以上の騒動を抑(おさ)えるべく、剣士の男へ睨(にら)みを利かした。

			　男は悔しそうな顔をして目を背ける。

			　どうやら、俺の言葉に理があると見たようだな。

			「な、なにをやっているんですか、あなたたちは！」

			「…………」

			　そこへ、ギルドの職員らしき女性がやってきた。

			　彼女は、顔から血を流してベコベコになっているザイールを見て、あたふたしている。

			「……と、とにかくだ。もう学園に入った時点で、俺らとお前らの格付けは終わってんだ」

			「どうせお前たちは大した異能(アビリテイ)を持ってないんだろう？　なら、俺たちの邪魔にならないよう脇道を歩け」

			「これからは、せいぜい気をつけるんだな」

			　ギルド内の視線と職員の様子を見て、これ以上の狼(ろう)藉(ぜき)はまずいと判断したようだ。

			１組の連中は捨て台詞(ぜりふ)を吐き、ザイールを背負って、俺たちの前から立ち去った。

			「……お騒がせしてすいません。俺たちもすぐ出ていきます」

			　俺たちも今回の騒ぎの片割れだ。これ以上この場にいるわけにはいかないと判断した俺は、外へと続く扉のほうを向く。

			「っと……そうだ。『ヒール』」

			　退室しようとしたそのとき、サクヤの手がザイールを殴ったせいで傷ついているのを思い出し、俺は彼女にヒールをかけた。

			「あ……」

			　サクヤの手はみるみるうちに回復し、血を拭(ふ)くと元の綺(き)麗(れい)な手に戻っていた。

			　彼女も一応女の子だからな。

			　血だらけのままというのも、よくないだろう。

			「ありがとう、シン様！」

			「……あまり無茶はするなよ」

			「うん！」

			「…………」

			　満面の笑みを向けてくるサクヤを見て、俺は苦笑いを浮かべた。

			　こうして、俺たちは冒険者ギルドを去った。結局、なんの情報も得られず、１組の連中との関係を悪化させるだけだった。

			　もう、この町の冒険者ギルドには出入りできないな。

			　俺たちは突然起こった不運に大きくため息をつき、自力での狩りをすることにしたのだった。

		

	
		
			　

			２　波紋

			　

			　冒険者ギルドで狩場の情報を得られなかった俺たちは、町に住む住民の話を元に、手探りでの狩りを行った。

			　そして、朝から晩までレべリングをするという日々が数日経過した頃、俺たちはいったん地球へと戻るため、ウルズの泉に立ち寄ってログアウトした。

			　ちなみに、今回の俺たちのコースは24時間コースではなく、普通にベッドの上に寝てログインする８時間コース、通称Ｂコースだ。

			　ＬＳＳ（生命維持装置）については現在、学校にいる研究員が再調整などをしている。その関係で、使用不可なのだとか。

			　まあ、前回の使用で目立った問題もなかったから、Ｃコースがなくなることはないだろう。

			「なんにせよ、とりあえずレベル16にはなったな」

			　今回はＬＳＳではなく、筋肉を衰(おとろ)えさせないための、微弱な電気刺激を与える装置が組み込まれたベッドを使用したログインであったため、学食にすぐ集まることができた。

			　そこで、俺たちは夕食をとりながら、アースで行った狩りについての話をしていた。

			「スイーヤの町でのレべリングも、多分20辺りが限界だね」

			　ユミこと橘(たちばな)弦(つる)義(ぎ)がそう言うと、マイこと橘(たちばな)真(ま)衣(い)（こっちは弦(つる)義(ぎ)と違って名前が変わんないか）とミナ（朝(あさ)比(ひ)奈(な)水(み)無(な)月(づき)は地球でもニックネームが定着した）が反応を示した。

			「となると、地球時間で１、２週間ってところかなっ？」

			「なんだか落ち着く暇(ひま)もないわね……」

			　ミナが少し驚いているが、実際に俺たちがスイーヤで過ごす時間は相当長くなるはずだ。

			　地球で１日経過すると、アースでは24日も経過するんだからな。

			「早いと思えるのも今だけだ。レベルは、後になればなるほど上げるのが難しくなるんだから」

			　そう言いながら、俺は学食のラーメンをズルズルと啜(すす)る。

			　今はまだ上がりやすいと感じるが、いずれは、アースで１ヶ月かけてもレベルが上がらない、といったマゾい状況になってくるだろう。

			　そうなればレべリングも、より腰を据(す)えたものにならざるを得なくなるはずだ。

			「でも、わりと早く20台に乗りそうだな……」

			　前に早(はや)川(かわ)先生のレベルを聞いたとき『24』って答えていたから、もっとレベル上げには苦労すると思ってたんだけど。

			　レベルがわりと上がりやすいというのに文句なんてないが、早(はや)川(かわ)先生はもしかしたら嘘(うそ)をついていたのかもしれないな。

			　なんのためにそんな嘘(うそ)をついたんだか。今度もう一度聞いてみよう。

			「ようお前ら……久しぶりじゃねえか」

			　……そんなことを考えていたら、俺たちのところへ見覚えのある連中が現れた。

			「俺らのこと、忘れちゃいねえよなあ？」

			「……ああ、覚えてるぜ」

			　その連中……ザイールたちは、俺たちを見ながらヘラヘラと笑っていた。

			　冒険者ギルドでの一件以来、こいつらとは会っていなかったが、あそこでの印象は最悪だったので、今でもよく覚えている。

			　しかし、こいつらはまだ俺たちに言い足りないことがあるのか。

			「なんの用だ。俺たちは、もうお前たちと関わる気なんてないぞ」

			「こっちとしてもそうしたいところなんだけどよ、その前に、そこの女にはちゃんとケジメをつけてもらわなくちゃ、俺の腹の虫が治まらねえんだよ」

			「え？　私？」

			「…………」

			　なるほど。

			　こいつらの目的はサクヤ……日(ひ)影(かげ)桜(さくら)か。

			　まあ、ザイールは日(ひ)影(かげ)にボッコボコにされていたからな。

			　恨みたくなる気持ちは理解できなくもない。

			「……それで？　お前は腹の虫が治まらないからといって、こいつになにをするつもりなんだ？」

			　パーティーメンバーに、危害を加えさせるわけにはいかない。

			　俺は日(ひ)影(かげ)のほうに目を配りながら、ザイールに訊(たず)ねた。

			「この女には、俺と同じ目にあわせる。ちょっとぶん殴らせろ」

			「おいおい……本気か？」

			　ここはアースではなく、地球だ。

			　怪(け)我(が)を負っても、すぐには回復できない。

			　それに女の子を殴るとか、こいつは正気で言っているのか。

			「俺は本気だぜ。女だろうがガキだろうが、問答無用で殴り返す。それでこそ平等ってもんだろ？」

			「……ふーん」

			　女だろうが子どもだろうが分け隔(へだ)てなく接する、と言ってしまえば、それは正しいことのようにも思える。だが、こいつは性別や年齢による筋力の差だとかを、考えていなさそうだ。

			　喧(けん)嘩(か)をすれば、通常なら体格の大きい男が勝つ。しかも、高校生は筋力的にとても優れた時期だ。

			　男子高校生が女性や子どもに向ける暴力は、不平等と言っていい。

			　しかし、そんな理屈を言ったところで、こいつは納得などしないだろう。

			　先に危害を加えてきたのはお前のほうだろ、という理屈すら通用しそうにないからな。

			「だったら、俺を倒してからにするんだな。俺のパーティーメンバーには指一本触れさせない」

			　俺は席を立ち、ザイールの前に歩いていく。

			「…………っ！」

			　けれど、そこで俺の体は、いきなり宙に浮いた。

			「俺の相手はお前じゃねえよ。すっこんでろ」

			「…………」

			　なにが起こっているのかよくわからず、周囲へ視線を配る。

			　すると、両の手の平を俺へ向けている男の姿が見えた。

			「ひひっ……『念動力』、テレキネシスって言ったほうがわかりやすいか？」

			　両手をこちらに向けている細身の男は、口元をニヤリとさせた。

			　つまり、これがあの男の異能(アビリテイ)ということか。

			　メンドウな力だな。

			「ほらよっ！」

			　その男は両手を振る。俺の体は宙に浮いたまま、素早く横へと移動し始めた。

			　目指す先にあるのは、食堂の壁(かべ)。俺はその壁(かべ)に向けて勢いよく叩きつけられ――る前に。

			「よっと」

			　俺は壁(かべ)へ足をつけ、そこから横へステップする。これによって、異能(アビリテイ)の効果範囲から逃れることに成功し、床へと無事に着地した。

			「な……」

			　異能(アビリテイ)を使用していた細身の男が驚(きよう)愕(がく)している。

			　それを見ながら、俺は「はぁ」とため息をついた。

			「いきなり異能(アビリテイ)を使うなんて、校則違反だろ」

			　通常、異能者(アビリテイスト)は異能(アビリテイ)を自由に扱(あつか)うことを国から禁止されている。その力が、世界中の人々から危険視されているからだ。

			　なにもないところから火や水を生み出したり、こいつらみたいに空気成分を変えたり念動力を使えたりする人間が、恐れられないわけがないからな。

			　それは、学園内部でも同じだ。

			　大して目立たない力であるならスルーされるが、今回のように大人数が見ている前で使うのは、明白なルール違反だ。

			　というか、これは普通に暴行罪だろ。

			　いったいなにを考えているんだ、こいつらは。

			「ふん……俺たちはお前たちに、格の違いを教えてやってるだけさ」

			「それに、そんな校則は異能(アビリテイ)を持ってない連中が勝手に作ったものだろ」

			「あいつらの勝手な理屈のせいで、本当なら自由だった俺たちは窮(きゆう)屈(くつ)な思いをしてんだ。お前だってそう思うだろ？」

			「…………」

			　こいつらの言っていることは、俺もある程度は理解できる。

			　俺がそうであったように、多分こいつらも、異能(アビリテイ)が発現してからの３年間は息苦しい日々だったのだろう。

			　……でも。

			「だからといって、俺たちが自分の力を好きに行(こう)使(し)していいわけじゃない。俺には、お前たちが子どもみたいに駄(だ)々(だ)をこねているようにしか、見えないな」

			　俺はこいつらに同情なんてしないし、共感もしない。

			　今こいつらがやっていることは、正当化されるわけがないんだ。

			「てめえ……いいぜ……なら女をやる前に、まずはお前から潰してやるよ」

			「泣いて土(ど)下(げ)座(ざ)するまで許してやらねえからな」

			「これは《力ある者》の聖戦だ……ひひっ！」

			　どうやら、こいつらは完全に標的を俺に変えたようだ。

			　そのほうが俺としても楽だからいいけど。

			　……にしても、最後の奴はやけに中二っぽいことを言ってるな。

			　自分の力に酔いすぎちゃいないか？

			「あーはいはい、お前らその辺にしとけー。ぶっ殺しちゃうぞー」

			「…………」

			　俺たちが戦闘意欲に満ち溢(あふ)れているところに、力の抜けたような声が響いてきた。

			　声のしたほうを振り向くと、そこでは赤いジャージを着た女性がスティックキャンディーを口にくわえ、ぼりぼりと頭を掻(か)いていた。
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			「財(ざい)津(つ)ー、またお前かー。あんま先生を動かすなって言ってんだろー？　先生舐(な)めてんのかー？　あーん？」

			「し、進(しん)藤(どう)先生……」

			　ザイールは目の前に現れた女性を見て、顔を引きつらせている。

			　そういえば、こいつはキャラネームしか知らなかったが、本名は財(ざい)津(つ)っていうんだな。

			　苗字から連想してキャラネームをつけたんだろう。

			　ゲーム開始初日にログインしていなかった人間は、自分の名前と関連付けてキャラネームをつける場合が多いみたいなのだが、もしかしたらコイツもその類(たぐい)か。

			　ちなみに、俺と同じくゲームでスタートダッシュを決めようとしていた連中のキャラネームは、酷(ひど)いものが多数存在する。そいつらはキャラネームを変更することもできず、地球での素顔を晒(さら)しながらアースで活動していて、傍(はた)から見たら罰ゲームにしか見えない。

			　……今はどうでもいいか、そんなこと。

			　俺は脇道に逸れかけた思考を戻して、ザイールたちに目を向けた。

			「先生、実は――」

			　弦(つる)義(ぎ)が、赤ジャージの女教師に事情を説明し始めた。

			　先生に財(ざい)津(つ)たちを処(しよ)罰(ばつ)してもらおうと思ってのことだろうから、弦(つる)義(ぎ)の行動は間違っちゃいないんだけど……。

			「はーん、そういうことか。アースでの出来事を引きずって、今度は地球で騒動を起こすとは、いい度胸してんじゃねーの」

			　赤ジャージの女性は財(ざい)津(つ)を嘗(な)め回すような目つきで見ると、大きくため息をつき、俺たちのほうを振り返った。

			「で、この場はどう治めりゃいいわけ？」

			「ど、どうって……」

			「財(ざい)津(つ)たちもお前たちも、このままじゃスッキリしねーだろ？　だから、どうすりゃスッキリできるのか、あたしに教えてくれよ」

			「う、うーん……」

			　珍しく弦(つる)義(ぎ)がいつもの微(び)笑(しよう)を崩して、困ったような表情を浮かべている。

			　頼れると思っていた教師が、まさかこんなことを言ってくるなんて思わなかったんだろう。

			　しかし、どうすればスッキリできるのか、ときたか。

			　俺としては、財(ざい)津(つ)たちが二度とツラを見せにこなければ、それでいいんだが……。

			「そりゃあもちろん、俺らとこいつら、どっちが上なのかを決めないとスッキリできませんねえ、せんせえ？」

			「あっそ」

			　どうやら財(ざい)津(つ)たちは、俺たちと上下関係をハッキリつけたいようだ。

			　俺たちは、よほどこいつらのプライドを傷つけたみたいだな。

			　そんなの知るかって感じだけど、こいつらにとっては、そうもいかないんだろう。

			「んじゃあ決まりだな」

			「決まりって、なにが決まりなんですか？」

			「んなの決まってんだろー。お前たち、ちょっとここで勝負しろ。それで、勝ったほうが上っつーことで、この話はお終いだ」

			「えぇ……」

			　今日は弦(つる)義(ぎ)のレアな表情が、たくさん見られるな。

			　さっきは困ったような顔をしていたが、今は苦笑いを浮かべている。

			　にしても、この場で勝負しろときたか。

			　それは俺にも予想できなかった。

			「勝負形式は……そうだなー……ちょうど食堂にいるから、大食い勝負で決着つけな」

			「お、大食い勝負……？」

			「平和的な、いい決着方法だろー？」

			　赤ジャージの女教師が決定した勝負方法を聞き、その場にいる俺たち全員は、弦(つる)義(ぎ)に続いて苦笑いを浮かべた。

			　こうして俺たちは、突(とつ)如(じよ)現れた教師が提案した気まぐれとしか思えない勝負方法で、決着をつけることになった。

		

	
		
			　

			３　大食い勝負

			　

			「……お前、『あたしの職業は家事手伝いだ』とか以前に言ってなかったか、マーニャン？」

			　学校の食堂にて、急(きゆう)遽(きよ)行われることになった大食い勝負の準備が整いつつある頃、俺は目の前にいる赤ジャージの女教師にタメ口で話しかけた。

			「まーそうだったんだけどよー、大学行ってたときに教員免許は一応取ってたもんで、採用されちった」

			「へえ……」

			　こいつの顔は前に見たことがある。

			　クロクロのサービス開始日に、俺がパーティーを組むはずだった廃ゲーマーの１人だ。

			「つっても、教師なんて全然向いてねーし。マジ無理ゲーだわー」

			「…………」

			　彼女が教師とは世も末だ。

			『ＦＯ』内では《不動の女》だとか《サディスティックプリースト》なんていう異名を持つ『マーニャン☆』（星がウザい）の素(す)性(じよう)について、あまり深く詮(せん)索(さく)したりすることもなかったが、まさか教師になっていたとはな。

			　彼女が教師などという立場につくのは、いろいろ間違っている気がしてならない。

			「あたしは副担任ってことにしてもらってるから、まだマシなほうなんだろうけどなー」

			「……そうかよ」

			　副担任というのは、おそらく高等科１年１組の、ということか。

			　だから財(ざい)津(つ)たちは、こいつを見てビビったのだろう。

			「というか、この学校の教師をしてたんなら、俺のところに顔を見せにきてもよかっただろ」

			「ん？　なんだ？　シンってば、もしかしてあたしに気があんのかー？」

			「そういうことじゃねえよ」

			　アース内で一度連絡したっていうのに、こいつはフィルを通して以外のアプローチをしてこなかったし、この学校で教師をしているという情報も教えてはくれなかった。

			　別に俺は、マーニャンからどう思われていようと気にしない。

			　だが、知人が身近にいたのに軽くスルーされていたのを知って、少しモヤっとした感情を抱いた。

			「まあまあ、それについては勘(かん)弁(べん)してくれって。その分、お前にはフィルを通じて、いくつか装備アイテム回してやったりしたんだからさー」

			「……確かにそうなんだけど」

			　しかしまた、なんでそんなまどろっこしいことを。

			　相変わらず、こいつの考えていることは読みづらい。

			「というか、あたしのことなんて、今はどうでもいいっしょ」

			　マーニャンは俺から目を逸らし、用意されたテーブルのほうへ視線を向けた。

			「お前たちの代表は、本当にあの子でいいのかー？　今からでも選手の変更は認めてやるよ？」

			「いや、それは問題ない」

			　食堂に居合わせた生徒たちに囲まれながら、橘(たちばな)真(ま)衣(い)と、財(ざい)津(つ)たちの仲間である巨漢の生徒がテーブルに着くのを、俺たちは眺める。

			　マーニャンの言う選手の変更とは、もちろんフードファイトに参加する選手についてだ。

			　本来なら、基本的に胃袋が女性より大きい男性が参加したほうが好成績を叩きだせるだろうけど、俺たちのパーティーに限っては、こういった勝負には真(ま)衣(い)を出したほうが良い。

			「……嘘(うそ)を言っているわけじゃ、なさそうだな」

			　俺を横目で見ながら、マーニャンはそう呟(つぶや)いた。

			　こんなことで嘘(うそ)をつくわけないだろ。

			「さっさと始まりの合図を出せ。真(ま)衣(い)がこっち見てるぞ」

			　久しぶりに思いっきり食べられる、と気合たっぷりな真(ま)衣(い)は、俺たちに向けて「早く早くっ」と、期待するような視線を送ってきている。

			　ついさっき夕食をとったばかりだというのに、まだまだ食う気でいるようだな。

			　そろそろ始めてやらないと、我慢が利かなくなりそうだ。

			「じゃあ始め」

			「いきなりな始め方だな!?」

			　真(ま)衣(い)たちも『えっ』って顔してるぞ!?

			　お前が提案した勝負なんだから、もっと真面目に進行役を務めろよ！

			「え、えーとっ、それじゃあいただきますっ！」

			「い、いただきます！」

			　真(ま)衣(い)と巨漢の生徒は若(じやつ)干(かん)うろたえながらも、すでに勝負が開始されたと判断したようで、目の前にある食べ物へと手を伸ばした。

			　今回の大食い対決で食べるのは肉まんだ。

			　テーブルの上には肉まんが山のように積まれている。

			　あんなに用意して本当に大丈夫なのだろうか、いろいろな意味で。

			「勝負が始まった以上、さっき決めたルールは絶対に守ってもらうぜ？」

			　近くにいた財(ざい)津(つ)が俺に念を押してきた。

			「……ああ、わかってる」

			　この戦いにおけるルールは単純なものだ。

			　お互いに決めた代表者による、一対一の大食い勝負。

			　制限時間は20分。その間、より多くの肉まんを食べたほうが勝者パーティーとなる。

			　そして、敗者パーティーはペナルティとして、アースの地下迷宮10階層における長期的な瓦(が)礫(れき)撤(てつ)去(きよ)を強制される。

			　これはもともと、ザイールたちが冒険者ギルドで問題を起こしたことによる罰として言い渡されていたものらしいが、あいつらはそれを俺たちにさせようという腹積もりでいるようだ。

			　それに対し、俺たちが勝った報(ほう)酬(しゆう)は特にない。ただ単純に、今後、財(ざい)津(つ)たちが俺たちにちょっかいをかけないことを約束するという、あってないような報(ほう)酬(しゆう)だ。

			　まったくもって不公平なルールだが、それでも俺たちはこの条件を呑んだ。

			　俺たちが負けることは、万に一つもないからな。

			「う～ん！　おいしーっ！」

			　真(ま)衣(い)は幸せそうに、肉まんを口の中に頬(ほお)張(ば)っている。

			　咀(そ)嚼(しやく)速度はそれほどでもないが、一定のペースを維持していた。

			「……？」

			　対する巨漢の生徒は、肉まんの山に手を置いて目を閉じている。

			　あれは、なにをやっているのだろうか。

			「大食い勝負を受けたこと、せいぜい後悔するんだな」

			　ザイールがニヤリと笑みを浮かべている。

			　この余裕は、いったいなんなんだ？

			　お前たちの仲間は、いまだに食べてすらいないというのに。

			「ふっ！」

			「!?」

			　巨漢の生徒の目の前にあった肉まんの山が、突然小さくなった。潰れたとかそういうのではなく、肉まんがその形を維持したまま、サイズだけが小さくなっている。

			　これは、どういう――。

			「『圧(あつ)縮(しゆく)』。それがあいつの異能(アビリテイ)だ」

			「……なに？」

			　圧(あつ)縮(しゆく)だと？

			　つまり、あの生徒は肉まんを自分の異能(アビリテイ)で圧(あつ)縮(しゆく)したというのか。

			　単純に体が大きいから、大食い対決に出したというわけじゃなかったようだな。

			「この勝負に異能(アビリテイ)を使っちゃいけない、なんてことはねえよなあ？」

			「……ああ、そうだな」

			　巨漢の生徒が小さい肉まんをヒョイヒョイ口に放り込んでいるのを見ながら、俺は頷(うなず)いた。

			　今回は突然の勝負であったため、異能(アビリテイ)を使うかどうかについて、細かく決めていなかった。

			　ザイールたちはそこを突いてきたというわけだな。

			　……いや、正確には、ザイールたちも、か。

			　たとえ異能(アビリテイ)の使用についての取り決めをしたとしても、真(ま)衣(い)を出す以上、俺たちは制限を付けることなどしなかっただろう。

			　なんといっても、真(ま)衣(い)の異能(アビリテイ)は、こういう勝負にもってこいの力だからな。

			「すいませーんっ！　肉まんおかわりくださーい！」

			「なっ!?」

			　巨漢の生徒が小さくなった肉まんを口に放り込んでいる隣では、真(ま)衣(い)が笑顔で、おかわりの催(さい)促(そく)をしていた。

			　さっきまでの真(ま)衣(い)は、食べる速度もそこまでではなかったはずなんだが。ウォームアップは終わりというわけか。

			「ぐ……！　女なんかに早食いで負けるもんか……！」

			　勝負は苛(か)烈(れつ)を極めた。

			　食べる速度としては真(ま)衣(い)のほうが若(じやつ)干(かん)遅い。だが、巨漢の男は、自分の異能(アビリテイ)を行(こう)使(し)して肉まんを小さくすることに時間がかかっている。

			　結果として、勝負はほぼ互角のまま、十数分が過ぎていった。

			「おかわりーっ！」

			「う……ぐ……」

			　しかし、大食い勝負もラスト３分といったところで、巨漢の生徒がうめき声を漏(も)らし始めた。

			　どうやら、圧(あつ)縮(しゆく)して小さくなった肉まんでさえも、胃を圧迫しているようだな。

			　対する真(ま)衣(い)のほうは、変わらずのペースで次々と肉まんを頬(ほお)張(ば)っている。

			「おい！　なにしてんだ馬鹿！　さっさと食え！　負けちまうだろうが！」

			「で、でも……うぷっ……」

			　巨漢の生徒は青い顔をして、口元を押さえている。

			　あいつもかなりの量の肉まんを胃に収めたんだが、相手が悪かったな。

			「勝負あり、か」

			　マーニャンがそう呟(つぶや)いた瞬間、大食い勝負の制限時間である20分が経過し、彼女の時計のアラームがピピピピピッと鳴り響いた。

			　勝負の結果は真(ま)衣(い)の圧勝だった。

			　結局、巨漢の男はラストの３分間、肉まんをほとんど口に入れられないでいた。

			　いくら食べ物を圧(あつ)縮(しゆく)しても、食べた先から消化してしまう異能(アビリテイ)である『消化』を持つ真(ま)衣(い)の胃袋には、勝てなかったか。

			「はいそこまでー。勝者は……まあ、見ればわかるよなー」

			　マーニャンが勝負終了の合図をゆるゆると出した。

			　すると、先ほどまで観戦していた野次馬生徒たちが『ワアッ！』と歓声を上げて真(ま)衣(い)に拍手を送った。

			　今回の催(もよお)しは、見ている分には面白かったからな。こんな反応があるのも頷(うなず)ける。

			『圧(あつ)縮(しゆく)』などという異能(アビリテイ)を持っていると知ったときには一瞬ヒヤッとしたけど、無事に勝ってくれて本当に良かった。

			「というわけだ、財(ざい)津(つ)。俺たちが勝ったらどうするか、わかってるよな？」

			「……くそっ！　わかったよ！　お前らには金(こん)輪(りん)際(ざい)ちょっかい出さないでおいてやるよ！」

			　財(ざい)津(つ)は俺の余裕の笑みを見て、大層ご立(りつ)腹(ぷく)である様子だ。

			　それが見られただけで、俺はもう十分だ。

			「二度と俺たちの前に現れるんじゃないぞ」

			「チッ…………おい！　さっさと寮に戻るぞ、お前ら！」

			　そうして財(ざい)津(つ)たちはこの場から退散していった。

			　椅子に座って苦しんでいた巨漢の生徒が、財(ざい)津(つ)の仲間に引きずられるように連れて行かれたのが少し気になるが、もうあいつらとは関わりたくないのでスルーしよう。

			「はー、終わった終わった」

			「…………」

			　そして、俺の隣ではマーニャンが軽くため息をつき、ポケットのなかから新たなスティックキャンディーを取り出して口に入れた。

			「まーとりあえず、ここで暴力沙(ざ)汰(た)が起きることだけはないよう取り計らってみたけどよー、あんまあたしらを動かすような真似すんな。めんどくさいんだから」

			「生徒間のいざこざを止めるのは教師の役目だろ。めんどくさいとか本音を出すなよ」

			　めんどくさがりの彼女にしてはよくやったと褒(ほ)めてもいいが、今の発言は教師失格だ。

			　生徒の前でしていい発言じゃない。

			「どうせセンコーなんて、皆そんなもんだろー」

			「…………」

			　まあ、教師なんてそんなもん、というのについては俺も半分同意する。

			　しかし、なかには真面目に情熱を持って頑張っている教師もいるだろう。

			　全部をお前と一緒にするなよ。

			「さーて、勝負も見届けたことだし、あたしも退散するわー」

			　俺が呆れたと言わんばかりのため息をつくと、マーニャンはフッと笑って歩き始める。

			「またどっかで会おうぜ、《スキルブレイカー》。……いや、今は《ビルドエラー》か」

			　そしてマーニャンは手をヒラヒラと振り、俺たちに背を向けた。

			「待て、マーニャン」

			　俺はそんな彼女を引き留めた。

			「んだよ。この場はもうこれでお開きってことで、別にいいだろ――」

			「肉まんの支払いがまだだぞ」

			「…………」

			「食堂の人には、先生がお金を支払うって言って肉まんを出してもらったんだ。今回の勝負はお前が提案したんだから、当然払うよな？」

			「…………」

			　マーニャンは俺の言葉を聞き、苦笑いを浮かべた。

			「……ちょっと金貸してくんね？」

			「生徒に金借りるなよ、先生」

			　こうして俺たちは、１組に所属する財(ざい)津(つ)一派とのイザコザをしりぞけた。

			　その結果、ダメな女教師に金を貸す羽目になったが、それ以外では特に目立った被害もなかった。

			「先生っ！　ゴチになりましたっ！」

			　最後に真(ま)衣(い)が晴れ晴れとした笑顔で、マーニャンにお辞儀をした。

			　そんな真(ま)衣(い)を見るマーニャンの顔は、引きつっていた。

			　今度からは軽はずみな言動を控えることだな、先生。

		

	
		
			　

			４　神様の助言と勘違い

			　

			　翌日。

			　俺たちは今日も今日とてアース世界にログインした。

			　すると俺は、白い空間でクロスに出会った。
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			「久しぶりだな」

			「うむ」

			　ここにくるのは３回目なので、特に驚くこともない。

			　何気にわりとよく出てくるのな。別にいいんだけど。

			　長いこと幽(ゆう)閉(へい)されているから、話し相手がほしいのだろう、多分。

			「それで、どうした？　一応、俺たちはお前の望み通り、迷宮攻略に動いているが」

			「地下10階層まで攻略したのは知っておる。今までの停(てい)滞(たい)が嘘(うそ)のように順調じゃの」

			「まあな」

			　若(じやつ)干(かん)うそ臭いものを感じたものの、迷宮攻略が進まなかった理由は早(はや)川(かわ)先生いわく、「アース人との交流を優先した結果」らしい。

			　けれど、そんなことを言うとクロスに不満を持たれてしまいかねないから、ここでは黙(だま)っておく。

			「今回お主を呼んだのは、そのことについてではない。わしも少しはお主の役に立とうかと思っての」

			「役に？」

			　なんだそれは。

			　この子は俺と話すこと以外なにもできない、囚(とら)われ系女神様じゃなかったのか。

			「お主、死(し)霊(りよう)装備を集めておったのう？　あれについて、有益な情報を与えてやろうと思うのじゃよ」

			「？　ああ、確かに集めていたが」

			　死(し)霊(りよう)装備。

			　装備者にアンデッド属性を与え、俺のダメージヒールで回復できるようになる代物だ。

			　だが、俺たちはすでにパーティーメンバー分の装備を手に入れているので、もうこれ以上積極的に集める必要はない。

			　ＭＮＤを下げる装備は俺もほしいところだが、なければないで防御力の高い装備に更新するだけだから、血(ち)眼(まなこ)になって探すということもない。

			　なので、もしその有益な情報とやらが死(し)霊(りよう)装備のある場所などであれば、あまり有益とは呼べないな。

			「ミレイユの町から西に行ったところに大きな墓地があるじゃろ。そこの地下にある隠し神殿で、『死(し)霊(りよう)王』から『死(し)霊(りよう)の大盾』を受け取るがよい」

			「……死(し)霊(りよう)の大盾？」

			　案の定、クロスは俺に死(し)霊(りよう)装備の在(あ)り処(か)を教えてきた。

			　大盾、か。

			　それなら少しほしいかな、と思ってしまう。

			　大盾はバリエーションが少なくて、俺はいまだにラージシールドを使用している。

			　始まりの町近くの墓地なら、すぐに行ける。ちょっと回収してみるか。

			「わかった。それじゃあ行ってみることにする」

			「うむ……ああ、それと墓地へは深夜にお主１人で行くがよい。全身を死(し)霊(りよう)装備で固めてな。でないと、アンデッドに襲われるし、地下神殿への道も閉ざされたままじゃろうからの」

			「？　まあ、お前がそう言うなら」

			　なんだかよくわからない注文だ。

			　しかし、隠し神殿への侵入条件がそういうものなのだろうと、俺は自分を納得させる。

			　そういう特殊なクエストだと思えば、あまり気にならない。

			「ではゆくがよい。異世界より招かれし探検者よ。わしはお主の活躍に期待しておるぞ」

			　そして周囲から眩(まばゆ)い光が溢(あふ)れだし、俺の意識はアース世界へと飛んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いいだろう。だが、くれぐれも死ぬことのないように」

			「わかりました」

			　アースにログインした俺たちは、そろそろアースにも慣れてきたということで開始されたクラス単位による授業を受けたり、地下10階層の開通工事に駆り出されたりで１日を潰した。

			その後、再びスイーヤへ赴(おもむ)くべく、夜にパーティー５人で早(はや)川(かわ)先生へお伺(うかが)いを立てに行った。

			　前回、わりと簡単に許可がもらえたが、今回も特に問題なく、先生は首を縦に振ってくれた。

			　それだけ俺たちのことを信頼してくれている、ということだろうか。

			　よくわからない信頼だ。

			「あと、あまり他のクラスと揉(も)め事を起こすな。昨日は進(しん)藤(どう)先生からお小言をいただいてしまった」

			「……すみません」

			　早(はや)川(かわ)先生も俺たちのイザコザを知っていたのか。

			　まあ、あの場にはマーニャンこと進(しん)藤(どう)先生がいたわけだから、そいつを経由して話が早(はや)川(かわ)先生に漏(も)れるのも当然か。

			「でも、あれは向こうから絡んできたんですよ。僕たちはそれに抵抗しただけです」

			　そこでユミが反論をした。

			　ユミは冒険者ギルドで、あいつらに一度やられているからな。

			　こういった態度をとるのも頷(うなず)ける。

			「ああ、知っている。だから、君たちも知っている通り、１組の子たちに対しては我々も処(しよ)罰(ばつ)を下した。しかし、相手が先に手を上げたからといって、タコ殴りにしていいというわけではないぞ」

			「うっ……」

			　早(はや)川(かわ)先生は、痛いところを突いてきた。

			　サクヤの表情が若(じやつ)干(かん)引きつる。

			　彼女も一応は、自分が悪かったと思っているんだろう。あれはさすがに、俺もどうかと思ったし。

			「というか、そんなことまで把(は)握(あく)していたんですね」

			「当たり前だ。我々は可愛(かわい)い生徒たちがなにか問題を起こしやしないかと、毎日気に病んでいる。あまり心労を増やしてくれるなよ」

			　心労ねえ。

			　確かに、俺たちがアース人との関係を悪化させるようなことをしでかしたら、それは学校、もとい国にとって、望ましくない事態だ。

			　この前起きたギルドでの揉(も)め事も、あまり良い目では見られまい。

			「まあ、近いレベル同士であれば、喧(けん)嘩(か)をしてもそこまで酷(ひど)いことにはならないと思うが、よほどのことでない限り、争いは避けるように」

			「了解です」

			　俺たちは別に、あいつらを憎く思っているわけじゃない。向こうがなにもしてこなければ、こっちだって手は出さないさ。

			　なんにせよ、この話はこれでもう終わりにしよう。

			　あいつらのことを気にしすぎていても、仕方がないからな。

			「そういえば……先生、ちょっといいですか？」

			「なんだ、一(いち)之(の)瀬(せ)君？」

			　早(はや)川(かわ)先生を見ていて、ふと思い出したことがあった。

			　俺はそれについて訊(たず)ねるべく、彼女に目を向ける。

			「前に早(はや)川(かわ)先生は、『今、24だ』って言ってましたよね？」

			「？　ああ、言ったな。それがどうした？」

			「それって嘘(うそ)ですよね？」

			「……どういうことだ？」

			「俺の見立てだと、早(はや)川(かわ)先生は少なくとも40以上のように思えてならないんですよね」

			「…………」

			「ふがっ!?」

			　早(はや)川(かわ)先生が突然、俺の頬を両手で押し潰してきた。

			　体(たい)罰(ばつ)だ。体(たい)罰(ばつ)だ。現場はここです、ピーＴＡの皆さん。

			「……君はあれか？　もしかして、私に喧(けん)嘩(か)を売っているのか？」

			「いえ、ほんまことはあいまへん。ただのきゃっはんてきじじつでふ」

			「あ？」

			「ふぎゅぅ……」

			　顔が潰れる……。

			　なんでこんなことをされてるんだ。

			　どうして先生は、俺のことをすごい睨(にら)んでるんだ。

			「先生、抑(おさ)えて抑(おさ)えて。僕から見たら、先生はまだ若過ぎるくらいだと思いますよ」

			「む？　そうか？　しかし若過ぎるというほどではないぞ、うん。まあ一応、肌には気を使っているつもりだから、まだ20歳と言っても通ると思うが」

			　ユミの言葉に頷(うなず)くと、早(はや)川(かわ)先生は若(じやつ)干(かん)饒(じよう)舌(ぜつ)になりながらも俺から手を離した。

			　気をつけろ先生。その男のストライクゾーンは、30代から50代だぞ。

			　というか、なぜいきなり若いだのなんだのという話に、なっているんだ。

			「今は先生が若いかどうかなんて、関係ないでしょう」

			「それを君が言うか。元はと言えば、君が私に年を訊(たず)ねてきたのが発端だろう」

			「へ？　俺、そんなこと訊いてませんよ？」

			「いや言っただろう。アースに来た初日に『先生って今いくつです？』って」

			「……ああ」

			　なるほど。そういうことか。

			　早(はや)川(かわ)先生はあのとき、俺が年齢を訊いているものと勘違いしたのか。

			「先生。俺が訊きたかったのは、年じゃなくてレベルです」

			「……え？　そ、そうなのか？」

			「はい。今後の参考にと思いまして」

			「私の年齢が気になったとかではなく？」

			「なんでそんなの気にするんですか」

			「…………」

			「…………」

			　早(はや)川(かわ)先生は顔を真っ赤にして黙(だま)り込んでしまった。

			　もしかしたら、自分が勘違いしていたのを恥ずかしいと思っているのかもしれないな。

			　でも、普通ゲームで「今いくつ？」と訊かれたら、レベルを答えるだろう。

			　それはアース世界であっても変わらないはず。

			　なのに、なんで年齢を答えるんだ。

			　俺が早(はや)川(かわ)先生の年を知ったから、なんだっていうんだ。

			「まったく……俺が早(はや)川(かわ)先生の年なんて知りたがるわけないでしょう。ちょっと考えればわかりそうなものなのに」

			「……それを、今まで私同様勘違いしていた君が言うなよ」

			「ぎゅむぅ」

			　早(はや)川(かわ)先生は、俺の頬がたいそう気に入ったらしい。

			　しばらくの間、俺は体(たい)罰(ばつ)教師に顔を押し潰され続けた。

			「レベルが訊きたいのならちゃんとそう言え……私のレベルは75だ」

			「へー……」

			　75か。

			　それなら、まあ納得だ。

			　24というのはさすがに低すぎだと思ったが、それは年齢のほうだったか。

			　まあ、どうでもいいけど。

			「はぁ……進(しん)藤(どう)からよく聞いていたことだが……真性のゲーム馬鹿だな、君は」

			「お褒(ほ)めに与かり光栄です」

			　俺にとって、ゲーム馬鹿とは褒(ほ)め言葉だ。

			「でも、マーニャンから俺の話を聞いているとは思いませんでした。もしかして、早(はや)川(かわ)先生はマーニャンと仲が良かったりするんですか？」

			「ああ。私は彼女からアースにおける回復職の動きを学んだ。師(し)弟(てい)の間柄と言える」

			　なるほど。

			　早(はや)川(かわ)先生もマーニャンも僧(そう)侶(りよ)職だからな。

			　人格はともかくとして、マーニャン自身のプレイヤースキルは高いから、師として仰(あお)ぐのは悪くない。

			「あ……だから早(はや)川(かわ)先生はやけに俺のこと信用してくれているんですね？」

			「それもある。進(しん)藤(どう)先生の他者に対する評価は厳しいものの、誰よりも参考になる。そんな彼女が、君のことだけはベタ褒(ぼ)めしていたからな」

			「へえ」

			　ベタ褒(ぼ)めねえ。

			　どんなふうに俺を売り込んだかは知らないが、マーニャンはゲーム内の俺をよく知っている人物だ。また、タンクにおける俺のプレイヤースキルは、自分で言うのもなんだが、国内でも十指に入るレベルだと思う。

			　もちろん、ゲームによって仕様が変わるわけだから、そのプレイヤースキルも絶対ではない。

			　だが、クロスクロニクルオンラインと仕様が似ている『ＦＯ』ことフリーダムオンラインでの話なら、ある程度は参考になるだろう。

			「しかし、進(しん)藤(どう)先生の話だけで君の力を評価したわけではないぞ。あくまで総合的な評価だ」

			「そうですか」

			　それに学校関係者なら、俺の異能(アビリテイ)も正確に把(は)握(あく)しているはずだ。

			　というか、むしろこっちのほうが重要かもしれない。

			「初めはジョブが合っていないことで、しばらく悩むだろうと思っていたのだが、君はあっという間に自分の欠点を長所へと変え、仲間とともに結果を出した。私の評価としては、満点をつけざるを得ないよ」

			「ありがとうございます」

			　満点か。

			　異能(アビリテイ)込みでの評価かもしれないから、俺としてはあまり素直に喜べないな。

			「ただし、調子に乗って危ない真似はするなよ。いくら君が強いといっても、上には上がいるのだからな」

			「わかっていますよ」

			　俺は別に、今の自分が最強だなんて思っちゃいない。

			　レベル的にも俺の上はたくさんいるし、プレイヤースキルも、俺を上回る人間は捜(さが)せばどこかしらにいるはずだ。

			　メインとする役割が違うから直接比較できるものでもないが、俺の師匠も異能(アビリテイ)抜きで戦えば、俺を上回るだろうし。

			　まあ、そんなことを考える以前に、危ない真似は極力避けるのが無難だろう。

			　

			　もう寝る時間なので、スイーヤへと移動するのは明日にすることにし、今日のところは始まりの町に泊まることにした。

			　だが、その前に、やっておくことがある。

			　俺はクロスの助言通り、始まりの町近くにある大墓地――『ミレイユ大墓地』へと赴(おもむ)いた。

		

	
		
			　

			５　死(し)霊(りよう)王

			　

			　俺は、始まりの町の西側にあるミレイユ大墓地に来た。

			「……全身死(し)霊(りよう)装備、か」

			　俺は今、クロスに言われた通り、全身を死(し)霊(りよう)装備で固めている。

			　死(し)霊(りよう)の首輪、死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)、死(し)霊(りよう)の腕(うで)輪(わ)、死(し)霊(りよう)のブーツの四種だ。

			　ミナたちに装備を借りる際、「なんでそんなことを？」という目で見られてしまったが、その場は適当に誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			　神のお告げだ、なんて正直に言うわけにもいかないからな。

			　別に言ってもいいんだが、それはそれで「じゃあなんで俺にだけ聞こえる？」とか聞かれそうで、少しメンドウだ。

			　俺は、神(しん)託(たく)を受けるシャーマンでも神官でもない。

			　また、神と話せるだなんてアホみたいなことは言わないほうが身のためだということは、過去の経験で知っている。

			　そんなことを考えながら、俺は墓地に足を踏(ふ)み入れた。

			　一応、この辺についての情報も、以前に軽く集めてはいた。

			　その際は、アンデッドＭＯＢが出るということくらいしか、わからなかったんだが……。

			「……なるほどな」

			　死(し)霊(りよう)装備に身を包んだ俺を、同類だと勘違いしているらしき骸(がい)骨(こつ)ＭＯＢが手を振っている。

			その様子を見る限りでは、クロスの言っていたことは真実なのだろう。

			　なら、この墓地のどこかに地下神殿というものがあるはず――。

			『何者だ』

			「！」

			　墓地のなかをウロウロしていると、どこからか人の声が響いてきた。

			　しかし、周囲には誰もいない。

			　いるのは、俺に危害を与える様子のないアンデッドＭＯＢだけだ。

			『……ほほう、貴様、僧(そう)侶(りよ)か。にもかかわらず負の精神に取り憑(つ)かれているとは、見どころのある奴よ』

			「…………」

			　負の精神って、要するにＭＮＤがマイナス数値になっているって意味だよな。

			　俺自身は別に、ネガティブだったり自(じ)暴(ぼう)自(じ)棄(き)な精神を持っているわけじゃないんだから。

			『貴様、名を名乗れ』

			「……シンと申します」

			　俺は正直に答える。

			　初対面ということで敬語だ。まだ顔を合わせたわけじゃないけど。

			『シン……か。つまり、貴様は異世界人だな？』

			「？　はあ、まあそうですが」

			　つまりって、どういうことだ。なんだかよくわからないな。どんな論理飛(ひ)躍(やく)だよ。

			『よし、いいだろう。我は貴様を歓(かん)迎(げい)する』

			　なぜか歓(かん)迎(げい)されてるし。意味不明だ。

			「……！」

			　謎(なぞ)の声に翻(ほん)弄(ろう)されていると、近くの墓石が突然横へスライドし、地下へと続く階段が現れた。

			　おそらく、ここを降りてこいということなのだろう。

			「……クロスを信じてみるか」

			　俺は周囲を警戒しながらも、その階段を降りていく。

			　するとその先には、蝋(ろう)燭(そく)の火で薄く照らされた石造りの廊下が続いており、そこをさらに数分ほど進むと、大きな部屋に到着した。

			　薄暗いながらも、壁(かべ)には豪(ごう)奢(しや)な飾り付けが施(ほどこ)されている。窓はないものの、大教会というような雰囲気の部屋だった。

			「フッハッハッハッハ！　ようこそ、才なき神官よ。我はこのミレイユ大墓地に住む『死(し)霊(りよう)王』、クレール・ディス・カバリアだ！」

			「…………」

			　そして、その部屋の奥には、やけにテンションが高い１人の……骸(がい)骨(こつ)が立っていた。

			　発声器官もないのに、男だか女だかよくわからない声を発しているその骸(がい)骨(こつ)が話す内容によれば、こいつはクレールというらしい。

			　クレールはおどろおどろしい杖(つえ)を骨の手で持ち、骨の胴体をボロボロの黒いマントでわずかに隠している。

			「ほう……生者であるにもかかわらず、それだけの精神を持てるとはな。実際にこの目で見ると、驚きを禁じえない」

			　いや、あんた目ないだろ。

			「こんな逸(いつ)材(ざい)に出会えるとは……さすがの我も心臓が高鳴るというものだ」

			　いや、あんた心臓ないだろ。

			　さっきからなにを言ってるんだ、こいつは。

			「今のはただのアンデッドジョークだ。この場を和(なご)ますためのな」

			「……さいですか」

			　ずいぶんとおちゃめなアンデッドさんのようだ。

			　俺はそんな死(し)霊(りよう)の王様に、呆れ混じりの目を向ける。

			「さて……そんな心配りにより場の空気も温まったところで、本題に入ろうか」

			　温まってねえよ。

			　むしろ、骨からあんなジョークを突然聞かされても、底冷えするだけだぞ。

			「貴様、デスヒールを使えるな？」

			「……デスヒール？」

			　と、俺が内心でツッコミを入れていたら、クレールは謎(なぞ)の単語を発した。

			「生者の生命力を減退させる、回復魔法のことだ」

			「ああ……ダメージヒールか」

			　アースでは、ダメージヒールのことをデスヒールって呼んでるのか。

			　ダメージヒールはただの俗(ぞく)称(しよう)であって、正式な名称でもなんでもないから、少しくらい名前が違っていても別に驚くことではない。

			「……というか、やっぱりこの概(がい)念(ねん)はアースにもあったんですね」

			「うむ、だがデスヒールは異(い)端(たん)の術とされているため、知る者も少ない。実際に使う者を見るのは我も数十年ぶりだぞ」

			「数十年ぶり……か」

			　確かに、アース人じゃダメージヒールは上手く使えないだろう。

			　アース人はステータスをいじれないため、自分が強くなればなるほどＭＮＤも上昇し、ダメージヒールでの攻撃力が落ちていくことになる。

			　加えて、ジョブ……天職に沿って能力が増大するため、僧(そう)侶(りよ)でＭＮＤを低いまま保ち続けられるのは、ごくごく稀(まれ)なことなのかもしれない。

			　ダメージヒールの使い手もごく少数で、その力があまり広く知られることもない、ということか。

			「ビーンから話だけは聞いていたが、本当に貴様は僧(そう)侶(りよ)として恵まれていないようだな。我の目にはわかるぞ」

			「……ビーン？」

			　死(し)霊(りよう)の王様からの寒いアンデッドジョークをスルーしながら、俺は疑問の声を上げた。

			「貴様が死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)を買った店主の名だ。あやつは、ミレイユの町で才なき僧(そう)侶(りよ)を見出すべく送りこんだ、我の刺(し)客(かく)よ」

			「なに？　あの店主が？」

			「フッフッフッ、そうだ。まあ、あやつの役職はただの墓守なのだがな」

			　マジか。あのダメージヒールを知ってそうな店主と、そんな繋がりがあったのかよ。

			　確かに死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)は、ダメージヒールの使い手くらいしか有効活用できないであろうというほどの、地(じ)雷(らい)装備だ。

			　それに、始まりの町ならステータスの低い僧(そう)侶(りよ)も捜(さが)しやすい。

			　だから、こいつの言う才なき僧(そう)侶(りよ)を見出すという目論見(もくろみ)を達成するなら、始まりの町の防具屋で待ち伏せるのが一番手っ取り早いと、俺も理解できる。

			　おそらく、店主が連絡先などを訊いてきたのも、俺がダメージヒールの使い手となりうると思ったからなのだろう。

			「しかし、まさかこうも早く他の死(し)霊(りよう)装備も集めて我の下にやってくるとはな。しばらくの間は様子見に徹するつもりだったのだが」

			　俺もクロスに言われるまで、ここにくる予定なんてなかったんだけどな。

			　もしかしたら、これはクロクロ的に考えると、ゲームが後半になってからたどり着くようなイベントなのかもしれない。

			　これも生まれたのはゲームが先かリアルが先かって話に関係することだが、ゲーム後半のイベントと考えたほうが、理解しやすいから、そう思っておこう。

			「……でも、なんでそんなことをしていたんですか？」

			　けれど、それゆえに俺は、こいつらの裏事情をなにも知らない。

			　いくつかのフラグを無視し、ショートカットしてイベントラストにやってきた、というような印象だ。

			　これも、この世界がリアルだからこそ起こることなのだと言われれば、それまでだが。

			「フッフッフッ……我の目的がそんなに知りたいか。仕方のない奴め。貴様には特別に教えてやろう」

			「いや、別にそこまで知りたいというわけではないですが」

			「まあそう言うな。我も久しぶりの来客で気分が高ぶっているのだ」

			　……なんか、本当にこいつはアンデッドなのかと疑ってしまうな。

			　骨が、もったいぶってみたり、気分を高ぶらせたりするなよ。

			　もっとこう、精神的にも死んでるのがアンデッドだと思うんだが。

			「……そうですか。では理由をお聞かせ願えますでしょうか」

			　俺は、この骨へツッコミをする気になれず、そのまま話を進めることにした。

			「うむ、それはな……我に貴様のヒールをかけてもらうためだ」

			　そして骨は、俺を招き入れた理由を語り始めた。

		

	
		
			　

			６　ダメージヒールの真(しん)髄(ずい)

			　

			「ヒールをかけてほしい？」

			「そうだ」

			　隠し神殿に住み着く骨、クレール・ディス・カバリアは、俺にそんな依頼をしてきた。

			「本来、ヒールとは対象者の生命力を活性化させることによって、身体を回復させる術だ」

			　まあ、そうなんだろうな。

			　俺はただ普通にゲーム仕様でヒールを考えているが、この世界はリアルな法則に支配されている。

			　だから、ヒールという魔法も、なにかしらの理屈があって成立しているのだろう。

			　そんな理屈としてまず考えられるのが、目の前にいる骨が言うような理論だ。

			　ようするに、ヒールは一時的に対象者の再生能力を高める魔法ということか。

			　一週間、二週間とかかるような怪(け)我(が)を一瞬で治すような再生能力となると、ヘイフリック限界（細胞分裂回数限界）とか大丈夫なのかと心配になるが、この世界の住民が長い間使っても問題なかった魔法なんだから、その辺は大丈夫なんだろう。

			「その魔法は、術者の精神力に大きく左右される。そのためか、精神力の弱い者は僧(そう)侶(りよ)という天職を得ることも、あまりない」

			　これは、アース人にかかわらず地球人(プレイヤー)にも同じことが言えるな。

			　クロクロの仕様を事前にきちんと調べた人間なら、僧(そう)侶(りよ)職を選んだからには当然、初期ステータスポイントもＭＮＤに大きく振る。

			　あまり多く振らないというパターンもあるにはあるが、まったく振らないという奴は、説明もロクに聞かない馬鹿か、なにも考えてない馬鹿か、ジョブを間違えて選択する馬鹿しかいない。

			　この馬鹿のうちの１人に俺も入るのだと思うとゲンナリするから、普段はあんまり考えないようにしてるけど。

			「しかし、稀(まれ)にいるのだ。脆(ぜい)弱(じやく)な精神力を持つにもかかわらず、僧(そう)侶(りよ)となる者が」

			「……へえ」

			　クレールはそんなことを言って、骨だけの手で俺を指差してきた。

			　なんか、そう言われると俺が人並みを大きく外れるほどに心が弱いみたいで嫌だな。

			　時々嫌なことがあってへこむこともあるけど、俺のメンタルは普通だと思う。

			　これまでの経験から考えると、俺たちの認識するステータスは、あくまでゲーム的なステータスであって、俺たちそのものを表している数値ではないはずだ。

			　じゃないと、俺のメンタルはズタボロということになったりで、いろいろ納得いかない。

			　って、そんなことはどうでもいいか。

			「その者たちの大半は、僧(そう)侶(りよ)として失格の烙(らく)印(いん)を押されることになるが、なかにはデスヒールを用いて戦おうとする者も、ごくごく稀(まれ)に存在するのだ」

			「……俺もそんな、ごくごく稀(まれ)に存在する１人ってわけか」

			　ダメージヒールを使おうとした奴らが、どれだけこの魔法の有用性に気づけたかは知らないけど、ステ振りができない以上は、俺より大変な道だっただろう。

			「ちなみに、それってどれくらいの確率ですか？」

			「最後にデスヒールを主要の魔法として扱(あつか)う者が現れたのは、今からおよそ50年前、それ以前では３００年前に１人いたな。しかし、その２人も貴様ほどではなかった」

			　少ないな。

			　つまり、ダメージヒールの使い手は１００年に１人出るか出ないかってレベルなのか。

			　というか、３００年前の話を出すとか、こいつ年いくつだよ。

			　アンデッドだから、そういう概(がい)念(ねん)もないんだろうか。

			「貴様以上の逸(いつ)材(ざい)となると、初めから負の精神を持った者しかいないのではないかと思うのだが、そんな者は神代にまで時を遡(さかのぼ)らなければ存在せんだろう。少なくとも、我が今まで生きてきたなかでは会ったことなどないな」

			　だから、お前は生きてないだろ。

			　ちょいちょいアンデッドジョークを混ぜてくるな。

			　……いや、別にアンデッドは死んでいるわけではないのか？

			　その辺はイマイチ把(は)握(あく)できないな。

			　というか、そのことについてはもうどうでもいいわ。話を脱線するな、俺。

			「……それで、希少なデスヒールをかけてもらいたいっていうのは、どうしてなんだ？」

			　なんだかもう敬語で喋(しやべ)るのもばかばかしくなってきた俺は、砕(くだ)けた口調で死(し)霊(りよう)の王様に問いかけた。

			　ここまではダメージヒール、もといデスヒールの使い手がどれだけ少ないかについての話だったが、俺はまだ肝心な部分を聞かされていない。

			　デスヒールとは、こいつにとってなんなのか、ということを、な。

			「貴様も知っているだろうが、負の精神を持った術者が放つヒールは生者の生命力を削り、不死族に癒(いや)しを与える魔法だ」

			「そうだな」

			「これは、不死族が活動するのに必要な負の生命力を、デスヒールが活性化させるからこそ成り立つ理屈と言える」

			　負の生命力か。

			　まあ、普通の生命力とは対極に位置する力とでも、考えておけばいいのだろう。

			「本来、負の生命力を活性化させる手段は存在しない。不死族は死の濃度が高い場所に溜まる負の生命力を得ることでしか、存在し続けることができないのだ。それに加えて、一度に回復できる量も限られている。貴様たちのように、迅(じん)速(そく)な回復はできん」

			「なるほどな」

			　つまり、不死族は俺たちで言うところの『食事』をする以外に、負の生命力、ＨＰを得られない。

			　また、そんな唯(ゆい)一(いつ)と言っていいＨＰ回復手段の食事ができる場所も、限られている。

			　さらに、その回復は瞬間的なインスタント方式ではなく、時間をかけてのＨｏＴ（Ｈｅａｌ ｏｖｅｒ Ｔｉｍｅ）方式である、ということか。

			　こう考えると、不死族というのはアースでも結構、不便な部類に入る種族だな。

			「しかし、貴様のようなデスヒーラーは、その法則を覆(くつがえ)すことができる」

			　クレールはそう言うと、自分の体に向けて手の平を当てるようなジェスチャーをした。

			　ここでその話に繋がるわけか。

			「見た目ではわからぬだろうが、今の我は相当に弱っている。長い年月をかけたおかげで少しは回復したが、全快にはまだ程遠い。これは、我が強力な存在であるがゆえ、この身を維持し続けるために必要な負の生命力が、多いせいでもある」

			「それで、俺に回復をしてくれと？」

			「ああ、その通りだ」

			　ふむ。

			　とりあえず、俺がここに招かれた理由は理解できた。

			　けれど、まだそれだと疑問が残るな。

			「それなら俺でなくてもよかったんじゃないか？　どこか適当な駆け出し僧(そう)侶(りよ)を捕まえて死(し)霊(りよう)装備で固めれば、デスヒール自体は使えるだろ」

			　その場合、俺以上のパフォーマンスは望めないだろう。

			　しかし、長い間待ち続けるよりは、そっちのほうが手っ取り早いように思える。

			「我が欲しているのは、生半可なデスヒールではない。貴様の言うその案は、かつて何度か試したことがある。だが、我が求める回復量を超えるものではなかったので、早々に諦(あきら)めて町へ帰した」

			「…………？」

			　イマイチよくわからない理屈が出たな。

			　確かに俺以上のデスヒーラーは、アース人のなかにはまず存在しないだろう。

			　しかし、そんなアース人の放つデスヒールでも、微量ではあるが回復しないこともない。

			　だが、こいつの求める回復量は、その程度では足りないという。

			　どういうことだ。

			　ただ単に回復するだけが、こいつの目的じゃないのか？

			「……それで、お前は自分が回復したらなにをするつもりなんだ？　お前はその先に、どういう目的を持っているんだ？」

			　こいつの目的が自分の回復にあるというのであれば、それが達成されたら、いったいどうするというのか。

			　生者を滅ぼすために動き始めるとかだったら、ここで手を貸すわけにはいかないぞ。

			「その先の目的……か。強いて言うなら、我は自由に旅をしたいな」

			「……は？　旅？」

			「そうだ。５００年前はそうでもなかったのだが、現在における我の活動領域はとても狭(せま)い。毎日膨(ぼう)大(だい)な負の生命力が体の維持に必要となるため、それなりの規(き)模(ぼ)である墓地の近くにいないといかんのだ」

			　毎日墓地の近くにか。それはつらいな。

			　いやまあ、アンデッドの基準からしたら、そうは思わないかもしれないが。

			「つまり、お前は万全な状態で長時間、外をうろつきたいから回復してほしい、と？」

			「ああ、頼めないか？」

			　それくらいなら手を貸してやってもいいか？

			　だが、こいつが嘘(うそ)をついているとも限らない。

			　どうするか。

			「もちろん、タダでとは言わん」

			　俺が頼みを受けるか悩んでいると、クレールは空間を歪(ゆが)ませ、黒くて禍(まが)々(まが)しい装飾が施(ほどこ)された大盾を取り出した。

			　そういえば、ここに来たのは死(し)霊(りよう)の大盾が目的だったな。

			　というか、考えてみれば今回の件は、この世界の神であるクロスが持ちかけた話だ。

			　一応、クロスの紹介なら、悪い事態にはならないだろう。

			　万が一にも回復して暴れだすようなら、俺がなんとかして抑(おさ)えればよいし、それでもダメなら先生たちに頼ろう。

			「よし、わかった。お前の願いは俺が聞き届けた」

			「おお！　そうか！　では早速デスヒールをかけてもらえるか！」

			「いいだろう……『ヒール』」

			　こうして俺は、クレールにダメージヒールをかけた。

			「……ぅおおおおお！　これだ！　これならいける！」

			「…………？」

			「ね、念のため、もう一度かけてみてはくれないか！」

			「念のため？」

			「早く！」

			「わ、わかった」

			　なんだかよくわからない。

			　こいつはなにに対して興奮しているのだろうか。

			　俺はハイテンション状態の死(し)霊(りよう)の王様に向けて、さらにダメージヒールをかけた。

			「おおおお！　ふぉぉ！　ふぉおおおおおおお！　よし！　いける！　今、我は確信したぞ！」

			「なあ、さっきから１人でいったいなにを――」

			　俺が声をかけようとした瞬間、クレールは聞き慣れない言葉を喋(しやべ)って、俺のほうに手を向けてきた。

			　クレールの手から眩(まばゆ)い光が溢(あふ)れ出たかと思うと、なにか俺の体に漲(みなぎ)るような力の感覚が宿った。

			「契約完了だ！　我は今、貴様に加(か)護(ご)を与えたぞ！」

			「……加(か)護(ご)？」

			　どういうことだ？

			　この沸(わ)き上がる力と、なにか関係があるのか？

			　わからない。

			　わからないが、俺は今の状況を把(は)握(あく)すべく、ひとまずメニュー画面を開いて自身のステータスを確認してみた。

			　

			【ＮＡＭＥ　シン　ＪＯＢ　レイスプリースト　ＬＶ16

			ＨＰ　３４２／３４２　ＭＰ　５７６／５７６

			ＳＴＲ　０（６）　ＶＩＴ　80（１００）　ＡＧＩ　０（－１）　ＩＮＴ　０（－11）

			ＭＮＤ　０（－27）→－54　ＤＥＸ　０　ＬＵＫ　０（５）　

			ステータスポイント残り０

			装備［愚(ぐ)者(しや)の盾(たて)、ラージシールド、死(し)霊(りよう)の首輪、死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)、死(し)霊(りよう)の腕(うで)輪(わ)、死(し)霊(りよう)のブーツ］

			スキル［死(し)霊(りよう)王の加(か)護(ご)、ヒールＬＶ５、ヒーリングＬＶ３、プロテクションＬＶ３、

			キュアＬＶ４、ブレッシングＬＶ２、リザレクションＬＶ３、ＭＰ量増加ＬＶ２、

			戦闘時ＨＰ自動回復ＬＶ３、戦闘時ＭＰ自動回復ＬＶ３、毒耐性ＬＶ３、麻(ま)痺(ひ)耐性ＬＶ１、混乱耐性ＬＶ１］】

			　

			　見慣れないスキルがあるうえに、ＭＰとＭＮＤの数値が２倍になっている。

			　意味不明だ。

			「貴様に『死(し)霊(りよう)王の加(か)護(ご)』を授(さず)けた。それにより、貴様の魔力総量と精神力に変化があったはずだ。また、デスヒールとして扱(あつか)う回復魔法の性能が一段階上がる補正もつくぞ」

			「…………」

			　なるほど。

			　つまり、これはすべて『死(し)霊(りよう)王の加(か)護(ご)』というスキルが原因か。

			「それに加えて、この大盾を身につけるがいい。さすれば貴様は比類なきデスヒーラーとして君(くん)臨(りん)することになるだろう！　フッハッハッハッハッ！」

			　クレールはそう言うと、大盾を宙に浮かび上がらせ、俺にそれをよこした。

			　

			【死(し)霊(りよう)の大盾　　呪　（０＞ＭＮＤ数値時装備可）　耐久値∞（自動修復）　重量10

			ＳＴＲ＋４　ＶＩＴ＋44　ＡＧＩ－４　ＭＮＤ×４】

			　

			　おい。

			　×ってなんだよ。

			　かける、ってことかよ。

			　ＭＮＤをそのままかけるってことかよ。

			　ということは、あれか。

			『死(し)霊(りよう)王の加(か)護(ご)』と合わせると８倍以上、へたをすれば10倍という威(い)力(りよく)でダメージヒールが使えるようになるということか。

			　なるほどなるほど。

			「さあどうだ、嬉(うれ)しいだろう？　これで貴様は――」

			「この加(か)護(ご)外してくれないか」

			「え……」

			　俺は死(し)霊(りよう)の大盾を床に置いた。

		

	
		
			　

			７　パワーレベリングの是非について

			　

			「え……」

			「聞こえなかったか？　ならもう一度言う。『死(し)霊(りよう)王の加(か)護(ご)』を外してくれないか？」

			　俺は動きの止まったクレールに向かって、そう言い放った。

			「ど、どういうことだ？　なにが不満なのだ？　絶対的な力を得られるというのに……貴様はなにが不満だというのだ……？」

			　クレールは俺がこの力を拒否していることを理解し、露(ろ)骨(こつ)にうろたえていた。

			　だが、俺は死(し)霊(りよう)の王様がどう思おうかなど知ったことではない。

			「なんか、チート臭くて嫌なんだよ」

			「ち、ちーと……？」

			　クレールは骨の首を傾(かし)げている。

			「やっぱり、このイベントは序(じよ)盤(ばん)で行われるものじゃなかったんだ……でなきゃ、この装備とスキルはおかしい……」

			「な、なにをぶつぶつ言っている？　それに、『ちーと』とはいったいなんのことだ？」

			「不正、いかさま、ズルってことだ。つまり今『死(し)霊(りよう)の加(か)護(ご)』と死(し)霊(りよう)の大盾を使うのはフェアじゃないと言っているんだ。こんなものをここで手に入れても、俺のためにはならない」

			　チート、という言葉にピンとこなかったらしい。

			　なので俺はクレールに説明した。　

			　また、それに付(ふ)随(ずい)するマイナス的な側面も続けて話す。

			「これらがあれば、確かに俺は強くなる。それも飛(ひ)躍(やく)的に。でも、それじゃダメなんだ」

			　このスキルや装備は性能が高い、というか高過ぎる。

			　ゆえに、これらがあれば、俺は今より難易度が数段高い狩場でレべリングをすることも可能になるだろう。

			　が、それは俺の望むところではない。

			　普段からよくレべリングの効率を考えている俺であるが、こういった強装備や強スキル、人に頼ったパワーレべリングには否定的なのだ。

			「適正のレベルと装備で狩りをしていくことにこそ意味がある。このスキルと装備は、今の俺に見合うものじゃない」

			　レベルが上がればステータスも上がって強くなる。

			　これはＲＰＧにおいて常識の理屈だ。

			　だから、『ゲームのなかで強くなるには？』と問うならば、『レベルやステータスを上げればいい』と答えても間違ってはいない。

			　しかし、そんなことを考えてＭＭＯＲＰＧをプレイする奴には、１人用ゲームだけやってろ、と言いたくなる。

			　ＭＭＯＲＰＧでも、レベルを上げれば強くなるという理屈は通るのだが、様々な要素が複雑に絡み合うため、そういった考え方には問題があるのだ。

			　ＭＭＯＲＰＧは多人数で遊ぶゲームだ。なので、強いキャラが弱いキャラをパーティーに入れ、強力なＭＯＢを倒す手伝いをして経験値を稼(かせ)ぐといったパワーレべリング、俗に言う『養殖』が行える。

			　パーティーを組めるレベル帯に制限を設けているゲームの場合は、そこまで酷(ひど)いことにはならないが、それでも強武器や強スキルなどで援(えん)護(ご)することにより、似たようなことができてしまうのが、１人用ゲームとの大きな違いだ。

			　そして、パワーレベリングをやってしまうと、初心者(ビギナー)でもあっという間に高レベルのキャラが作れてしまう。

			　すると、本来プレイヤーが時間をかけて試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)する楽しみを奪うことになり、それに加え、レベルは高くてもロクなプレイヤースキルがないというＮＯＯＢ(ヘタクソ)が量産される。

			　この現象があまりに酷(ひど)い場合、プレイヤー人口の減小に繋がり、運営にもダメージがある。

			　当たり前の話だ。

			　ＮＯＯＢ(ヘタクソ)が増えることは、既(き)存(ぞん)の上級者プレイヤーからしたら迷惑以外の何物でもない。

			　それに加え、純粋にゲームを楽しんでレベルをコツコツ上げている初心者(ビギナー)たちが、パワーレベリングをする連中を見たとき、どう思うか。

			　一言で言うと「萎(な)える」である。

			　効率のみを求めたパワーレベリングは、上級者たちと初心者(ビギナー)たち両方のやる気を奪いかねない行為だ。

			　こういった理由からか、パワーレべリングが簡単にできてしまうゲームの寿命は短いなどと、よく言われていたりする。

			　レベルが上限に達していないと、むしろ周りの迷惑になる、というようなタイプのゲームもあるものの、たいていのＭＭＯＲＰＧではパワーレベリングに対する論争が尽(つ)きない。

			　教師陣がパワーレベリングの類(たぐい)を俺たちにしようとする気配がないのも、おそらくはこの辺が関わっているのだろう。

			　冒険者ギルドに行くと、俺たちは冷ややかな目で見られることになるが、これでもしパワーレベリングなんてしたら、アース人から顰(ひん)蹙(しゆく)を買うこと間違いなしだ。

			　また、パワーレベリング論争の一つに、『上級者のパワーレベリングは別にいいのではないか』というのがある。

			　傍(はた)から見ると、あまりよく思われない行為であるものの、それなりのプレイヤースキルを持っているプレイヤーなら邪魔になることもないだろう、という理屈だ。

			　そのゲームをやり尽(つ)くしたというプレイヤーであるなら、俺もパワーレベリングをすることにとやかく言うつもりはない。

			　だが、アースにおける俺は、クロクロプレイヤーとして、ひよっ子の身である。

			　ひよっ子であるがゆえに考え、経験を積まなければならない。

			　どういうことかというと、俺は今まで、ただレベルを上げるためだけに狩りをしていたわけではない、ということだ。

			　ＭＯＢの行動手順(アルゴリズム)を分析したり、俺自身の動きや立ち回り、ＨＰとＭＰの管理、仲間との連(れん)携(けい)などを洗(せん)練(れん)化させる、といった作業も同時に行っていた。

			　これらは適切なレベル、装備をもっての戦いでこそ、効率的に学べる。

			　逆に、ステータスで差がつき過ぎたＭＯＢ相手では、そういったことを考えずにゴリ押しができてしまう。

			　適切な狩場でなければ、悪い意味での余裕が生まれてしまうのだ。

			　このような状態で、プレイヤースキルを磨くなどという行為が上手くできるはずもない。

			　だから、俺がアースでパワーレベリングをすることは、まずありえないな。

			　ならば、強装備や強スキルを持った状態の自分に見合う、より強いＭＯＢが現れる狩場に行けばいいじゃないか、と言われるかもしれない。だが、狩場の難易度をいきなり上げるのは危険がともなう。

			　ＭＯＢのなかには、初見殺し的な行動をとる奴もいて、それを安全に狩るには、事前の知識と今まで積み重ねてきた経験が必要だ。

			　狩場の難易度は、徐々に上げていくのが一番安全であると言える。

			　ワンミスが命取りとなりかねない以上、これくらいの慎重さが求められるだろう。

			　そして、プレイヤースキルを磨きにくい云々以上に問題なのが、狩場の難易度を極端に上げるなら、パーティーメンバーも替えなければならなくなる、という点だ。

			　高等部で俺たち以上の結果を出している人間は、おそらくいない。

			　なので、大学生か社会人連中と組む必要がある。

			　でも、俺は今のパーティーメンバーと別れてまで、上に行きたいとは考えていない。

			　たまたま強くなったから、今までの仲間に「ハイサヨナラ」と言って別れられるほど、自分は薄(はく)情(じよう)者(もの)でもないと思っている。

			　だから、こんな強スキル、強装備をポンと渡されても困るだけなのだ。

			『適切な速度で強くなっていくことこそが、ゲームを長く楽しく遊ぶためのコツなんだぜ』と俺の師匠も語っていた。

			　つまり、今の状況を簡(かん)潔(けつ)にまとめると、『俺からゲームの楽しみを奪うなよ』、となる。

			「というわけで、俺は帰る。邪魔したな」

			「ま、待て！　貴様は異(い)端(たん)な力を持っているのに、なぜ我の力は拒(こば)もうとするのだ!?」

			「俺のはただの仕様だが、お前がくれるっていう代物は、現状だとチートだからだ」

			　もし、その強スキルや強武器が課金であったなら、まだ俺も許せたのかもしれない。

			　それなら、俺のダメージヒールや装備同様にゲームの仕様として片付けられた。

			　まあ、たとえ課金であったとしても、効果がチート過ぎると言っただろうが。

			　しかし、今回、俺は神からのお告げというチートを使ってしまい、本来くるはずのなかったところへ足を運び、ゲーム序(じよ)盤(ばん)ではありえないような力を手に入れてしまった。

			　死(し)霊(りよう)の大盾というからには、俺が身につけている死(し)霊(りよう)装備と大して差はないだろうと甘く考えていたが、実物はトンデモな性能で、さらにトンデモなスキルも貰(もら)ってしまったのだ。

			　これらを使ったら、俺の今までが変わってしまう。

			　その変化によって慢(まん)心(しん)し、思いがけない油断で命を落とす要因になりうるほどの、驚異的な力である。

			　バランスブレイカー。

			　ＭＮＤは逆成長しないといっても、ここで手に入る力は酷(ひど)いと言わざるを得ない。

			　少なくとも、序(じよ)盤(ばん)で手に入れていいような代物じゃないことは確かだ。

			　だが、力を手に入れられる機会を棒に振るというのは、『舐(な)めプレイ』と称されても仕方のない行為だ。

			　その事実が、ますます俺の気力を萎(な)えさせる。

			　これ以上、俺に舐(な)めプをしているなどというレッテルを、貼り付けさせるなよ。

			　ふざけやがって。

			「俺は過程を間違えた。フラグを回収し終えたときにでも、改めてここにくる」

			　けれど、ここで手に入る力は、俺の持つ力みたいに正真正銘のチートではない。

			　ちょっといくつかのイベントフラグを無視してやってきてしまった、というだけのことだ。

			　だから、俺はいずれまたここへやってくる。正規のルートを通ってな。

			　そうすれば、俺の心も少しは晴れる。

			　どういったルートを進めばここにこれるのかは、わからないけど。

			「……貴様の言っていることはさっぱりわからん。いったいなにが不満なのだ？」

			「ただ単純に、俺が嫌だと思ったっていう話だ。早くスキルを外してくれ」

			　俺はクレールに、スキルを外してもらうよう頼んだ。

			「……それは無理だな。なぜなら、すでに我と貴様の契約は完了しているのだから」

			「なに？」

			　クレールは首を振って俺の頼みを拒否した。

			　契約だかなんだか知らないが、勝手にそんなものを結ばせるなよ。

			「俺は契約なんて知らない」

			「そ、そんなことを言うな。別に貴様の命を差し出せとか、そういった契約ではないのだから」

			「じゃあ、どんな契約なんだよ」

			　どうでもいいけど、こいつ焦(あせ)ってるのか、ずいぶん口調が砕(くだ)けてるな。

			　最初から思ってたけど、こいつは死(し)霊(りよう)の王というわりに、威(い)厳(げん)もなにもないような気がする。

			「我と貴様の契約はな……我が貴様の力を高める代わりに、貴様は我にデスヒールをかける、というものだ」

			　そういえば、こいつの目的は俺にヒールをかけてもらうことだったな。

			　スキル『死(し)霊(りよう)の加(か)護(ご)』と、床に置いてある死(し)霊(りよう)の大盾があれば、俺のダメージヒールは約10倍という効果が出る。

			　さっき２回ほどかけてやったが、あれはただのお試しというやつで、本番はこれからということだったのか。

			「その契約は解除できないのか？」

			「無理だな。これは我か貴様が死ぬまで続く契約だ」

			「マジか」

			　なんで、そんな契約を勝手に決めちゃってんの。

			「じゃあ、俺がヒールをかけたら、この契約を履(り)行(こう)したと見なして終了させることはできるか？」

			「できんな。先ほども言ったように、これは我か貴様が死ぬまで続く契約だ」

			「マジか……」

			　酷(ひど)い契約だな。

			　俺の実質的損失になるような契約ではないのが、唯(ゆい)一(いつ)の救いか。

			「……加(か)護(ご)のほうはどうにもならんが、大盾のほうは、貴様が普段使わなければよいだけではないか？　それなら、貴様の言う『ズル』も、そこまで大きなものにはなるまい」

			「そうするしかないのか……」

			　あまり気に入らない力だが、加(か)護(ご)だけなら、まだなんとか許容できなくもない。

			　ＭＰとＭＮＤ２倍とか、頭おかしいとしか思えないが。

			「わかったよ。それじゃあスキルと大盾は貰(もら)っておく」

			　俺は装備していたラージシールドをアイテムボックスにしまって、床に置いていた大盾を手にとった。

			　あとはこれをアイテムボックスにしまって帰れば俺の目的は達成されるが、それをする前にやっておかなければならないことがある。

			「今からお前にヒールをかける。どれくらいかけてやればいいんだ？」

			「かけられるだけかけてくれ」

			「了解」

			　クレールに向かって、俺は死(し)霊(りよう)の大盾を持ったままヒールをかけた。

			「うおおおおおお！　これだ！　これぞまさしく我の求めていたデスヒールだ！　もっと……もっとかけてくれ！」

			「あーはいはい……」

			　約10倍の効果があるヒールを受け、死(し)霊(りよう)の王は喜びの声を上げていた。

			　俺はそんな声を聞き流しつつ、ヒールを連発する。

			　そうして、俺のＭＰが尽(つ)きるまでヒールを唱(とな)えた結果……死(し)霊(りよう)の王は満足そうにスキップし始めた。

			「体が軽い！　力が漲(みなぎ)る！　やはり我の見立て通り、貴様のヒールは最高だな！」

			「あ、そっすか」

			　まるで子どものようにはしゃぐ骨を見ながら、俺は呆れ顔で頭を掻(か)いていた。

			　ここにきてもう１時間は経つが、いまだにクレールという存在が理解できない。

			　王様だったら王様らしくしてろよ。

			「じゃあ、俺はこの辺で」

			　とはいっても、こいつと俺はここまでの縁。理解する必要はないだろう。

			　十分にヒールをかけてやって満足したのなら、もう俺がいる必要もない。

			　そう思って、俺は地上へと続く階段のあるほうに歩き始めた。

			「待て、我を置いていくな」

			　が、そこで背後から俺を引き止める声がした。

			「……ヒールはもう十分にかけてやっただろう？」

			　振り返ると、いつの間にかすぐ傍まできているクレールの姿が目に映った。

			　近くで見ると、こいつ俺より小さいな。

			　骨であることを考(こう)慮(りよ)しても、フィルくらいの背(せ)丈(たけ)しかないように思える。

			「１人で出ていこうとするな。我も連れていけ」

			「……なんでだよ？」

			「我の目的を忘れたか？」

			「目的？」

			「旅をするという目的だ」

			「ああ……」

			　そういえば言っていたな。

			　だが、旅をしたいなら勝手にすればいいだろ。

			「というわけで、貴様には１時間につき最低でも１回、就(しゆう)寝(しん)時にはありったけのデスヒールをお願いするぞ」

			「……は？」

			「は？　ではない。そうしないと我は墓地以外で活動できないのだから、仕方あるまい」

			「…………」

			　……つまり、こういうことか？

			「お前、俺についてくる気なのか？」

			「当たり前だ。これからよろしく頼むぞ」

			「いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや」

			　わけわかんねーし。

			　骨がついてくるとかわけわかんねーし。

			　俺は死(し)霊(りよう)使いでもなんでもねーし。

			「やめろ、ついてくんな。お前がいると邪魔だ」

			「む……なぜ我がいると邪魔になるのだ？」

			「邪魔になるだろ。骨と一緒じゃ町も普通に歩けねえよ」

			　いくらファンタジー色が強い世界であるとはいえ、町中を骨が普通に歩けるほどファンタジーしてないぞ。

			　一応、調教師職ならＭＯＢを使(し)役(えき)することもできるから、町にも多少モンスターはいるが、今のところテイムできたなんて情報もないアンデッドが歩いてたら、迷わず討(とう)伐(ばつ)される。

			「おおっ、そういえばそうだったな、我としたことが、うっかりしていた」

			　しかし、俺のそんな拒絶をまったく意に介(かい)さない様子のクレールは、骨の手をコンと打ち、なにかを唱(とな)え始めた。

			　周りから黒い光が溢(あふ)れだし、クレールの姿を覆(おお)い隠していく。

			「…………」

			「……ふぅ、これでいいだろう？」

			　そして、黒い光がはじけ飛んだかと思うと……そのなかから１人の女性が姿を現した。

			　目の色は赤く、輝(かがや)くような黄金色の長い髪を靡(なび)かせ、凹(おう)凸(とつ)がしっかりとある裸体を破れかけの黒いマントで３割ほど隠した美少女が、俺の目の前に立っていた。
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			　同時に、俺の頭のなかでポーンという音が鳴り響く。

			『パーティーが解散されました』

			『クレールがパーティーに加わりました』

			　!?

		

	
		
			　

			８　パーティー編成

			　

			　目の前に謎(なぞ)の美少女が現れた。

			　それに加えて、なぜかパーティーが解散され、代わりにクレールが加入していた。

			　わけがわからない。

			「わけがわからない……」

			　俺は心のうちから言葉を漏(も)らしつつ、少女に目をやった。

			　破れかけのマントの隙(すき)間(ま)から、いろいろ見えてはいけないものが見えている。

			「そんなにマジマジと見られると、照れてしまうな……」

			「……と、すまない」

			　いきなりのことで思考が飛んでいたが、なに普通に女の子の裸を見てんだよ、俺は。

			「というか、お前はどこから沸(わ)いた。クレールはどこ行った」

			　俺は焦(あせ)りつつも、周囲に目を向けた。

			　もしかしたら、今俺の目の前で起きていることは、ただの勘違いなんじゃないか。

			　しかし、この場には俺と少女しかいない。

			　あの死(し)霊(りよう)の王と名乗っていた骨の姿は、どこにもなかった。

			「なにを言っている。我はここにいるではないか」

			　目の前にいる少女は、そう言いながら俺の頭を両手で掴(つか)み、目と目を合わせてきた。

			　つまり、俺の嫌な想像は当たりのようだ。

			「我こそは死(し)霊(りよう)の王、クレール・ディス・カバリアだ」

			　この少女こそが、さっきまで俺と話していた骨だった。

			　俺はそんな真実を理解して、その場に崩れ落ちる。

			「ど、どうしたいきなり!?　何者かに精神攻撃でも貰(もら)ったか!?」

			「ああ……特大級のを貰(もら)っちまったぜ……」

			　今、俺は少女の姿をした骨に少しときめいてしまった。

			　その事実は、俺の心に深い傷を負わせた。

			「くっそ……無駄に良い乳しやがって……」

			「？　なにか言ったか？」

			「なにも言ってねえよ畜(ちく)生(しよう)。それで、なんでお前はいきなり美少女になったんだよ」

			「び、美少女だなんてそんな……だが、我もそう言われて嬉(うれ)しくないわけではないぞ、ふふん」

			「…………」

			　ぶん殴りてえ……。

			　こいつが普通の美少女であるなら、ここで恋の一つでも芽(め)生(ば)えたかもしれない。

			　が、さっきまで骨だったという事実を知る俺にとって、美少女と言われてデレデレしているクレールは、ただただイラッとする存在だった。

			「……いいからさっさと説明しろ。なんでお前は突然、人の姿になった」

			「人の姿になった、というよりも、これが我本来の姿だ。長い年月の末に骨だけとなってしまっていたがな」

			「あっそ……」

			　ということは、別に化けているわけじゃないのか。

			　それなら……アリか？

			　……いや、ないな。

			　たとえ元が美少女だったのだとしても、さっきまで骨だったという事実は変わらない。

			「先ほどまでの姿では町を歩けんと貴様が言うから、大量の魔力を消費して元に戻ってやったのだ。感謝しろ」

			「俺のせいかよ……」

			　確かに、骨と一緒では町を歩けないという理由で同行を拒否したが、こんな方法を用いてくるとは思わなかった。

			「なら、俺のパーティーが解散してお前がパーティーメンバーに加わってきたのは、どういうことだ」

			「？　なんのことだ？　まあ、我は貴様から離れる気などないから、パーティーメンバーと言ってもよいだろうが」

			　……ああ、そういえば、アース人にはメニュー画面というものがないんだったな。

			　アース人にとってのパーティーとは、単に仲間や同行者という意味で、システム的なものは一切持ち合わせていない、というようなことを手引書で読んだ記憶がある。

			　しかし、それでもアース人をパーティーメンバーに入れられるなんてことは知らなかった。

			　手引書に書くことでもないから省(はぶ)いたか、それとも俺が読み落としていたか、あるいはあえて情報を伏(ふ)せていたのかは、わからないが。

			「……外せないだと？」

			　ただ、今の状況がとても面倒だということはわかる。

			　メニュー画面からパーティー解散を選んでも、クレールがパーティーから外れてくれない。

			　めっちゃ邪魔だ。

			　スキルのことといい、こいつは呪(のろ)いのアイテムかよ。

			「おい、俺には４人のパーティーメンバーがいる。だから、お前を連れていく気なんてない」

			「？　なぜ４人いると我を連れていかないのだ？」

			「…………」

			　くそめんどくせえ……。

			　俺たちにとって仕様と言っていいパーティーシステムは、アース人にはない。

			　そのせいで、今の状況がどういうことなのかを理解してくれない。

			「地球人には、６人以上のパーティーを組めない呪(のろ)いがかけられてるんだ。だから、お前とは組めない」

			　本当は呪(のろ)いじゃないし、別のパーティーと組んで戦ったりすることもできるが、俺はあえてそう言って、クレールをつき放そうとした。

			　一応、レイドを組めば５人という縛(しば)りを突破できる。

			　けれど、レイドは最低10人以上から組むことが可能になるのだ。

			　だから、クレールがパーティーにいる状態は歓(かん)迎(げい)できない。

			　１人だけパーティーから外すか、新たに４人のメンバーを入れなきゃいけなくなるんだからな。

			「そ、そんなこと言わないで、我も貴様の旅に連れていってくれええええええ！！！」

			「うおっ!?　やめろ！　そんな薄着で抱きつくな！！！」

			　クレールは、目に涙を溜めて俺に抱きついてきた。

			　鎧(よろい)装備じゃなければ密着具合的に危なかったが、俺はなんとかクレールを引き剥(は)がすことに成功する。

			「きゃっ」

			　彼女は、俺が無理矢理つき飛ばしたせいで、その場に倒れ込んだ。

			　何気に、悲鳴がちょっと可愛(かわい)くて腹が立つ。

			　だが、女の子相手（一応）に少し強く力を入れすぎたか。

			「……悪い、怪(け)我(が)はないか？」

			「大丈夫だ。少し膝(ひざ)をすりむいただけだからな」

			　よく見ると、クレールの白い膝(ひざ)から赤い血が出ている。

			　元骨なのに、血も流れるのか。

			「……先ほども思ったのだが、貴様は我の裸体をジロジロ見すぎではないか？」

			「え？　……あ」

			　思ってみれば、今のクレールは裸マントという姿だ。

			　しかも、マントはボロボロで体をほとんど隠せておらず、倒れ込んだ衝(しよう)撃(げき)ではだけている。

			　俺が目を向ければ、彼女の裸体が映り込むのも当然と言えた。

			「……一応謝っておく。ごめんなさい」

			　クレールは顔を赤らめながら手で体を隠す。そんな彼女から目をそらし、俺は本日二度目の謝罪を口にした。

			　というか、骨だったときは気にしてなかっただろうに、なんで少女姿になった途端にそんな恥ずかしがってんだよ。

			　しかも、視線を外す直前、胸を隠す仕草で谷間が強調されたクレールの姿に、若(じやつ)干(かん)の色気を感じてしまった。

			　元骨相手に変な意識を向けるな、俺。

			「ふん、まあいい。どうせ長い付き合いとなるのだ。これくらいのことは水に流してやろう」

			「お前……本気でついてくるつもりか」

			「当たり前だ。もうなにも言わぬ同族に跪(ひざまず)かれる毎日にも、うんざりしているし……たまにくる生者を驚かすのにも、飽(あ)きたのだ……」

			　跪(ひざまず)かれるのはいいとして、王様が人を驚かしてんじゃねえよ。

			　王様ってやっぱり、自称なんじゃないのか？

			「我は外の世界を見て回りたいのだ……我と同じ人の言葉を話す者たちと、たくさんお喋(しやべ)りしたいのだ……もっとそやつらと遊びたいのだ……もっと友達を作りたいのだ……」

			「…………」

			　今、クレールが言ったことは、俺にも思うところがあった。

			　もっと、みんなと遊びたい。

			　俺はそう思って、これまで生きてきた。

			　だから、他者との繋がりに飢(う)えている様子の彼女に、同情しないわけにはいかなかった。

			「……わかったよ。それなら、しばらく俺と一緒にいてもいい」

			「え……ほ、本当か！」

			「ああ……だから、そんなしょぼくれた顔をするな」

			　骨の状態では人の友達なんてできるかどうか疑わしいところだったが、今のクレールなら、友達の１人や２人、できないこともないだろうからな。

			　まあ、文化的、世代的なギャップは多少あるかもしれないが。

			「う……うぅ……シン殿おぉぉ！」

			「ぐあっ!?　だから抱きつくな！　あと服を着ろ！　服を！」

			　再び抱きついてきた涙目のクレールに、俺は怒(ど)鳴(な)り声を上げた。

			　こうして、何百年という歳月を墓地で過ごしていたクレールが、俺のパーティーに加わったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「って、どういうことよ、それ!?」

			「……さあ、どういうことなんだろうな？」

			　早朝。

			　墓地から帰ってきた俺は、宿にいたミナたちと合流して、それまでの事情を説明した。

			　ミナは、俺たちの借りている個室に備え付けられたテーブルをバンッと叩きながら、ツッコミを入れてきた。

			　俺はそれをやんわりと受け流し、カップに注がれた眠気覚ましのコーヒーを啜(すす)る。

			　正直、俺も今の事態がよくわかってないからな。

			　ミナと同様に、まだ頭のなかで情報の整理がついていない。

			「とりあえず、俺とパーティーを組む場合は、この子……クレールが一緒についてくることになった、ということだけわかればいいだろう」

			　ジト目で見てくるミナから目をそらし、俺は隣にいるクレールのほうへと視線を向けた。

			　現在のクレールは、裸マントではなく修道着（若(じやつ)干(かん)ゴスロリ風）に骨の状態で羽(は)織(お)っていたボロボロのマントをつけた格好をしている。

			　彼女の豊満な胸は、服の奥にあってさえも隠しきれていない。

			「それで、シン様はその子をパーティーメンバーとして受け入れると？」

			　俺の視線が胸のほうに向いた直後、サクヤがすかさず声をかけてきた。

			「まあ、そういうことになる」

			「私はその子のパーティー入りに反対します！」

			「とは言ってもだな……」

			　クレールがパーティーメンバーとしてカウントされてしまうのだから、しょうがない。

			　俺はサクヤをなだめるように、そう説明した。

			「それでも私は反対！」

			　しかし、サクヤは反対し続ける。

			　その様子は鬼(き)気(き)迫(せま)っており、絶対に許さないという強い意思が感じ取れた。

			「……なあシン殿、もしかして我は嫌われているのだろうか」

			　クレールは、若(じやつ)干(かん)涙目になっている顔を俺のほうに向けてきた。

			　強引なパーティー加入であるとはいえ、ここまで拒絶されるのは、彼女としてもキツイのかもしれないな。

			「！　シン様！　その子から離れて！」

			「!?」

			　突然サクヤが叫び、俺とクレールの間に体を割り込ませてきた。

			「ど、どうしたんだ？」

			　あまりにサクヤが必死な様子なので、俺はたじろいだ。

			　もしかして、俺はクレールになにかされ――。

			「その子から、シン様を性的に誘(ゆう)惑(わく)している気配を感じる……それに、なんか処女臭い……」

			「されてねえよ」

			　誘(ゆう)惑(わく)されてねえよ。

			　それに処女臭いってなんだよ。

			　お前、臭い嗅(か)げば処女かどうかわかるのかよ。

			「しょ、しょしょしょ処女!?　わ、我は７００年という時を生きてきた不死族だぞ！　ばば馬鹿にするな！」

			　そして、なぜにクレールはどもるんだ。

			　しかも、アンデッドなのに、生きてきたって言い方は正しいのか。

			　というか、こいつ７００歳かよ。

			　精神年齢は中学生か小学生レベルなのに。

			「シン様、騙(だま)されちゃダメ！　その子、絶対処女よ！　理想像が高すぎて男が作れず、年を重ねるにつれてハードルも高くなっていっちゃったっていうタイプの、筋金入りの処女よ！」

			「ふ、ふざけるな！　わわ我はそんなことないぞ！　７００年も生きて処女なわけがないだろう！　やりまくりだ、やりまくり！」

			「お前たち、ちょっと黙(だま)れよ……」

			　若い女性（片方は見た目だけ）が大声で処女だの、やりまくりだの、言ってんじゃねえよ。

			　この部屋、壁(かべ)薄いんだぞ。

			　お隣さんに聞こえちゃうぞ。

			「クレールが処女かどうかなんて、どうでもいいだろ。いったいどうしてそんな話になった」

			「それは、その子がシン様を誘(ゆう)惑(わく)してるからだよ。私の目は誤(ご)魔(ま)化(か)されないんだからね！」

			「んなわけないだろ……」

			「そ、そそそうだぞ。な、なにゆえ、我がこやつを誘(ゆう)惑(わく)しているなどという、デマを……」

			　だから、なぜどもる。

			　わけわかんねえよ。

			「でも、さっきまでの話を聞くと、そうとしか考えられない！　どうせシン様のことをワクワクドキドキの冒険に出るカッコいい勇者様のように見てて、自分はそれについていくヒロイン的ポジションを妄想してるんだよ！　この子は！」

			「！！！」

			　明らかにうろたえているクレールにお構いなく、サクヤは追(つい)撃(げき)をかけるかのように声を張り上げた。

			　すると、クレールはこれまで以上に動(どう)揺(よう)した様子を見せて、目を大きく見開く。

			「……なぜ貴様は、我の思考をことごとく見抜くのだ……もしや、読心術の使い手か……？」

			「…………」

			　……どうやら、当たっちゃってたらしい。

			　こいつ、完全にゲロッちゃったよ。

			　サクヤが言ったこと、全部真実だって認めちゃったよ。

			「別にいいだろぉぉ！　７００年も生きたんだから、ちょっとくらい、冒険譚(たん)に出てくるヒロインみたいなことをしたいと思っても、いいだろぉ！　なにが悪いんだよもぉぉぉ！！！」

			「…………」

			　クレールはサクヤに向かって涙目で叫びながら、俺に抱きついてきた。

			　もう、どうすんだよこれ。

			「だから、そのヒーロー役を、よりによって私のシン様にさせないで！　そういうことするならユミ君のほうにして！」

			「あ、僕ロリババアはなしで」

			　サクヤが必死な様子で俺からクレールを引き剥(は)がしつつ、ユミのほうに話を振ると、ユミはそれをあっさり切り捨てた。

			　普通に断りやがったよ、この年増好き。

			　今まで平然とした顔をしてたけど、話だけは聞いてたのか。

			　というか、ロリババアとか本人の前で言うなよ。

			　そして、私のシン様じゃねえよ、サクヤ。

			　なに、お前の物にしてんだよ。

			「まーまー、とりあえず２人とも落ち着こっ、ねっ？」

			　チョークスリーパーをかけているサクヤと、それを受けて苦しがっているクレール（アンデッドがそんなので苦しむなよ）の２人を見ながら呆れていると、ユミ同様に今まで黙(だま)っていたマイが、仲(ちゆう)裁(さい)をするようにして話に入ってきた。

			「今はクレールちゃん？　がシン君のことをどう思っているかじゃなくて、私たちパーティーの話をしないっ？」

			「パーティーの？」

			「そうだよっ。だって、このままだと、私たちは全員で組めないでしょ？」

			「！　私はシン様から離れないから！」

			「ドサクサ混じりに、お前まで抱きつこうとするな！」

			　マイの言葉を受け、サクヤは俺から離れないという意思を、物理的に示してきた。

			　それを俺は両手で物理的に止めつつ、マイのほうへ顔を向ける。

			「確かに、クレールがパーティーに入ると俺たちは６人になって、１人あぶれるんだよな……」

			「私はシン様と一緒だよ！　末永く一緒だよ！」

			「わかったから。いや後半は知らないけど、お前がパーティー抜けたくないことはわかったから、とりあえず落ち着け」

			　俺はサクヤの頭を押さえながら、他のパーティーメンバーへ目を向ける。

			　クレールはパーティーから抜けない。

			　サクヤもパーティーから抜けるつもりはない。

			　そうなると、あとはミナ、ユミ、マイの３人のうち、誰かが抜けることになる。

			　困ったな。

			「…………やはり、我がいると貴様たちは迷惑か？」

			　俺が眉(まゆ)を寄せて悩んでいると、クレールが寂(さび)しそうな目をして言った。

			　パーティーシステムは理解していないようだが、どうやら彼女は、自分がここにいることで俺たちに迷惑がかかっているということを、理解したようだ。

			「……お前をここに連れてきたのは、俺の意思だ。気にするな」

			　大墓地で、俺はクレールの話を聞いて、同情してしまった。

			　だから、彼女をここに連れてきたのだ。

			　それなのに、ここで彼女を追い返したのでは、なんのために連れてきたのかわからなくなる。

			　外の世界をもっと見たい、より多くの人と触れ合いたい。

			　彼女のそんな望みは、できることなら叶(かな)えてやりたい、と俺は思う。

			　誰だって、寂(さび)しい思いはしたくないもんな。

			「つまりは、やっぱりこのなかから、最低でも１人は抜けなきゃいけないわけだね」

			　ユミが、確認するように呟(つぶや)いた。

			　これからどうするか。

			　いっそのこと、変則的な６人パーティーでいくか？

			　実際には２パーティーの編成になるから、いろいろややこしいことになるけど、ここで１人を仲間外れにするよりマシかもしれない。

			　よし、みんなにもこの案を聞いてもらおう――。

			「…………」

			　と思っていたら、突然ミナが手を上げて口を開いた。

			「……それなら私が――」

			「僕とマイが抜けるよ」

			「うん、それが一番良いねっ」

			　そこでユミが割り込みをかけ、マイがそれに同調するかのように頷(うなず)いた。

			　なにか思い詰めたようなミナとは対照的に、ユミとマイの様子には一切の迷いも見えない。

			「……いいのかよ。ユミ、マイ」

			「もちろん。ちょうど僕たちが前に組んでいたクラスメイトが、メンバーを募集していたからね。僕とマイはそっちを手伝ってくるよ」

			「私たちは２人で抜けるからさ、あんまり気に病まなくてもいいからねっ」

			「！　そうか、わかった」

			　なるほど。

			　つまり、パーティーから１人を除(の)け者にするより、２人同時に抜けたほうが、変なしこりを残さずにすむということか。

			　さっきミナは俺たちのパーティーから抜けようとするそぶりを見せたが、それで彼女が抜けたら、俺たちは全員気まずい思いをしていたはずだ。

			　にしても、咄(とつ)嗟(さ)にこんな配(はい)慮(りよ)をしてくれるとは。

			　ユミとマイには感謝だな。

			「でも、ごめんね。いきなり２人抜けちゃうと、こっちも人手が１人足りなくなっちゃうよね」

			「いや、それは俺のほうでなんとかするさ。ありがとうな」

			「お礼を言われることでもないよ」

			　２人とも優しいな。

			　俺は良い友達と巡り合えた。

			　異能者(アビリテイスト)を隔(かく)離(り)するべく、学校を設立した国の官(かん)僚(りよう)たちには感謝だ。

			「ねえねえっ！　それじゃあさっ！　お別れ会ってほどのものでもないんだけど、今日は予定を変更して町に出ないっ？　パーッと騒ごうよっ！」

			　と、そこでマイがそんな提案をしてきた。

			　その気になれば、２人とはいつだって会えるし、パーティーだって組めるだろうけど、一つの区切りとして騒ぐというのも悪くはないな。

			「うん、いいな、それ。俺は賛成するぞ」

			「シン様がオッケーなら私もオッケーだよ！」

			「僕も良いと思う。ナイスな提案だよ、マイ」

			「みんなが乗って、私だけ乗らないわけにはいかないわね」

			　どうやら、みんなの意見は合致したようだ。

			　よし。今日はハメを外して盛大に飲み食いするか！

			「むむ？　宴(うたげ)を催(もよお)すのか？　であれば我も参加するしかあるまいな！」

			「宴(うたげ)の原因はお前にあるんだけどな」

			　俺たちが話している間に、クレールは調子を取り戻していた。

			　もとはと言えば、パーティーを崩す原因になったのはお前なんだぞ。

			　しかも、宴(うたげ)だなんだと、子どものようにはしゃぐな。

			　死(し)霊(りよう)王とか名乗ってるわりに、威(い)厳(げん)もなにもあったもんじゃない。

			　そう思いながら、俺はクレールを見てため息をつく。

			　こうして、朝に開かれた突然のパーティー編成会議は幕を閉じた。

		

	
		
			　

			９　かくし芸大会

			　

			　始まりの町・ミレイユのとある酒場にて、俺たちはユミとマイがパーティーから外れることを惜しむ会を開いた。

			　時刻は夕刻。今日は狩りをしていないので、みんなラフな格好をして席についている。

			　この会は突発的なものであるため、ただ食ったり飲んだりをするくらいしかできないのだが、笑って別れられるよう、盛大にはしゃごう。

			「それじゃあシン君っ。乾杯の音頭をどうぞっ！」

			「え？　俺が？」

			「こういうことは、パーティーリーダーの役目だと思うよっ！」

			　そうなのか。

			　前に迷宮地下10階層攻略の打ち上げをしたが、あのときは音頭もなにも取らずの乱(らん)痴(ち)気(き)騒ぎだった。でも今回はパーティーメンバー＋１しかいない席だから、マイの言う通り、俺が仕切るべきなんだろう。

			「あー、こういうときって、なに言えばいいんだ？」

			　飲み物の入ったコップを持って立ったはいいが、乾杯の音頭でなにを言うかが思いつかない。

			「適当でいいんだよ、適当でっ！」

			「適当って言われてもな……」

			「じゃあ、僕たちの未来に乾杯、でいいんじゃないかな？」

			「おおっ、それでいこう。じゃあ、俺たちの未来に乾杯っ！」

			「ずいぶんと安直ね……」

			「うるさいぞ、ミナ」

			　確かに今のは安直だし、しかもユミの受け売りだった。でも、今の俺たちにとってこれ以上ない言葉であることには、違いないだろう。

			「私たちの未来にカンパーイ！」

			「我らの未来にかんぱーい！」

			　サクヤとクレールを見ろよ。

			　なんの不満もない様子で一気飲みを始めてるぞ。

			　一気飲みといっても、未成年である俺たちが飲むものは、もちろんジュースなわけだけど。

			「さぁさぁ楽しい宴(うたげ)の始まりだよっ！　まずは景気づけに、私のほうからかくし芸でも披(ひ)露(ろう)してみようかなっ！」

			　宴会が始まるやいなや、マイは席を立ちあがった。

			　芸って、いったいなにをするつもりだ？

			「出席番号21番、橘(たちばな)真(ま)衣(い)！　炭酸ジュースの一気飲みと、早口言葉を言います！」

			　マイは俺たちの前で宣言すると、お店の人を呼んで、炭酸ジュースを注文しだした。

			　炭酸ジュースといっても、その量は常軌を逸している。

			　マイは、この店で一番大きいサイズのジョッキに入った炭酸ジュースを３杯頼んだ。

			　ジョッキ１杯で、ゆうに１リットル以上はありそうだ。

			「おい……まさか、それを全部一気飲みする気か……？」

			「そのまさかだよっ！　では、いっきまーすっ！」

			　俺が顔を引きつらせていると、マイは笑顔で炭酸ジュースを飲み始めた。

			「ゴクゴクゴクゴクゴクゴク……ぷはーっ！　はい！　もう一本っ！」

			　マイは最初の１杯目を５秒足らずで飲み干し、次のジョッキを手に取った。

			　そして、２杯目と３杯目も１杯目と同じ速度で胃の中に収めていった。

			　なんていうか、すごい飲みっぷりだな。

			　アースで売られている炭酸ジュースは、地球人(プレイヤー)が開発した飲料水だ。

			　ただ、それはアース人の嗜好に合わせたのか、炭酸濃度が地球の物より高くなっている。

			　この入れ過ぎた炭酸がむしろ良いわけなのだが、これを一気飲みしろと言われたら「無理です」と断言せざるを得ない。

			　そんな飲み物を、マイはジョッキで次々と飲み干していく。圧巻の光景だった。

			「ゴクゴクゴク……ふー……隣の客はよく柿食う客だ生麦生米生卵スモモも桃も桃のうちっ！」

			　炭酸ジュースを３杯飲み干してから、マイは、そのままの勢いで早口言葉を唱えた。

			　早口言葉が全部食べ物に関係していることとか、最後のは早口言葉なのかといったツッコミはある。けど、それ以上に、これらの動作をやりきったマイに拍手を送りたい気分だ。

			　一気飲みのほうは、彼女の異能(アビリテイ)ありきかもしれない。が、早口言葉のほうは、正真正銘、マイの滑舌のよさに起因するものだからな。

			「ゲップも出さずに、よく言い切ったわね、マイ」

			「えっへんっ！　女の子はゲップなんてしませんっ！　わっはっはっ！」

			　ミナが褒(ほ)めると、マイは腰に手を当て、快活な笑い声をあげた。

			「ほほう……貴様、なかなかやるではないか……褒(ほ)めてつかわすぞ……ケプッ」

			　炭酸ジュースらしきものを飲んでいたクレールの口から、小さなゲップが聞こえてきた。

			　うん。マイはしないって言ってるけど、やっぱり女の子もゲップくらいするよな。

			　というか、男の前でゲップをするのは、女子力が低すぎやしないか、クレールよ。

			　可愛(かわい)い感じのゲップではあったから、ギリギリセーフかもしれないけどさ。

			「とにかくだ……すごかったぞ、マイ」

			「どーもどーもっ！」

			　そうして、マイは機嫌良さそうにしながら、自分の席に戻っていった。

			「むむむ……シン様がマイを褒(ほ)めている……」

			　俺の隣にいたサクヤから、悔しげな声が聞こえてきた。

			「変な対抗意識を燃やすなよ、サクヤ」

			　今のはマイだからこそできた芸当だ。

			　俺やサクヤが真似しても、最初のジョッキを飲み干すところで躓いただろう。

			「それじゃあ次にかくし芸をやる人は……ミナっ！　いってみよっかっ！」

			「え、私？」

			　恥ずかしがって俯(うつむ)く俺をよそに、マイはミナに無茶振りをした。

			　かくし芸をやれとか、そんなことをいきなり言われて対応できるわけないだろ――。

			「じゃ、じゃあ私、歌います」

			　……案外対応できる奴もいるんだな。

			　にしても歌か。ミナはどんな歌を歌うんだろうか。

			「すぅ…………～～♪～～♪」

			　……なかなか上手い。

			　俺も聞いたことがある有名な歌だ。しかも、振り付けまでしている。
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			　彼女が歌って踊る姿は、とても様になっていた。

			　まるでアイドルのよう……アイドルだったな、そういえば。

			　普段はあんまり気にしないけど、ミナはもともとアイドルとかいう職種についてたんだよな。

			　そりゃ、歌や踊りが上手いわけだ。

			「…………」

			　でも、彼女の歌唱レベルは、そんじょそこらのアイドルより上な気がする。

			　きっと、並々ならぬ才能と努力によって得た技能(スキル)なんだろう。

			「ふぅ……ご清(せい)聴(ちよう)、ありがとうございました」

			　ワンコーラスを歌いきったミナは、額に滲(にじ)んだ汗を拭(ふ)きながら頭を下げた。

			　すると、そんな彼女の背後から大きな拍手が沸(わ)き起こる。

			「ヒュー！　やるじゃねえか！　そこの嬢ちゃん！」

			「なかなか上手かったぜ！」

			「アンコールしてもいいか！　今の歌、もっと聞きてえよ！」

			　拍手をした連中は、酒場に居合わせたアース人だった。

			　みんな、ミナの歌を絶賛し、彼女にもう一度歌ってくれとせがんでいる。

			　地球では引退したみたいだけど、この調子ならミナがアースでアイドルを再開することも夢じゃないな、こりゃ。

			「え、ええっと……どうすればいいかしら……？」

			　ミナは困ったような顔で俺を見る。

			「ご期待に応えて、歌ってやればいいんじゃないか？　お前も歌うのは嫌いじゃないんだろ？」

			「まあ、そうね。なら、もう一曲歌っちゃおうかしら」

			　ミナの歌っている姿は楽しそうだった。

			　だからこそ、アイドルなんてものをやれていたんだろう、多分。

			　アイドルというより、歌手って感じだけど。

			「酒場をコンサート会場に変えちゃうなんて、これじゃあかくし芸どころじゃないね、ふふっ」

			　ユミがオレンジジュースを飲みながら、ミナを見て微笑(ほほえ)んでいる。

			　確かに、この場はもうミナの独(どく)壇(だん)場(じよう)だな。

			　他の奴のかくし芸なんて、彼女の前では霞(かす)んでしまう。

			　彼女のあとに芸をやれとか、ハードルがあまりにも高すぎる。

			　そんなことを思いながら、俺は楽しそうに歌っているミナを見ていた。

			「むむむ……マイのほうに視線が行ったと思ったら、今度はミナのほうに……」

			　サクヤが頬を膨(ふく)らませて、俺をジッと見つめてきた。

			「出席番号28番！　日(ひ)影(かげ)桜(さくら)！　かくし芸やります！」

			　案の定というべきか、サクヤは変な対抗心を燃やして立ち上がった。

			　どんなかくし芸をするつもりなんだろうか。

			　少し興味があるな。

			「なにをするんだ？」

			「うん、えっとね、まずシン様がこの野菜スティックの端を口に入れます」

			「？　それで？」

			「次に私が野菜スティックのもう一方の端を口に入れて、食べ進めます」

			「それ、絶対かくし芸じゃないよな!?」

			　かくし芸じゃなくて、合コン的な場での定番ゲームだろ！

			　合コンなんて行ったことないけど、俺だってそれくらい知ってるぞ！

			「いいからいいから」

			「よくねえよ！　……ふぐっ!?」

			　サクヤはツッコミを無視し、コップに盛り付けられていたスティック状の赤い野菜を俺の口に入れてきた。

			　ちょっと待て。これ少し短くないか。

			「それじゃあいきます！　はぐっ！」

			　俺が驚いている隙を狙ってか、サクヤは野菜の先端を口に含んだ。

			　……って速い速い速い!?

			「むぐむぐ……なんで避けちゃうかな、シン様」

			「普通、避けるだろ！　というか、食べるの早すぎるぞ！」

			　野菜から口を離した俺は、顔を熱くしながらサクヤに怒(ど)鳴(な)った。

			　野菜を食べる、というより、飲み込むと言ったほうが正しい。

			　サクヤの唇は俺の唇めがけて、一直線に飛び込んできていた。

			　咄(とつ)嗟(さ)の判断で野菜から口を離さなかったら、サクヤに俺の初めてを奪われるところだった。

			「むぐむぐむぐむぐ……シン様って本当にシャイだよね……むぐむぐむぐむぐ……」

			「うるさい、悪いのは俺じゃなくてサクヤのほうだ。というか、いつまで噛んでるつもりだ」

			「むぐむぐむぐむぐ……ちょっとだけとはいえ、シン様が口に入れた物だもん。こうしてよく噛んで私の体に取り込まないと……」

			「そういう変態チックなことするの、ホントにやめて!?」

			　今日のサクヤは、３割増しくらいで変態だった。

			「でも本気では嫌がってないよね？　どっちかっていうと、シン様は恥ずかしがってるっていうふうに見えるし」

			「ぐ……そ、そんなことはないぞ」

			　確かに、俺はサクヤのことを嫌ってなんていないし、こういうことをされて怒りはするけど、嫌(けん)悪(お)感(かん)を抱いているわけでもない。

			　しかし、それを素直に認めたら、サクヤがつけ上がってしまいかねない。

			　これ以上、サクヤの好きにさせてなるものか。

			「ぷはっ……ううん……どうやら酔いが回ってきたようだ」

			　そんなことを思っていたら、サクヤとは逆隣りに陣取っていたクレールが、突然俺に寄りかかってきた。

			「…………？　どうした、クレール、うっ……!?」

			　彼女の顔は赤く火(ほ)照(て)っているうえに、若(じやつ)干(かん)酒臭い。

			　もしかして、１人だけ酒を飲んでたのか？

			　お酒は、ちゃんと飲める年齢になってから飲まないとダメだろ。

			　…………。

			「飲める年齢だったか……」

			　見た目は少女だが、彼女は数百年という時間を生きた合法ロリだった。

			　だとしたら、ここで酒を飲んじゃいけないということにもならない。

			　紛らわしい奴だな、まったく。

			「あ、あー……なんか私も酔っちゃったなー。頭がクラクラするー」

			「お前は酒飲んでないだろ……」

			　クレールを見て対抗心を燃やしたのか、サクヤが俺にもたれかかってきた。

		

	
		
			[image: 06.jpg]
		

	
		
			　さっきまで俺と同じグレープジュースを飲んでいたサクヤが、酔うはずもない。

			　というか、これじゃあ俺の身動きが取れないじゃないか。

			「モテモテだねっ！　シン君っ！」

			「茶化すなよ、マイ」

			　俺たちを見ながら、マイが笑っている。

			　お前はいい加減、胸元を隠せっつの。

			「ふふふっ……ああ、楽しいなぁ……」

			　ユミがそう呟(つぶや)いた。

			　……まあ、それには俺も同意する。

			　突発的な宴(うたげ)の席だが、仲間たちと一緒なら、どんなことをしても楽しい。

			　ミナの歌と酒場の喧騒を聞きながら、俺はそう思った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「今日は楽しかったよ」

			「またこうして集まって、いっぱい騒げるといいねっ」

			　宿屋への帰り道、俺たちは星空を見ながら話していた。

			「そうだな。こういう機会は何度あってもいい」

			　仲間とどんちゃん騒ぎをするのは、いつだって楽しい。

			「次にやるときは多分、地下20階層のレイドボスを倒したときだな」

			「なるほど。確かにそのときなら、みんなで集まって打ち上げをできるね」

			　俺たちはここでパーティーを解散するが、レイド戦ではレイドを組むことになるので、ユミたちと再び一緒に戦う可能性が高い。

			　もっとも、ユミたちと組むパーティーメンバーがレイド戦に耐えられるだけの力を持っていないとならないが、多分大丈夫だろう。

			　なんだかんだで、今の俺たちのパーティーは１年生のなかで一番レベルが高い。そんなパーティーの一員であるユミとマイが新たに入るパーティーのメンバーは、しばらくレべリング的に優(ゆう)遇(ぐう)されることになるだろう。

			　若(じやつ)干(かん)パワーレべリング臭いが、パーティーメンバーのレベル差が10もない今のような段階でなら、プレイヤースキルがどうのこうのといった弊(へい)害(がい)は生まれにくいはずだ。

			「そのときを楽しみにしてるから、俺たちと別れても頑張るんだぞ」

			「わかってる。君たちこそ、僕たちに気を使ってレべリングの手を抜いたりしちゃダメだよ」

			「あと、女の子ばかりのパーティーだからといって、四六時中、鼻の下を伸ばしてちゃあダメなんだからねっ」

			「そ、そんなことしないっつーの！」

			　ユミはともかくとして、マイは変なところを気にしてるな！

			　俺がいつ、鼻の下を伸ばしたっていうんだ！

			　いつだって俺は紳士だぞ！

			　女の子を見て鼻の下を伸ばすだなんてことは――。

			「酒場で人の胸をチラチラ見てたのは、どこの誰だったかなーっと」

			「ぐ……」

			　それを言われると、言い返せない。

			　酒場では、このことで散々、マイにいじられたからな。

			　わざと胸元を見せるようなことをしたマイも、悪いはずだけど。

			「ん……むにゃ……ぐむぅ……」

			「おっと……」

			　話し声がうるさかったのか、マイに背負われて気持ちよさそうに眠っていたクレールの寝息が、少しだけ荒くなった。

			　こいつは結局、酒に呑まれたのか、酒場で眠りこけてしまっていた。

			　なので、こうしてマイがおんぶをして宿屋に運んでいる。

			　俺が運ぼうかという提案もしたのだが、それは女子勢の反対によって却下された。

			　まあ確かに、こうして横目で見るだけでも、俺が運ぶべきではない理由はすぐにわかる。

			　クレールの胸は大きいからな。もし俺が彼女を背負っていたら、背中に柔らかな感触が当たっていたに違いない。

			　そうなっていたら、俺は内心で喜ぶかもだけど、サクヤやミナが良い顔をしなかっただろう。

			　マイの配(はい)慮(りよ)には痛み入る。

			「それじゃあ……宿屋まで静かに話しましょ……」

			「ああ、そうだな」

			　若(じやつ)干(かん)ガラガラ声になっているミナの意見に、同意した。

			　声が荒れているのは、もちろん歌いすぎによるものである。

			　酒場ではアンコールに応えまくって、ずっと歌っていたからな。

			　ファンサービスもほどほどにしないと、体がもたないぞ。

			「う、うーん、なんか私も眠くなってきちゃった。どうしよう、シンさ――」

			「わかりやすい嘘(うそ)をつくな、サクヤ」

			　そうやって俺におんぶしてもらおうとするな。

			　というか、『不眠』という異能(アビリテイ)を持っているんだから、眠気なんてあるわけがないだろう。魂(こん)胆(たん)がバレバレすぎる。

			「俺、平然と嘘(うそ)をつく女の子は嫌いだな」

			「あ……ごめんねシン様……私、もう一生嘘(うそ)ついたりしないから許して」

			「い、いや……許すから、たまに嘘(うそ)をつくくらいなら、してもいいと思うぞ……」

			　一生とか、そんなレベルで俺の言うことを真に受けるなよ。

			　サクヤなら本当に実行しかねない。

			　この世のなかを、一つの嘘(うそ)もつかずに過ごさせることになったら申し訳ない。

			　嘘(うそ)をつかないことは美徳であるが、正直でい続けることは、人間関係に軋(あつ)轢(れき)を生む。

			　バカ正直なのもほどほどにしておいたほうが良いぜ、というのは俺の師匠の談だ。

			　あいつもまだそこそこ若いはずだが、年上の忠告は真面目に聞いておくべきだろう。

			「君たちのこんなやり取りも、これでしばらく見納めかぁ」

			　俺がタジタジになっていると、ユミが寂(さび)しそうに言った。

			　明日からは別行動をするわけだからな。

			　この風景は、ユミたちにとって日常だったのだろう。

			　だが、それを見る機会も少なくなるというのだから、こういう反応をするのも頷(うなず)ける。

			「また機会があったら絶対パーティー組もうねっ」

			「ああ」

			　こうして俺たちは、いつか再びパーティーを組もうと約束し、宿屋へ戻って眠りについた。

			　そして翌日、それぞれでパーティーを組み直すべく、俺たちは動き始めた。

		

	
		
			　

			10　助(すけ)っ人(と)

			　

			「ねえ、シン。本当にこれでよかったのかしら」

			「よかったのかって、なんの話だ？」

			「……ユミとマイがパーティーを抜けた件についてよ」

			　翌朝。宿屋の一室で、俺はミナから訊(たず)ねられていた。

			　この部屋には今、俺とミナしかいない。

			　彼女は俺と２人で話をするタイミングを、今まで見計らっていたのだろう。

			「パーティーのなかで、もし１人抜けるとしたら……それは私だったと思うのよ」

			　ミナは両手の指の腹を体の前で合わせ、若(じやつ)干(かん)心細そうな様子で俺に言った。

			「どうしてそう思うんだ？」

			「だって……あなたやサクヤ、ユミにマイは全員、ＶＲＭＭＯの知識だとか、立ち回りだとかに精通しているじゃない？　そんななかに私みたいな初心者(ビギナー)が居座るっていうのは、どうなのかしら？」

			　レベルや装備といったステータス的なもので差がなくとも、プレイヤースキルで俺たちと差を感じてしまうことが、ミナにはあるのだろう。

			　そこから息苦しさのようなものが生まれてしまうことも、十分ありえる。

			　ミナはもともとライトゲーマー層だ。俺たちとは気合の入り方が違う。

			「前にも似たようなことを言ったと思うけど、俺たちといると息がつまるっていうなら、他のパーティーに行ったほうがいいかもしれないな」

			「べ、別にそういう意味で言ったわけじゃないわよ」

			「そうなのか？」

			「ええ」

			　俺が視線を向けると、ミナはコクリと首を縦に振った。

			「ただ……私たちのなかからどうしても１人抜ける必要があるなら、私を外したほうが効率的じゃない、って話よ」

			　効率的。

			　確かに俺にとっては、あるいはサクヤ、ユミ、マイにとっては、それが一番効率的であっただろう。

			　でも、効率的だからといって、なんでもしていいというわけではない。

			　自分の利益だけを求める行為、たとえば装備の借りパクや狩場の占(せん)領(りよう)、それにパーティーメンバーを蔑(ないがし)ろにする行為などが、正当化されていいはずがない。

			　そういうことがゲームルールとして明確に禁止されているわけではなくとも、暗(あん)黙(もく)のルールとして存在するのだ。

			　楽しく遊ぶためのマナー、と言い換えてもいい。

			「ミナ、お前は俺と組むときに効率を度外視したよな？」

			「？　ええ、まあそうね」

			「なら、俺もお前と組む場合はそういうのを考えない。それで対等だ」

			　俺がゲームをしている際、一番に優先するもの。

			　それは楽しめるか否か、だ。

			　効率を考えて狩りをしたり、仲間と上手く連(れん)携(けい)して戦うのは楽しいが、すべての行動をシステマティックにしたり、下手な動きをする仲間を切り捨てたりするのは面白くない。

			　ゲームは、人として大切なものを失ってまでするものではない、と俺は思っている。

			　俺がＶＲＭＭＯにはまった理由は、人と対等な立場で遊べるからだ。

			　この理屈は、アースにおいても変わらず適用している。

			「それに、ミナは確実に強くなっている。足手まといになんてなっていないし、そうならないように俺もフォローする。まあ、今回はユミとマイにフォローされちゃったんだけどな」

			　しかし、だからといって下手な奴とパーティーを組み続けるほど、俺もお人よしというわけじゃあない。

			　俺と同じパーティーにいる限り、ミナには俺の知識と経験を叩き込むつもりでいる。

			　これまでもそうしてきたし、これからもそうするつもりだ。

			　彼女が音を上げない限りはな。

			「……そっか。うん、ありがと。なら、これからもパーティーを組ませてもらうわ」

			「よろしく頼むぞ、ミナ」

			「ええ」

			　気分も晴れたのか、ミナは俺のほうを見て微笑(ほほえ)んだ。

			「ふぅ……なんか、ちょっとスッキリしたわ」

			「スッキリ？」

			「もしかしたら、あなたが私のことを邪魔だと感じてるんじゃないかって、思ってたからかもしれないわね」

			　ふむ。

			　俺が効率のために切り捨てるんじゃないかと、ミナは内心で不安に思っていたのか。

			　だとしたら申し訳ない。

			　昨日の話し合いでも様子は変だった。あれは、切り捨てられるならいっそ自分から、とでも思っていたのだろう。

			　そんなことで、気を煩(わずら)わせなくてもいいのに。

			　彼女は俺の大切な仲間であり、切り捨てるなんてことをするはずがないのだから。

			「ミナ。なにがあっても俺はお前を邪魔だなんて思わないからな」

			「ええ、そうよね。だってあなたは優しい人だもの」

			「……別に優しくなんてない」

			　俺は、ミナが一緒でも特に問題はないからパーティーを組んでいるのであって、そこに優しさなんてものは含まれていない。

			　慈(じ)善(ぜん)事業でパーティーを組んでいる、と思ってもらわれては困る。

			「お前が怠(なま)けていたら、俺はケツを蹴(け)り上げてでも動かすからな。覚悟しておけ」

			「あら怖い。なら、これからもお尻(しり)を蹴(け)られないよう精一杯頑張らせてもらうわ」

			「ああ、そうしてくれ。代わりに、俺もできるだけの知識をお前に授ける」

			「ふふっ、お手柔らかに」

			　俺たちは微笑(ほほえ)み合った。

			　なんだか気恥ずかしいけど、今日、少しだけミナと仲良くなれた気がする。

			「でも、ユミとマイが抜けたから、私たち４人になっちゃったわよ？　どうするの？」

			「ああ、それについては考えがある」

			　というわけで、俺はパーティーメンバーを１人補充すべく、知り合いに声をかけてみることにした。

			　一発目からオーケーが出た。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　宿屋の前で、俺たちは助(すけ)っ人(と)を出迎えた。

			「……おはよう……ございます、シンさん」

			「おはようフィル。急なお願いで悪いな」

			「ううん、シンさんのお願い……ですから」

			　俺が通話機能で誘いをかけたのは、フィルだった。

			　フィルは俺たちがパーティーメンバーを１人募集していると聞くと、二つ返事で仲間になることを了承し、ここに駆けつけてくれた。

			　彼女が組んでいた、キョウヤとかいう生意気な奴がいるパーティーのメンバーたちとは、それなりに上手くいっていたらしい。だから、そこから引き抜く形になってしまったのではと、内心、心配した。

			　しかし、フィル曰く、そいつらは、フィルは自分たちよりも、俺たちと組んだほうが力を十二分に発揮できるだろうとして、快(こころよ)く承(しよう)諾(だく)してくれたらしい。

			　実際、フィルのプレイヤースキルはかなり高いものの、それを生かすには他のパーティーメンバーによるアシストが必要になる。

			　なので、俺たちは気兼ねなくフィルと組むことができたのだった。

			　これによってパーティーが５人になったわけだが、俺としてはフィルが加わってくれたことによって、再びアレ――状態異常耐性スキルのレベル上げが再開できることにも喜んだ。

			　クレールから『死(し)霊(りよう)王の加(か)護(ご)』を得て、俺のＭＮＤはさらに大きくマイナスとなったわけだが、それによって、いくつかの問題が発生することが懸(け)念(ねん)されている。

			　その問題の一つが、状態異常耐性の低下だ。

			　一応、俺はＶＩＴに全振りしているため、それによる状態異常耐性の上昇率は、かなりの物となっていると思う。

			　けれど、ＭＮＤのマイナス分が、それを打ち消している。

			　俺はタンク兼ヒーラーとして、状態異常には極力かからないようにしなければならない。

			　なので、この問題はどうあっても解消すべきものだ。

			　そうなると、やはりフィルの持つ状態異常スキルが役に立つ。

			　彼女には今後、スキルレベルを上げる手伝いをしてもらおう。

			　

			「女の子……だと？　もしかして、シン殿はハーレム属性を備えているのか……？」

			　俺が自分の弱点について考えていると、新パーティーメンバーであるフィルの姿を見たクレールが、引きつった笑みを浮かべた。

			「勝手に私たちをハーレム要因扱(あつか)いしないでくれない!?」

			「そうだぞ、俺にそんな属性はない」

			　ミナが怒っているが、まったくもってその通りだ。

			　多分、クレールは俺以外のメンバーが全員女になるとは思っていなかったんだろう。

			　でも、だからってハーレムとか言うなよ。

			　ミナやフィルに失礼だろ。

			「私はシン様がハーレム志向でもついていくよ！　でもシン様の一番はいつまでも私だよ！」

			「だからハーレムじゃねえよ。それと、お前が俺の一番になった覚えもねえよ」

			　サクヤはハーレムだとか言われても、あまり気にしないだろうとは思っていたけど、だからといってハーレムを肯定するな。

			　彼女の言うことは話半分に聞いたほうが良いというのは学習済みだ。でも、ここでハーレム野郎という烙(らく)印(いん)を押されてしまうのは我慢ならない。

			「……ハーレム？」

			「フィル、こいつらの言うことに耳を貸すな。さあ行くぞ」

			　無垢で可愛(かわい)い後輩には、俺に対してハーレム野郎などというマイナスイメージを持ってほしくない。

			　ハーレムという単語に反応するフィルの背中を押し、俺はこの話を終わらすべく歩き出した。

		

	
		
			　

			11　クレール先生

			　

			　盗(とう)賊(ぞく)職であるフィルがパーティーに加わった。おかげで罠(わな)の発見や解除も容(よう)易(い)に行えるようになったので、迷宮内の探索を進めてみようと思い、俺たちは地下迷宮11階層にやってきた。

			　ここへは、地上から一瞬で地下10階層に行ける魔法陣を踏(ふ)んできた。

			　地下迷宮10階層のボス部屋前通路は瓦礫の撤去作業中で、そこが通れるようになるには、もう少し時間がかかる。

			　また、これは迷宮に入るときに気づいたことだが、どうやらパーティーメンバーに入っていさえすれば、アース人たるクレールも迷宮に入れるようだ。

			　本来、地下迷宮には地球人(プレイヤー)しか入れないという話だったのだが、これってもしかして新発見じゃないか？

			　あとで早(はや)川(かわ)先生に訊いてみよう。

			「フィルのレベル上げとしてもちょうど良いから、探索はじっくりやっていくぞ」

			「わかったわ」

			「了解！」

			「……ども」

			「れべる？」

			　俺がパーティーリーダーとして行動方針を告げると、レベルという概(がい)念(ねん)がないクレール以外のメンバーから、了承の声が上がった。

			「フィルは俺たちより若(じやつ)干(かん)弱いから、この子を育てながら進んでいこうということだ」

			　フィルのレベルは８。

			　俺、ミナ、サクヤのレベルは現在16だから、８レベルほどの差がある。

			　まあ、だからといって、ステータス的にそこまで大きな違いが出ているわけではない。

			　さすがに30、40といった差があれば話は別だが、プラマイ10以内のレベル差なら、パーティーを組んでも支障は出ない。

			　そう思ったから俺はフィルをパーティーに誘い、迷宮に隠されたお宝を探しつつ、彼女の経験値を増やしていこうと考えたわけだ。

			「なんだ、『れべるあげ』とはつまり、魔(ま)素(そ)を吸い上げて強くなることを指していたのか。それならわかった」

			「…………？」

			　俺の説明を聞くと、クレールは顎(あご)に指を添えて、聞いたことのない単語を口にした。

			　なんとなく意味を察っすることはできるが……。

			「クレール、魔(ま)素(そ)ってなんだ？」

			　一応訊いておこう。

			　この世界について見聞を広め、学校に報告するのも俺たちの課題だからな。

			「む？　異世界人には魔(ま)素(そ)という概(がい)念(ねん)がないのか？」

			「ないというか、ただ名称が違うだけなのかもしれないが、とりあえず魔(ま)素(そ)だけではよくわからないから説明してくれないか」

			「ほほう……ふむ、いいだろう！　我が同行するのを許してくれた礼ということで教えてやろう！　しょうがない奴め！」

			「…………」

			　クレールは、ドヤ顔をしながらオーケーを出してきた。
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			　なんか、彼女のドヤ顔はクソ可愛(かわい)くてうざい。

			　わりと好みの容姿であるというのに、元が骨だったのだと思うと腹が立つ。

			　地下神殿で会ったときの記憶さえなければ、と思わずにはいられないくらい可愛(かわい)い。

			　……まあ、そんなことはどうでもいい。

			　今は死(し)霊(りよう)王たるクレール先生から知識を賜(たまわ)ろう。

			「ごっほん……魔(ま)素(そ)とは、魔物や強い生物が持つ力の源だ」

			「力の源？」

			「そうだ。我らは魔(ま)素(そ)を得ることにより、体組織を変化させて強くなるのだ」

			「へえ」

			　ということは、やはり魔(ま)素(そ)＝経験値というような考え方で良さそうだな。

			　俺がなんとなく思っていたことと合っていた。

			「魔(ま)素(そ)は、それを保有する生物が死んだ直後に空気中へと拡(かく)散(さん)し、魔(ま)素(そ)を持った周囲の生物へ取り込まれていく性質がある」

			「魔(ま)素(そ)同士が惹(ひ)かれ合っているということか？」

			「そういうことだ」

			「なるほど」

			　何気に経験値獲得のプロセスにも、ちゃんとした理由があったんだな。

			　しかし、そうなると別にパーティーを組まなくても、その場にいさえすれば経験値は獲得できるのか？

			　だったら、わざわざユミたちと別れなくても、問題はなかったように思える。

			　けど、学校側がそういった説明をしていないということを考えると、多分地球人(プレイヤー)とアース人では、ステータスやメニュー画面同様、これもまたルールが違うのだろう。

			　それに、魔(ま)素(そ)の概(がい)念(ねん)だと、生産系の連中が経験値を稼(かせ)いでいる説明がつかない。

			　戦闘よりもだいぶ効率は劣(おと)るけど、一応生産においても経験値は貯められるのだ。

			　多分、大気中には微量の魔(ま)素(そ)が含まれていて、生産職はそれを吸収している……とかか。

			　よくわからん。やはり俺たちは、まだこの世界の仕組みを全然わかっていないな。

			　とはいえ、俺たちが戦闘でガンガン強くなっていく仕組みについては理解できた。

			　クレールには感謝しておこう。

			「なんとなくわかった。ありがとうな、クレール」

			「！　ふ、ふふふ、これくらい、どうってことはない！　これからも聞きたいことがあれば、なんでも我に聞くがいい！　フッハッハッハッハ！」

			　俺が礼を言うと、クレールはドヤ顔で高笑いを始めた。

			　……まあ、調子に乗りやすいタイプなのだと思って軽くスルーするか。

			　笑うのは別に悪いことじゃないからな。

			「……！　シン様がクレールさんにデレを見せ始めている……！」

			　俺たちのやり取りを見ていたサクヤが、唐(とう)突(とつ)にそんなことを言った。

			「デレてねえよ。あとローブを手で掴(つか)むな。もうお前のパンツは見慣れてる」

			「私、飽(あ)きられてる!?」

			「見慣れてるとか……あなたも言うようになったわね……」

			　俺が冷たい態度を取ると、サクヤは驚き、ミナは呆れ混じりの声を上げた。

			　飽(あ)きるというか、なんというか。

			　確かに、パンツは清(せい)楚(そ)な白派だが、いつも白では代わり映えしないとも思う。

			　サクヤなりに、日によって可愛(かわい)いパンツだったり、ちょっとセクシーなパンツだったりと、趣向を凝らしている。

			　しかも彼女は、いつもユミには見えず、俺だけが見るようなタイミングを見計らってパンツを見せていた。

			　これについては、ちょっと評価せざるを得ない。

			　いくら気のないそぶりをしていても、サクヤが他の男にもパンツを見せるようなら、「それはどうなんだ？」と俺は思うはずだ。

			　サクヤは俺の女というわけじゃない。けど、いつも好き好きオーラを発している彼女が他の男に似たようなことをすれば、俺は少しムッとすると思う。

			　サクヤは、同じパーティーメンバーであるユミと喋(しやべ)ることもあまりなかった。彼女は俺の心理をわかったうえで、そんな行動をとっているのだろう。

			　駆け引きと称して、わざと他の男と仲良くするということがないだけ、好感触だ。

			　彼女の行動はぶっとんでいるが、変なところで俺への配(はい)慮(りよ)みたいなものが感じられる。

			　サクヤにとって、俺は特別だからパンツを見せるのだ、と言ってくれているようで、行動としては変態的であるものの、少し嬉(うれ)しいと感じてしまう。

			　けれど、パンツをそのまま見せるということに関しては、微妙に残念だ。

			　俺はパンモロ派ではなくパンチラ派である。

			　サクヤはその辺、調査不足だったな。

			　これ以上、俺の性(せい)癖(へき)を知られたくはないから、そんなことは言わないけど。

			　それに、彼女がそういったテクニックを使い始めたら、本気で落とされかねない。

			　俺がサクヤの猛(もう)攻(こう)にいつまでも耐えられるかというと、怪しいものがある。

			　いずれ、俺はサクヤに攻略されてしまったりするんじゃないだろうか。

			「……見慣れてる？」

			　さらに、フィルが反応を示してきた。

			　ただでさえ、彼女は俺とサクヤの関係を訝しい目で見ているんだから、これ以上、変な情報を与えたくはない。

			「なんでもない。さあ、お喋(しやべ)りはここまでだ。いつ敵が襲ってくるか、わからないんだからな」

			　斥(せつ)候(こう)役としてパーティーの最前列にいるフィルの背中を押して、先を急がせた。

			　そんなこんなで、俺たちが口を閉じ、本格的に迷宮探索を始めてから10分経過したあたりで、ＭＯＢと遭遇(エンカウント)した。

			「ほう……、シン殿は僧(そう)侶(りよ)としての才はないが、戦士としての才はあったのだな」

			　本日初のＭＯＢ狩りを無事終了すると、クレールから感(かん)嘆(たん)の声が漏(も)れてきた。

			「ああ、まあな」

			　僧(そう)侶(りよ)の才はなくて戦士の才がある、というか……もともと俺は他のゲームでもタンクだし、戦士職につく予定だったんだ。

			「一度に３体の魔物を相手取って一歩も引かず、かつダメージを受けないとは……僧(そう)侶(りよ)として規格外だとしか言いようがない」

			　規格外というか、ただの設定ミスなんだがな。

			　しかし、そんな恥ずかしいことを言うのも気が引けるので、俺はクレールの賞賛をそのまま受け取る。

			「わずかにでもデスヒールを扱(あつか)える僧(そう)侶(りよ)の大半は、戦士の真似事をする。しかし、それは１人の例外もなく上手くいかず、結局は並以下の僧(そう)侶(りよ)として終わるのだが……おそらく貴様は、そのなかでも唯(ゆい)一(いつ)の成功例であり、デスヒーラーとしての完成形だ。最強の座を狙える存在と言っても、良いかもしれん」　

			「最強ねえ……」

			　俺としては、ただの器用貧乏としか思えない。

			　攻撃役としては、相手がレイドボス以外なら純粋なアタッカーに劣(おと)る。

			　防御力も、ＶＩＴに極振りして重装備を着込んでいるとはいえ、タンク職の持つ防御力アップスキルを使われたら負けるし、ＨＰ量も段違いだ。

			　回復にいたっては、死(し)霊(りよう)装備をつけた仲間にしかできない、という欠(けつ)陥(かん)品(ひん)だし。

			　威(い)力(りよく)のほうは『死(し)霊(りよう)王の加(か)護(ご)』でブーストされたが、それによる弱点も目立ってきている。

			　最強と言うには、程遠い。

			　にしても、ダメージヒールを使える僧(そう)侶(りよ)は、タンクをする奴が多かったのか。

			　やはり、敵を引きつけるタウントスキルの劣化品としてダメージヒールが使えると思ったから、その発想が生まれたんだろうな。

			「そんなに褒(ほ)めても、私のシン様はあげないよ」

			「……だから、俺はお前のものじゃないって言ってるだろ」

			　フィルに聞かれたら誤解を生みかねない言葉がサクヤの口から出てきたので、俺はすかさず否定した。

			　地道な活動だが、こうでもしないと、あらぬ誤解を持たれてしまいかねない。

			　同級生であるミナやユミたちなら冗談で流してくれるだろうが、後輩であるフィルは、先輩であるサクヤの言葉を鵜(う)呑(の)みにする恐れがある。

			「しかし、これでは我の出番もなさそうだ。そのほうが貴様たちとしても良いことだとは言えるが」

			　クレールが呟(つぶや)いた。

			　一応、クレールは俺たちと同じパーティーを組んでいるが、戦闘には参加していない。

			　なぜなら、彼女が参加するとバランスブレイクを引き起こすからだ。

			　いろいろ残念な部分が見え隠れする彼女ではあるけれど、死(し)霊(りよう)王などという大げさな名に恥じない力を持っている。

			　迷宮に入る前に、外で数体のＭＯＢを相手に戦うところを見せてもらったが、ミナが剣を使って数度斬りつけなければ倒せない敵を、クレールは手(しゆ)刀(とう)による一撃で葬(ほうむ)り去っていた。

			　しかも、それで全然本気を出していないと言うし、まだ全快には程遠いというのだから、俺たちとは次元が違う。

			　そういうことなので、クレールには俺たちの戦闘に手出しをしないよう厳命した。

			　結果、５人パーティーなのに４人で戦わなくてはいけなくなってしまっているが、それは俺の手に入れてしまった『死(し)霊(りよう)王の加(か)護(ご)』によって帳消しということで、俺たちは納得している。

			　もともと、俺がタンクとヒーラーを兼任しているから、実質的に１人多く攻撃に集中できるような構成だったしな。

			　だからといって、彼女はただずっと俺たちの戦いを傍(ぼう)観(かん)しているだけというわけでもない。

			　もしも俺たちが危機に晒(さら)された場合、「先生、よろしくお願いします」というような用心棒的ポジションになってもらっている。

			　こういった意味でも先生だな。

			　とはいえ、そんな危機的状況になったら、俺がなんとかするつもりだ。

			　彼女の出番なんてないだろう。

			　でも、クレールという保険があると思うと、心強く感じる。

			　彼女は、ダメージヒール使いである俺を、まず裏切らないだろうしな。

			「それはそうとシン殿。そろそろデスヒールの時間だ」

			「あーはいはい」

			　しかし、最低１時間に１回はヒールをかけてやらないといけないというのはメンドウだな。

			　それに、クレールが力を使うと、その分さらにヒールをかけてやらなくちゃいけなくなる。

			　燃費的に見ると、ものすごく悪い。

			「『ヒール』」

			「はぁ……ふぅ…………んっ……」

			「…………」

			　加えて、クレールが女の子形態になってからというもの、ヒールをかけると、艶(なまめ)かしい声を上げてウットリとした表情まで見せるようになった。

			　俺たちも、回復魔法が自分にかかると心地良さを感じる。だが、彼女の場合は、それ以外のものを感じているような気がしてならない。

			「……よし、それじゃあ、そろそろ迷宮探索を再開するぞ」

			　そんなクレールの様子をあえて無視して、俺は歩き始めた。

			　今の俺にはアンデッド属性が付与されているが、アンデッドフェチではない。

			　可愛(かわい)ければなんでも良いというわけではないのだ。絶対にないのだ。

			　こうして俺たちは迷宮探索を続けた。そして、地下12階層に続く階段を発見したところで、町へと引き返した。

			　今日行った戦闘に関しては、まあまあといった結果だった。ユミとマイがパーティーから抜けた穴は大きいものの、これならなんとかなりそうだ、という手ごたえを感じた。

			　でも、パーティーメンバーが俺以外全員女の子だということについては、やっぱりちょっと気になった。

			　冷やかされたりしないと良いんだけどなぁ。

		

	
		
			　

			12　八大王者

			　

			「一(いち)之(の)瀬(せ)君……やはり君は、自分のパーティーをハーレムにするつもりか？」

			　迷宮から町へと戻ってきた俺たちは、その足で早(はや)川(かわ)先生のもとを訪ねた。

			　すると、彼女は俺の背後に立つ４人の女の子（１人だけ女の子と言っていいものかどうか迷うのが混じっているが）に目を向けて、顔を引きつらせた。

			「だから、そんなんじゃありませんって」

			「……本当か？　私には、君が美少女を優先してパーティーに加えているようにしか思えないのだが」

			　失礼な人だな。

			　俺は別に、顔や性別でパーティーメンバーを決めているわけじゃないぞ。

			　ミナは、最初の頃に役立たずと揶(や)揄(ゆ)された俺とパーティーを組んでくれた大事なメンバーだし、フィルは俺の大事な後輩だ。

			　サクヤは強引な形でついてきたものの、彼女もフィルと同様に、俺との連(れん)携(けい)が抜群に上手いプレイヤーなので、とても頼りになる。

			　クレールは知らん。

			「それで、その金髪の少女は、いったいどこの子だ？　地球人(プレイヤー)ではないように見えるが」

			「うむ、我は《八大王者》が１人、『死(し)霊(りよう)王』、クレール・ディス・カバリアだ」

			　クレールは早(はや)川(かわ)先生に自己紹介をした。

			　八大王者ってなんだ。

			　そんな言葉は初めて聞いたぞ。

			「死(し)霊(りよう)王……だと……？」

			「ふっふっふっ、貴様は我のことを知っているようだな」

			「まあ、知って――存じ上げてはおりますが……」

			　早(はや)川(かわ)先生のほうは、どうやら知っているらしい。

			　しかも、敬語になった。

			　もしかして、クレールは有名人なのか？

			「……確かに、ネームにもそう書いてあるな」

			「ふむ？　もしや貴様は、我のことを疑っているのか？」

			「いえそんな、滅(めつ)相(そう)もございません」

			「ならばいいのだが」

			　早(はや)川(かわ)先生は、クレールを注視してネームを読み取ったのだろう。

			　俺たち地球人(プレイヤー)には、人の名称を見ることができる目が備わっているからな。

			　意図的に伏(ふ)せていなければ、初対面の相手でも顔を見れば名前が一発でわかる。

			「……おい、一(いち)之(の)瀬(せ)君。なんでこんな大物がここにいる？」

			「はぁ……えっとですね――」

			　クレールがここにいるという事実が上手く呑み込めないらしい早(はや)川(かわ)先生は、俺に説明するよう要求してきた。

			　なので俺は、これまでの経緯を、かいつまんで話した。

			　すると彼女は、納得した、というように頷(うなず)く。

			「なるほど……力を失っていたから、『死(し)霊(りよう)王』は今まで姿を消していたのか」

			　姿を消していた、とは死(し)霊(りよう)王が数百年間墓地の地下神殿にいたことを言っているのだろう。

			　俺は早(はや)川(かわ)先生の様子を見て、なにかを知っていると確信した。

			「それで、早(はや)川(かわ)先生は彼女のことを知っているんですか？」

			「知っているもなにも、神の次に有名であると言っても過言ではない人物だ。ただし、御(お)伽(とぎ)噺(ばなし)に出てくるような話のなかで、という注(ちゆう)釈(しやく)がつく」

			　御(お)伽(とぎ)噺(ばなし)か。

			　まあ、どんな有名人であっても、数百年単位で世間から離れていれば、そういう扱(あつか)いにもなるだろう。

			「アースの歴史については後日、授業でも触れるが、軽く説明しておこう」

			「お願いします」

			「ごほん……アースにおいて絶対的な存在であった三神が姿を消した１０００年前、三つの大陸から、『我こそはこの大陸の王である』と名乗りを上げる者たちが現れた。龍王、獣王、魔王の３人だ。それらの王たちは、それぞれ一つずつ大陸を支配したのち、世界の覇(は)権(けん)を勝ち取るため、５００年にわたる三(み)つ巴(どもえ)の戦争、『三王戦役』を行った」

			「三王戦役……」

			　３人の王が争ったから、三王戦役か。

			　というか、５００年も戦争していたってすごいな。

			　ちょくちょく冷戦状態になったりで、ずっと戦争し続けていたわけじゃないだろうけどさ。

			「そして、そんな戦争の最中、さらに精霊王、海王、法王、剣王、死(し)霊(りよう)王と名乗る者が現れた。合計で８人となった王たちは、その後も１００年間、争い続けた。しかし、今より４００年ほど前に停戦条約を結び、アースに平和が訪れた、というのがアースの《八大王者》にまつわる大まかな歴史だ」

			「へえ」

			　となると、死(し)霊(りよう)王が現れたのは今からおよそ５００年前か。

			　クレールは確か７００年生きている（？）らしいから、だいたい２００歳頃に王となったことになるな。

			「また、死(し)霊(りよう)王は停戦条約を結んだあと、どういうわけかその後の歴史から、忽(こつ)然(ぜん)と姿を消した」

			「……なるほど」

			　その頃は、戦争によって今より死が溢(あふ)れていたと考えられる。

			　なら、クレールにとって必要な負の生命力は豊富にあったはずだ。

			　けれど、停戦後はそうもいかず、徐々に力を失っていった、というところか。

			「にしても、その王って全員、ずいぶんと長生きですね」

			　最初に説明された三王はクレール以上の長生きだ。

			　それ以外の王も、少なくとも５００年は生きているってことになる。

			　この世界の生物は、長生きするものが多いのか？

			「いや、全員が全員長生きというわけではない。龍王、精霊王、死(し)霊(りよう)王はいまだ一代目だが、それら以外は次代の実力者に王位を継(けい)承(しよう)している。まあ、王は国の長(おさ)を務めていたりすることもある関係で、王位は必ずしも武力に秀(ひい)でた者に継(けい)承(しよう)されるというわけではないがな」

			　なんだ、そういうわけでもなかったか。

			　クレールのように一部例外はあれど、王にも普通に寿命はあるようだ。

			「ああ、そういえば、つい最近も剣王が別の者に代わったらしいな。なんでもそやつは地球人で、元剣王を一騎打ちにて破ったのだとか」

			　と、そこでクレールが何気に重要なことを言った。

			「よくご存知で」

			「隠居生活こそ長いが、それなりに世の流れは把(は)握(あく)していたつもりだ」

			　この情報は、どうやら正しいようだ。

			　現在の剣王は地球人(プレイヤー)。

			　おそらく、それは俺たちより先に国から調査を依頼された人間のうちの１人だろう。

			　剣王ということは、そいつは死(し)霊(りよう)王たるクレール並の強さを持っている、ということになるのだろう。

			「それで、その地球人(プレイヤー)ってどんな人なんです？」

			　俺は強い地球人(プレイヤー)に興味がある。

			　どんな人物なのか、早(はや)川(かわ)先生に訊(たず)ねてみた。

			「それは君もいずれわかることだろう。私の口からは言わないでおく」

			「？」

			　その問いは、早(はや)川(かわ)先生にはぐらかされた。

			　結局、この場で俺がその地球人(プレイヤー)の名を知ることはなかった。

			　なんだか含みのある言い方だが、そう言われてしまったら無理に訊くのも憚(はばか)られる。

			　どうしても知らなくちゃいけないってわけではないから、別にいいか。

			　彼女の言う「いずれ」がくることを、楽しみに待っていよう。

			「我がここにいるということは他言無用で頼むぞ。でないと、他の王が我の寝首を掻(か)くために、この町を襲うやもしれんからな」

			「ええ、わかっております。しかし、地球側へは報告せざるを得ない事柄ですので、それにつきましては、どうかご容(よう)赦(しや)を」

			「うむ、いいだろう。剣王は我と戦う気などなさそうだしな」

			　早(はや)川(かわ)先生はクレールに一礼した。

			「ところで、貴様もシン殿のハーレムに加わっているという認識で良いのか？」

			　クレールは早(はや)川(かわ)先生にクソ失礼なことを訊(たず)ねた。

			「だから、俺はハーレムなんて作ってないっつの!!」

			　早(はや)川(かわ)先生はハーレムになんて入っていないし、そもそも俺はハーレムなんて作ってない。

			「……ああ、そうだ、早(はや)川(かわ)先生。さっき迷宮に行ってきたんですが――」

			　俺は話題を変えるべく、アース人でも迷宮に入れる方法を早(はや)川(かわ)先生に伝えた。

			　しかし、それはすでに実証が済んでいる内容だった。

			　残念。

			　けれど、目のつけどころは良いとして、それなりの評価をしてくれるそうだ。

			　なら、まあいいだろう。

			「うわ……ハーレムパーティーだ……」

			　ちょうど宿へと戻ってきた氷(ひ)室(むろ)とその仲間たちが、俺たちを見てふざけたことを言った。

			「だからハーレムじゃねえって言ってんだろ！　ぶっ飛ばすぞ！」

			「ええっ!?」

			　俺は氷(ひ)室(むろ)たちにキレながら、宿のなかへと入っていった。

			　なんでみんな、俺のパーティーをハーレムって言いたがるんだ。いい加減にしろ。

			　俺のパーティーは、絶対ハーレムになんてならないんだからな。

		

	
		
			　

			13　好意

			　

			　早(はや)川(かわ)先生に会ったあと、俺たちは自分たちが泊まっている宿の部屋に戻った。

			「あー……つかれたー……」

			　今日はパーティー編成を変えた関係で、いつもより気を張っている時間が長かった。

			　しかも、昨日はどんちゃん騒ぎで休めなかったし、一昨日(おととい)は睡(すい)眠(みん)をとらずに大墓地へ行ったりしていた。

			　普段より疲れが溜まっていても、仕方のないことだろう。　

			「……『ヒール』」

			　俺は自分にヒールをかけてリラックスする。

			　これで疲労が全快するというわけではないが、気休め程度にはなるんだよな。

			　俺は、一人部屋に備わったベッドの上に寝転がるため、鎧(よろい)を外そうとした。

			「我にもかけてくれ、シン殿」

			「…………」

			　そんな緩(ゆる)みきった俺のすぐ近くから、少女の声が聞こえてきた。

			「……鍵(かぎ)はかけておいたはずだが？」

			「侮(あなど)るな。我は自身を霧(きり)状(じよう)へと変化させる術も持っている。鍵(かぎ)をかけていようが、ある程度の隙(すき)間(ま)さえあれば、我の前では無意味なのだ」

			　俺の隣でベッドに寝転がっている少女――クレールは、ここに来ることができた理由を、そんなトンデモ技で解決したと言い放った。

			　ちょっと、この子怖いんですけど。

			　プライバシー、ガン無視なんですけど。

			「勝手に入ってくるな。俺がなにかをしてたら、どうするつもりなんだ」

			「なにかって、なにをだ？」

			「いや、それはだな」

			　なにかと言われれば……たとえばナニだ。

			　せっかく、今日は高い金を払って一人部屋にしたんだからな。

			　この世界でも、そういうことをしたくなるときがあるというのは不便だ。

			「貴様はこの部屋で、なにをしようとしていたのだ？　ほら、我に言ってみるがいい」

			「…………」

			　もしかして、こいつわざと言ってないか？

			　俺が１人でなにをしようとしていたのかを、なんとなくでも察しているのだとしたら、ちょっと恥ずかしい。

			　ここは、話を切り上げるに限る。

			　俺はアイテムボックスから死(し)霊(りよう)の大盾を取り出した。

			「……『ヒール』」

			「ぁ…………ぅん……」

			　ヒールをクレールに向けて唱(とな)える。俺はそれ以外、なにも言わない。

			　とりあえず、ありったけのダメージヒールを与えれば、こいつは満足するだろう。

			「『ヒール』」

			「はぁ……ぅ……」

			「『ヒール』」

			「んん……ふぅ……」

			「……『ヒール』」

			「ひゃぁ……ぁん……」

			「…………」

			　……なんか、いけないことをしてる気分になってきた。

			　見た目年下の金髪巨乳美少女が、ベッドの上で喘(あえ)ぐような声を出しながら、体を悶(もだ)えさせている。

			　これ、なにプレイだよ。

			　ヒールプレイかよ。

			「……もういいだろ。早くミナたちのところに戻れよ」

			　そんなわけのわからない時間も、俺のＭＰが尽(つ)きたところで終わりを告げる。

			　ＭＰ回復剤を飲めば、まだいけなくもない。だが、そこまでして、こいつにヒールを与える気もない。

			　それに、クレールを全快状態に近づけるのは、どうなのだろうかと思ったりもする。

			　もしもの可能性であるが、早(はや)川(かわ)先生の話や外で見たクレールの実力などを考えると、全快になった彼女が町で暴れだしたら危険だろう。

			　過(か)剰(じよう)な回復は自重しておいたほうが無難かもしれない。

			「はぁ……名残惜しいな……我は貴様のヒールなら、いつまでも浴びていたいというのに……」

			「あまり俺を酷(こく)使(し)するな」

			「むぅ……いじわる」

			「…………」

			　しかし、本当にこいつは『死(し)霊(りよう)王』などと呼ばれている存在なのだろうか。

			『八大王者』などという、アースでも有数の実力者なのだろうか。

			　こうしてベッドの上でふくれっ面をしている姿は、ただの可愛(かわい)らしい少女にしか見えない。

			　まあ、俺はこいつが骨だったときのことを覚えているから、それはただの錯(さつ)覚(かく)だとわかっているけど。

			「いじわるじゃない。俺はもう自分の役目を果たしたんだからな」

			「ふむ……それじゃあ、我のほうからも貴様になにかをしてやろうか？」

			「？」

			　どういうことだ？

			　こいつは俺に、なにかをするつもりなのか？

			「契約分とは別にして、貴様は我にしてほしいことはないか？　条件次第では、我にできることなら、なんでもするぞ？」

			「……特にはないな」

			　なんでもする。

			　そう言われた瞬間、俺の目が少しだけ泳いだ。

			「嘘(うそ)だな」

			「なんでそう断言できる？」

			「貴様は今、我の胸を見た」

			　……ばれた。

			　俺はクレールの胸を一瞬だけ見てしまっていた。

			　彼女はそれを見逃してくれなかった。

			　実際のところだ、こんな美少女から、『なんでもする』などと言われて、邪(よこしま)な感情が芽(め)生(ば)えないはずもない。

			　骨だったときがあっても、今は美少女である以上、どうしても意識してしまう。

			　ましてや、その少女の姿が俺の好みで胸も大きいとなれば、なおさらだ。

			「貴様は我になにかをしてほしい……いや、なにかをしたいんじゃないのか？」

			「なにかって……なにをだよ」

			「我の胸を揉(も)みしだきたい、とかだな」

			　クレールは、豊満な胸を俺の目の前で軽く揉(も)み上げた。

			　大きく形を歪(ゆが)ませるそれは、とても柔らかいものだと、見ているだけでわかる。

			　俺はそれを見て、息を呑んだ。

			「追加のデスヒール１回につき１時間、我の胸を自由に揉(も)ませてやるぞ？」

			　クレールは俺にそう言い放った。

			　ヒール１回で１時間揉(も)み放題。

			　１回につきひと揉(も)みではなく、１時間である。

			　ヒール１回分のＭＰなら、１時間もすれば余裕で回復する。

			　だから、やろうと思えば１日中揉(も)みしだくこともできてしまう。

			　この取引は、とんでもなく俺優位であると言えた。

			　しかし、俺はわずかに残る理性を総動員して、その誘(ゆう)惑(わく)に耐える。

			「そ、そんな条件……呑むわけないだろ」

			「やせ我慢をするな。本当はその手で我の感触を確かめたいと思っているくせに」

			「ぐっ……！」

			　どうやら、俺が心のなかで葛(かつ)藤(とう)しているのはバレバレのようだ。

			　クレールは俺の目の前まで自分の胸を持ってきて、それをプルンプルンと揺らした。

			「ならば、お試しということで、５分だけタダで触らせてやってもいい」

			「お……お試しだと……」

			「５分経った先は貴様の判断に委(ゆだ)ねよう。それまでにするか、１時間、我を好きにするか、貴様に選ばせてやる」

			　俺のすぐ目の前には、たわわに実った果実。

			　それを５分の間だけ自由に収穫していいのだと、彼女は言う。

			　甘い果実の収(しゆう)穫(かく)祭(さい)だ。

			　俺は、喉(のど)をゴクリと鳴らした。

			「貴様のパーティーメンバーには黙(だま)っておいてやる。この取引は我らだけの秘密。だから遠(えん)慮(りよ)などするな」

			　そして、最後にトドメの一言を貰(もら)った。

			「…………」

			　俺の煩(ぼん)悩(のう)、もといスケベ心を抑(おさ)えられている最大の要因は、俺と同じ地球人(プレイヤー)がすぐ傍にいることにある。

			　サクヤの誘(ゆう)惑(わく)に俺が今まで耐えられていたのも、彼女がクラスメイトであり、その近くには常にミナの視線があったからこそだ。

			　しかし、今回はそのどちらもない。

			　クレールはアース人であり、ミナたちには黙(だま)っておくとまで言っている。

			　なら、この誘いに乗るのも一興なのではないだろうか。

			　相手は元骨ではあるものの、今は非の打ちどころのない美少女だ。

			　また、恋愛感情こそあまり持つ気になれなくとも、性的な魅力はかなりある。

			　そんな彼女から、これだけのことをされたら、首を縦に振るしかない。

			　俺は、そろりそろりとクレールの胸へ向かって手を――。

			「なに、シン様を誑(たぶら)かしてんのかな、この子は？　ん？」

			　……俺たちを見下ろす１人の少女、サクヤの姿が目に映った。

			　鍵(かぎ)のかかった密室で、ベッドの上にいる俺とクレールを、サクヤが見下ろしていた。

			　今のサクヤは首を傾(かし)げており、なおかつ冷めた目つきをしていて非常に怖い。

			「さ……サクヤ……お前……どうやってここに……」

			「ベッドの下に隠れてたの。シン様が寝静まるまで、そこで待ってようと思ったのに……」

			　べ、ベッドの下って……。

			　お前、いつからそこに隠れてたんだよ。

			　全然気づかなかったぞ。

			　というか、お前そこでなにしてたんだよ。

			　いつぞやのときみたいに、また俺が寝ているところへ潜り込もうとしてたのか？

			「それよりクレールさん。なに、私のシン様を誑(たぶら)かしてんのかな？」

			「だ、だから俺はお前のものじゃ――」

			「あとシン様は、なに、普通にクレールさんのおっぱい触ろうとしてんのかな？　私のは、全然触ろうとしないくせに。私の胸が小さいのがいけないのかな？」

			「……ごめんなさい」

			　痛いところを突かれた俺は、素直に謝った。

			　おっぱい触らなくてごめんなさいとか、どんな状況だよ。

			「いや、だが俺はサクヤの胸が小さいから触らないわけじゃないんだ。それだけは信じてくれ」

			「でも触りたくないんでしょ？　私の貧相な胸じゃ、シン様は興奮しないんでしょ？」

			「いやいやいやいや……そんなことはない、そんなことはないぞ。俺は大きい胸は好きだが、小さい胸が嫌いなわけじゃない。小さい胸を恥じらいながら触らせる、というシチュエーションなら、俺もすごく興奮する。だから、そんな目で見ないでくれ」

			　俺はサクヤの冷たい視線を受けて、必死に答えた。

			　小さい胸の女の子に言うべきではないことを口走った気がするけど、今はそんなことより、サクヤの目が怖い。

			　しかし、彼女がこんな目をするのも、わからないでもない。

			　俺は今までサクヤの攻勢に耐えていたというのに、出会ったばかりであるクレールの誘いには、あっさり陥(かん)落(らく)しかけた。

			　その事実が、彼女をこんなにも怒らせているのだろう。

			「恥じらいか……そうか……それが足りないのか……」

			「ど、どうした、サクヤ……？」

			「ううん、なんでもないよ。それより、その子から離れてくれないかな、シン様？」

			「あ、はい」

			　俺はクレールが座っているベッドから離れる。

			　すると、サクヤはクレールのほうを向いた。

			「さあ、クレールさん、答えてくれないかな？　あなたはどういう思惑でシン様を誘(ゆう)惑(わく)したのかな？」

			「そ、それはだな……我はシン殿に、もっとデスヒールをかけてもらいたくて――」

			「嘘(うそ)はダメだよ？　シン様を見るクレールさんの目、恋する乙女の瞳(ひとみ)だよ？」

			「ぐぅ…………」

			　サクヤが問い詰めるような発言をすると、クレールは苦しそうな声を上げた。

			　つまり、あれか。

			　もしかして、そういうことなのか。

			「……ぶっちゃけ、高威力のデスヒールを使える初の男の子が我の好みで、ちょっといいなって思ったことは否定しない」

			「ぅおい……」

			　クレールは顔を赤らめ、俯(うつむ)きながらも、俺に好意があることを吐(と)露(ろ)した。

			　お前、そういうことを俺の目の前でぶっちゃけるなよ。

			　なんか、顔が熱くなるわ。

			　ということは、こいつはさっきまで俺を誘ってたのか。

			　取引だなんだと言って、その行為の正当性をチラつかせて、俺をその気にさせようとしていたのか。

			　なんて奴だ。

			　サクヤは押せ押せでストレートなやり口だが、クレールは手(て)練(れん)手(て)管(くだ)で俺を罠(わな)にはめようとする策士だな。

			「しょうがないだろおおおぉぉ！　我だって女の子なんだぞおおおぉぉぉ！　死(し)霊(りよう)の王だって、一目惚(ぼ)れくらいするんだぞおおぉぉぉぉ！！！」

			　クレールはベッドに備え付けられた枕に顔を埋め、足をバタバタさせながら叫んだ。

			　これが王のやることか。

			「なのにシン殿の周りには、すでに女の子がいっぱいいるではないかぁぁぁ！　これで焦(あせ)るなというほうが無理だろぉぉぉぉ！！！　馬鹿ああああぁぁぁぁぁ！！！！！」

			「う……」

			　……まあ確かに、アースに来てからというもの、俺の周りには美少女が多いな、って思うときはあるよ。

			　でも、サクヤ以外の奴らは、別に俺が好きだから集まってきているわけじゃないぞ。

			　友達……としてなら俺を見てくれていると思うが、それ以上の感情を持っていることはないはずだ。

			「クレールさん……あなたの気持ちはよくわかるよ」

			「サクヤ殿…………！」

			「私のことはサクヤって呼んで。殿、なんて付けなくていいよ」

			「う、うむ！　そうか！　わかったぞサクヤ！」

			「…………」

			　サクヤとクレールは、なにか通じ合うものでもあるかのように、お互いを見つめ合った。

			　なんだこれ。

			「シン様はなかなか振り向いてくれないけど……周りには可愛(かわい)い女の子がいっぱいだもんね。年上だけど……早(はや)川(かわ)先生とかも、絶対シン様、狙ってるもんね……」

			「おお、貴様もそう思うか。あの女教師、涼しい顔をしているが、内心ではシン殿が気になってしょうがない、というような様子だったのは、我にもわかるぞ」

			　って、なんでそこで早(はや)川(かわ)先生まで出てくるんだよ。

			　確かにあの人も美人だとは思うが、だからといって今この場で出す名前じゃないだろ。

			　なんでもかんでも、恋愛と結びつければ良いってもんじゃないぞ。

			「でも私は諦(あきら)めないよ。シン様にそっぽを向かれてても、嫌われてても、たとえ好きな子が他にいても、私はシン様から絶対、離れたりしないよ」

			　サクヤは、俺の目の前でそんな宣言をした。

			　ある意味、これは俺に対する熱烈な告白、と受け取ってもいいのだろう。

			　しかし、嫌われててもとか、他に好きな子がいても離れる気はないとか、アッサリ言ってしまえるのが、サクヤの異常なところだ。

			　普通、嫌われたり他に好きな子がいたりしたら、身を引くなりするものだろうに。

			　でも、俺はそんなサクヤの言葉が少しだけ嬉(うれ)しかった。

			　それは愛として重いし、歪(ゆが)んでいるとさえ感じるが、裏を返せば、俺がどんな奴であっても彼女は受け入れてくれるかもしれない、と思えたからだ。

			「サクヤ、俺はお前のことを嫌ってなんていないからな」

			　俺は頭を右手で掻(か)きつつ、思ったことを正直に伝えた。

			「シン様……」

			　好きかと言われると、まだそんな覚悟はないから応えられない。

			　が、サクヤのことを嫌っているだなんて誤解をされているのであれば、それは悲しい。

			　だからこそ、俺は正直な気持ちを口にした。

			「シン様が、ちょっとデレた？」

			「デレてねえよ。というか、さっさと２人とも自分の部屋に戻れ。そして俺の許可なくこの部屋に入ってくるな。俺にだって、１人になりたいときくらいあるんだよ」

			「うん、シン様がそう言うなら」

			「むぅ……仕方がない。今回のところはいったん引くとする」

			　どうやら俺の気持ちが伝わったらしく、サクヤは素直に部屋から出ることを承(しよう)諾(だく)してくれた。

			　クレールも渋々といった様子だがベッドから降りて、廊下に続く扉のほうへ歩き始める。

			「ああ、それと、我も一言、貴様に言い残しておくぞ」

			　クレールは途中で足をピタリと止め、俺のほうへ向き直った。

			「？　なんだ？」

			　彼女は一拍間を置き、不敵な笑みを浮かべる。

			「我は貴様に惚れた。なにがなんでも貴様を我の伴(はん)侶(りよ)にするゆえ、覚悟するのだな」

			　若(じやつ)干(かん)顔を赤くしたクレールは、俺にそう言い放った。

			　俺は、大胆な告白を受けて、大きくたじろいだ。

			　こうまでストレートに言われてしまうと、たとえ相手が元骨だったとしても、胸の奥が熱くなってしまう。

			　俺は彼女たちが部屋から出るのを見送ったあと、へなへなとその場に崩れ落ちた。

			　どうしよう、これから。

			「……ハーレムって言われても、言い返せないな」

			　パーティーメンバーのうち、２人から好意を持たれているという現状は、もはやハーレム野郎というそしりを受けるしかない。

			　俺は若(じやつ)干(かん)憂(ゆう)鬱(うつ)な気持ちを抱きながら立ち上がって、ベッドに寝転がる。

			　枕に顔を埋めると、甘い香水のような匂いがした。

			　そういえば、この枕はさっきまでクレールが顔を埋めてたんだっけ。

			　良い匂いしやがって。くそっ。

			　

			　こうして俺は、最後まで彼女たちに振り回されて、その日を終えたのだった。

			　翌日、パーティー全員で町を歩いていたところで、またも氷(ひ)室(むろ)たちと出くわした。

			『ハーレム野郎……』とか言われたが、俺はなにも言い返せなかった。

			　体は綺(き)麗(れい)なままだから、ハーレムじゃないもんだ。ぷんぷん。

		

	
		
			　

			14　ハーレム問題

			　

			　ある日、俺とクレールは、始まりの町にある防具屋へと足を運んだ。

			「いらっしゃい――む？　お主は確か僧(そう)侶(りよ)の……久しぶりじゃな」

			「お久しぶりです」

			　防具屋に入ると、死(し)霊(りよう)の鎧(よろい)を売ってくれた例の店主が現れた。

			　店主は俺の顔を覚えていたようで、シワシワの顔を朗(ほが)らかに緩(ゆる)ませている。

			「ふむ、久しいな。ビーンよ」

			「む？　お主は……誰じゃったか……」

			　しかし、クレールについては覚えがないらしく、首を傾(かし)げていた。

			「そういえば、この姿で会うのは初めてのことだったな」

			「？」

			「我は死(し)霊(りよう)王、クレール・ディス・カバリアだ」

			「！！！！！」

			　クレールが名乗ると、店主は大きく目を見開き、彼女を凝視した。

			「お、おお……これが本当のお姿でしたか」

			「うむ、その通りだ。この者がデスヒールを扱(あつか)えるのでな」

			「ほほう……」

			　クレールは俺のほうに目を向け、それにつられるようにして、店主もこちらを見た。

			「今は防具屋を営んでいるが、ワシの家系は代々墓守をしておっての。死(し)霊(りよう)王へはその縁で、懇(こん)意(い)にさせていただいておるよ」

			「へえ」

			　墓守。

			　クレールと初めてあった日にも、説明された。

			　ここの主人が墓守なら、墓に住みついていたクレールと接点があっても不思議じゃないな。

			「死(し)霊(りよう)王が認めるほどのデスヒールを扱(あつか)える者が現れるとは……長生きはしてみるもんじゃ」

			「我が死(し)霊(りよう)装備を開発してから、今まで長い道のりだったな」

			　死(し)霊(りよう)装備って、クレールが作ったのかよ。

			　いやまあ、死(し)霊(りよう)繋がりで関連性はあるのかも、とは思ってたけど。

			「しかし、これでやっと長年の夢が叶(かな)いますな、死(し)霊(りよう)王」

			　店主は朗(ほが)らかに笑ってそう言い、クレールのほうを向いた。

			　長年の願いか。

			　それは、クレールが前に言っていた『自由に旅をしたい』というものだろう。

			　俺がいないといけないということを考えると、完全に自由とは言えない。でも、クレールの活動範囲が大きく広がったのは確かだろう。

			「うむ、そうだな。今はまだこの町の周辺に滞(たい)在(ざい)しているが、いずれは世界を見て歩きたいものだ」

			　店主にそう言うと、クレールは俺の腕を掴(つか)む。

			「楽しみにしているぞ、シン殿！」

			　そして彼女は、嬉(うれ)しそうに微笑(ほほえ)んだ。

			「まあ、いずれな」

			　俺はクレールと旅をするのも悪くはないなと思いつつ、返事をした。

			　だが、彼女と（もとい、彼女たちと）一緒に行動すると、どうしても周りから言われる言葉があり、それが俺を悩ませた。

			　これさえなければなぁ……。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最近、ミナの目が厳しい。

			　ミナは、俺がサクヤやクレールと話していると、ゲンナリとした顔をして、そっぽを向く。

			　そんな反応をされてしまうのも、仕方がないと言えば仕方がない。

			　巷(ちまた)（主に学校連中）では、俺たちのパーティーはハーレムだ、という認識が広がっているみたいだからな。

			「さあシン殿、あーん」

			「……あーん」

			「あ！　なにしてるのクレールさん！　シン様にあーんしていいのは私だけなんだからね！」

			「…………」

			　食事をするために立ち寄った酒場兼飲食店で、俺はサクヤとクレールの猛(もう)攻(こう)に、その身を晒(さら)していた。

			　両側から迫る美少女たちと、その中心にいる俺を見れば、誰だってハーレムだと思うだろう。

			　しかし、それで他のパーティーメンバーであるミナやフィルもハーレム認定するのは、いかがなものか。

			　たまに会うクラスメイトたちから『ハーレム』と揶(や)揄(ゆ)されるどころか、俺たちの内情をある程度把(は)握(あく)しているはずのユミやマイからも、冗談めかして言われる始末。

			　氷(ひ)室(むろ)なんかは、ゴミを見るような目で俺を見てくるし……て、それは以前から変わらないか。

			でも、なんか悔しい成分が目に含まれるようになった気がする。

			　内心では羨(うらや)ましいとか思っていたりするのだろうか。

			　それはともかくとして、俺たちのパーティーは、もうちょっとこう、イメージを改善させるべく動いたほうがいいんじゃないかという考えが、俺のなかで沸(ふつ)々(ふつ)と湧き上がってきた。

			　すごい今さらではあるけど。

			「サクヤ、クレール。お前たちは、最近、俺たちがどんな呼ばれ方をされているか、知っているか？」

			「ハーレムパーティーでしょ？」

			「我もよく耳にするぞ」

			「……なら離れろよ。このままだと周りの皆さんに、ますます勘違いされちゃうだろ」

			「でも実際そんなもんだしね」

			「気にすることでもなかろう」

			「…………」

			　どうやら、サクヤとクレールはハーレムパーティーなどと言われても、特に思うところはないようだ。

			　つまりあれか。

			　お前たちは、そうした周りからのジョークを軽く流せる懐(ふところ)の深さを持っているのか。

			　それとも、ハーレム容認派というわけなのか。

			　……こいつらの様子からして、後者の予感がビンビン伝わってくる。

			　だが、それってどうなんだ。

			　アースでは一夫多妻という家庭も、それなりに見かける。

			　なので、アース人たるクレールがそれを容認するのは、百歩譲って認めよう。

			　しかし、サクヤのほうは違う。彼女は俺たちと同じ日本人だ。

			　なに、普通にハーレム容認しちゃってんの。結婚の自由性を高めるということで一応、日本でも数年前から、法的には重婚もできるようになったみたいだけどさ。

			「お前たちは、俺が他の女とイチャコラしても怒らないのか？」

			「私は嫌だけど……シン様がそうしたいって言うなら我慢する」

			「我も貴様には他の女に目を向けてほしくなどないが、しかしこの現状でそれを言うのは、我のワガママであるからな」

			　……お二人とも、ずいぶん健(けな)気(げ)なんですね。

			　俺が今、誰とも付き合っていないから、そういうふうに言えるだけかもしれないけど。

			　まあなんにせよ、彼女たちには少し行動を自重してもらう必要がある。

			「なら、俺のことは置いといてだ、少しはミナとフィルに気を遣え。２人を風評被害にあわせちゃ可哀想だろ？」

			「むむむ……」

			「そう言われてしまうとな……」

			　サクヤとクレールへ、諭(さと)すように説明した。

			　すると、彼女たちは渋い顔をしながらも、俺の傍から離れていった。

			　正直、ミナに限らず俺へ向けられる周りからの視線は、アタックを仕掛けてくる人物が１人から２人になったことで、かなり厳しくなっている。

			　今回のことは、それに歯止めをかける良い機会だったな。

			「……オレは別に……周りからどう言われても平気」

			　ようやく場が丸く収まるかと思えた矢先、フィルがそんなことを言った。

			「いやいや、ダメだろ。今はどうか知らないが、フィルだって好きな男くらいできるだろ。それで、お前がそいつに『ハーレムパーティーに所属してました〜』って見られて、引かれでもしてみろ。お前は後悔することになるぞ」

			　この引っ込み思案なフィルに、彼氏ができる可能性は低いように思える。

			　もし好きな男子がいたとしても、告白とかしなさそうだ。

			　だが、同級生の男子から密かに狙われている、という可能性はあるだろう。

			　フィルは、ミナたちに負けず劣(おと)らずの整った容姿をしているからな。

			　そんな彼女が、ハーレムだなどと揶(や)揄(ゆ)されている高校生パーティーに所属していたら、男子諸君はどう思うだろうか。

			　きっと良いようには見ないだろう。

			　場合によっては、フィルを苛(いじ)めるかもしれない。

			　それだけは、なにがなんでも阻(そ)止(し)しないとだ。

			「好きな男……」

			「…………」

			　フィルはボソリと呟(つぶや)くと、俺を見つめてきた。

			　俺の言ったことを、ちゃんと聞いていたのだろうか。

			　よくわからない反応だ。

			　まあいい。

			　他のメンバーが容認しても、俺たちのパーティーには、ハーレム否定派筆頭様がいらっしゃるんだからな。

			「ミナだって、ハーレムだと思われたくないだろ？」

			「当たり前よ。最近じゃクラスの子に、『一(いち)之(の)瀬(せ)君とはどこまでいったの？』とか聞かれちゃうのよ？　どこまでもなにもないって話なのに」

			　ハーレム否定派筆頭様たるミナはプンプンと怒った様子で、ジョッキに入った果実ジュースをゴクゴク飲み干した。

			　彼女は、俺以外のパーティーメンバーが全員女の子になるということへは、特に反対意見を出すこともなかった。

			　だが、周りから俺の女であるかのように扱(あつか)われることには、嫌そうな顔をしていた。

			　元アイドルだから、そういう色恋沙(ざ)汰(た)に自分が巻き込まれるのは、スキャンダル的な感じがして怖いのかもしれない。

			　学校の連中も、ほとんどがミナをアイドルとして見ているし、そんな彼女が男と付き合っているような噂(うわさ)が流れれば、やっかみも増えるだろう。

			「むぅ……それじゃあ、人前で無(む)闇(やみ)にシン様と接触するのは、できるだけ控える」

			　そんなことを思っていると、サクヤの口から妥協案が出てきた。

			「わかってくれたか、サクヤ」

			「うん。私はミナやフィルちゃんに迷惑をかけたいわけじゃないからね」

			　なんだかんだいって、サクヤは悪い人間ではない。

			　ちゃんと話せば理解してくれるし、こうして仲間を気遣うこともできる。

			　だからこそ、俺は今までサクヤをパーティーから追い出さなかったんだよな。

			「でもその代わり、宿では私をシン様の部屋に入れてくれると嬉(うれ)し――」

			「却下だ」

			　とは言ったものの、彼女はいつ俺の貞(てい)操(そう)を奪いにくるか、わかったものではない。

			　俺はサクヤの妄(もう)言(げん)が終わる前に、キッパリと断った。

			「シン様のいけず。私、知ってるんだからね。シン様が夜な夜なフィルちゃんを部屋に呼び入れてるの、私知ってるんだからね」

			「べ、別に変なことはしてないぞ……」

			　知ってたのか。

			　俺の部屋へ忍び込んだのを叱ったからか、最近サクヤは部屋に来ていなかったというのに。

			「……え？　シン、あなた、まさかフィルちゃんを……」

			「いや待て、ホント誤解するなよ。俺はやましいことなんて一切してないからな」

			「本当？　フィルちゃん」

			「う、うん……本当……です」

			　ミナの疑うような視線を受け、俺は誤解を解こうとして必死に弁明した。

			「フィルが俺の部屋に来るのは、スキルレベルを上げるためなんだ」

			「スキルレベル？」

			「ん……オレが状態異常を起こすスキルを使って……シンさんの状態異常耐性スキルを上げてるん……です」

			「……なるほど。そういえば、前にフィルちゃんがパーティーに入っていたときも、そんなことしてたわね」

			　俺はタンク兼ヒーラーとして、絶対に死んではいけない、常に機能し続けなければいけないポジションにいる。『睡(すい)眠(みん)』や『麻(ま)痺(ひ)』といった状態異常にかかったらアウトだ。

			　また、状態異常への耐性を上げるＭＮＤの数値がマイナスなため、もしかしたら俺は普通のタンクより状態異常にかかりやすい体質になっているかもしれない。

			　なので、食らったらマズイ状態異常への耐性を上げることは、俺にとって必須と言えよう。

			「でも、なんでそんなことを私たちに黙(だま)って、コソコソとやってるのよ？」

			「深い事情があるんだよ。ここでは話さないが」

			　スキルレベル上げの過程を、誰かに見られるわけにはいかない。

			　見られると、ちょっと誤解を生みそうだからな。

			　だから俺は、ミナたちが興味本位で見にくることがないよう黙(だま)っていたんだ。

			「ふぅん……別に私は、あなたが誰となにをしようが気にしないけど、でも年下の子をだまくらかしてたりしたら、タダじゃおかないから、気をつけなさいよ？」

			「わ、わかってる。言われるまでもない」

			　ちゃんと説明しなかったせいか、ミナに疑われてしまったみたいだ。

			　まあ、確かに俺は、年下の女の子を毎夜、自分の部屋に招き入れているわけで。

			　怪しいと思われても仕方のないことを、しているわけで。

			　実際やっていることは、傍(はた)から見るとちょっとアレなわけで。

			　ミナから厳しい目を向けられても、それを跳ね返せるだけのものを持っていないんだよな。

			「フィルちゃんだけずるい。私も混ぜて」

			「お前は攻撃魔法しか持ってないだろ」

			「ぶー……」

			　サクヤがスキルレベル上げに参加できないことにぶーたれるのを見ながら、俺は食事を再開した。

		

	
		
			　

			15　異能(アビリテイ)と技能(スキル)

			　

			　クレールがパーティーに加わってから、それなりに時が経過したある日。

			　気分を変えて、迷宮ではなく外でレべリングをしようということになり、俺たちはスイーヤの町寄りにある山岳地帯で、ロックタートルを狩っていた。

			「よーく見てなさい、あなたたち！」

			　なにか閃(ひらめ)いたらしきミナが突然、俺たちのほうを向いて言った。

			「？　まあ、敵は残り１体だが、油断だけはするなよ」

			「わかってるわよ！」

			　俺が忠告をすると、ミナは元気良くそれに答える。

			「はっ！」

			　彼女はその場に屈(かが)みこみ、ロックタートルのいるほうへ向けて勢いよくジャンプした。

			　ミナは、上空数十メートルという地点にまで飛んだ。

			　このジャンプは普通のジャンプではない。

			　おそらく、異能(アビリテイ)を使ったんだろう。

			「必殺！　流星斬!!」

			「！」

			　敵ＭＯＢの真上にいたミナは、叫びながら落下してきた。

			　その落下に伴う加速の仕方が尋(じん)常(じよう)じゃない。ミナは空から降る隕(いん)石(せき)のごとく、敵ＭＯＢへと落下していく。

			　クロクロプレイヤーは、例外なくそれぞれ固有の異能(アビリテイ)を所持している。

			　また、異能(アビリテイ)を戦闘で使っている奴は珍しくない。

			　なので、ミナが戦闘中に異能(アビリテイ)を使っても、そこまで驚くことではないのだが、彼女が重力を弱めるだけじゃなくて強めることもできたというのは、初めて知った。

			　さすがは『重力制御』だな。

			　俺はそんなことを思いながら、甲(こう)羅(ら)を割られた敵ＭＯＢが煙(けむり)と化すのを眺めていた。

			「すごいな、これは」

			　称(しよう)賛(さん)しながらミナに近づく。

			「いてて…………ふふん、どんなもんよ！」

			　彼女は落下の衝(しよう)撃(げき)のせいか、若(じやつ)干(かん)顔を歪(ゆが)ませつつも、声を張り上げて笑った。

			　自分がダメージを貰(もら)っているようじゃ、まだまだと言わざるを得ない。

			　が、今の攻撃はかなりの高威力で、有用だ。

			　あの硬いロックタートルを一撃で撃(げき)破(は)したとあっては、ミナの持つ最強攻撃スキル『パワースラッシュ』より強力だと考えるしかない。

			「というか、『重力制御』で重くできるなら、もっと早い段階でこの技を使ってみてもよかったんじゃないか？」

			「う、うるさいわね。軽くするのはよくやるけど、重くするなんてことは普段やらないのよ。勢いよく落ちるのって、凄(すご)く怖いんだから」

			「そうか」

			　まあ、確かにさっきのは、地面に向かって勢いよく落ちているのと変わらないからな。

			　アースではまだなんとかなるが、地球でそんなことをすれば、下手すると死ぬ。

			　恐怖心を克服できるかが、攻撃への転用におけるネックか。

			「それに、あんなのは足の遅い敵相手にしか通用しないわ。だから、今まで使ってみようとも思わなかったのよ」

			「へえ」

			　それもそうだ。

			　さっきまで戦っていたロックタートルは、高い防御力を持つＭＯＢだが、移動能力はかなり低かった。

			　また、ミナの落下攻撃は、真下で敵が止まっていないと不発となり、地面に激突する。

			　なので今回のように、的がでかくて足の遅いＭＯＢと戦うような状況でないと、試せないか。

			「でも今のはすごかった。ここで埋もれさせるのはもったいない」

			「あ、ありがとう」

			「これを機会に、ちょっと練習してみるといいんじゃないか？」

			「ええ、そうね」

			　ミナの放った自称〝流星斬〟は、高いポテンシャルを秘めている。

			　動きの速い相手にも当てることができるようになれば、かなりの強技となるだろう。

			「シン様に褒(ほ)めてもらえるなんて……いいなぁ……」

			　と、そんな俺たちの様子を、サクヤが指をくわえて眺めていた。

			　サクヤの持つ異能(アビリテイ)である『不眠』は、寝なくてもいいというある意味強力な性能だが、戦闘ではあまり意味がない。

			　強いて言うなら、常時、睡(すい)眠(みん)無効のパッシブスキル的なものが付いている利点があるものの、それだけだ。

			　俺はほしいと思うけど。

			「そういえば、フィルちゃんはどんな異能(アビリテイ)を持っているの？」

			「オレ……？」

			　そんなことを思っていると、ミナがフィルに訊(たず)ねた。

			　そういえば、その辺りの話をすることもなく、一緒に行動していたからな。

			　ミナがフィルの異能(アビリテイ)を知らなくても、別に驚きはしない。

			「オレの異能(アビリテイ)は『精密動作』……手足が器用に動かせるだけで……地味」

			　精密動作。

			　確かに、それはミナの異能(アビリテイ)と比べるとインパクトがない。

			「でも……オレがゲーム上手くなったのは……これのおかげ」

			「そうなの？」

			「うん……３年前までは不器用だったから」

			『今も人との接し方が不器用だけどな』みたいにからかったら、いけないところなのだろう。

			　そういえば、俺が彼女の異能(アビリテイ)を初めて知ったとき、『フィルのゲーム上達速度がやけに速かったのは、これのおかげだったりするのかな』とか思ったっけな。

			　……まあ、俺は自分がそんなふうに思われたくないから、その考えは頭の片(かた)隅(すみ)に追いやったんだけど。

			「異能(アビリテイ)なんて、ただのオマケだ。それが派手だろうが地味だろうが関係ない。フィルはフィルなんだからな」

			　俺はフィルの頭を豪快に撫(な)でつける。

			「ぁ…………」

			　すると、彼女は目を瞑(つむ)りながら、若(じやつ)干(かん)嬉(うれ)しそうに頬を緩(ゆる)ませていた。

			　どんな異能(アビリテイ)を持っていようと、その力を持つ人間の価値が変わることはない。

			　フィルの頭を撫(な)でながら、俺はそう思うことで、心の平穏を取り戻していった。

			「さっきから、貴様たちはいったいなんの話をしているのだ？　我にもわかるように説明しろ」

			「ああ、悪い」

			　パーティーメンバーのなかで、唯(ゆい)一(いつ)アース人であるクレールが、ふくれっ面で文句を言ってきた。

			　今の話は、こいつにはよくわからなかったんだろう。除(の)け者にされたと感じたようだ。

			　俺はクレールに、異能(アビリテイ)とそれに関係する事柄について、簡単に説明した。

			　異能(アビリテイ)。

			　それは今から約３年前に、なんの前触れもなく、突然、世界中の人々が発現した力だ。

			　異能(アビリテイ)を発現した人間は、世界で５万人以上いるとされている。

			　しかも、そんな異能者(アビリテイスト)は日本人に多く、政府は、国内の３万人弱が異能(アビリテイ)を持つと発表した。

			　また、発現した力の度合いにもよるが、異能者(アビリテイスト)の大半は迫害を受けることになった。

			　この前、食堂で一(ひと)悶(もん)着(ちやく)起こした奴らのように、使い方次第では、非常に危険な異能(アビリテイ)もあるのだ。

			　俺たちは、自分勝手に異能(アビリテイ)を使い始めた一部の連中のせいで、恐れられてしまった。

			　こうして、俺たちへの風当たりが厳しくなっていたところに、政府は異能(アビリテイ)を保護する機関を設けようと動き始めた。

			　それが通称、『異能開発局』。

			　俺たちの通う学校の運営元もそこだ。

			　異能開発局は異能者(アビリテイスト)を保護し、その力を研究するために、いくつかの施設へ集めた。

			　去年までは普通の中学に通っていた俺が、国立異能開発大学付属第二高等学校へと入学したのも、その一環と言える。

			　未成年の異能者(アビリテイスト)を保護するため、という建前があるものの、俺たちは隔(かく)離(り)施設に閉じ込められた実験材料(モルモツト)だ、という見方をしている奴も少なくない。

			　まあ、非人道的なことをさせられているわけではなく、授業も普通に受けられるんだけどな。

			　学校の敷地から出るには許可が必要だということと、異能(アビリテイ)関係以外は、いたって普通の教育機関だ……と中学時代の俺は思っていた。

			　だが、去年の12月、新作ＶＲＭＭＯＲＰＧ『クロスクロニクルオンライン』が異世界に繋がったという、普通なら考えられないような事態が発生した。

			　しかも、そのゲームをプレイする予定だった１万人のネトゲプレイヤーは、すべて異能者(アビリテイスト)だったというのだ。

			　クロクロプレイヤーがすべて異能者(アビリテイスト)だなんて、できすぎている。

			　日本の総人口と異能者(アビリテイスト)の数を比較すれば、それはありえない確率だ。

			　なにかしらの作為がある。

			　けれど、そんな疑念をわきに置き、異能開発局は異世界であるアースを調査するため、援助と引き換えに、クロクロプレイヤーにアースへのログインを依頼した。

			　アースに行けるのは、個人ＩＤと紐(ひも)付けされているため他者への譲(じよう)渡(と)が不可能なクロクロアカウントの所持者１万人のみで、アカウントを偽造してログインすることも不可能だった。

			　異能者(アビリテイスト)以外でもなんとかログインできないかと、いろいろ試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)したらしいけれど、その試みのことごとくは失敗に終わったのだとか。

			　何者かが、俺たちをアースに呼び寄せたと考えるべきなんだろうが、それがいったい誰で、なんの目的があるのかは、いまだ不明。

			　クロクロのゲーム背景にあったストーリー的には、アースに存在する三神が関わっているのだと推測されている。けど、俺にとっては理由なんてどうでもいい。

			　俺たちは単位や学費などを免除してもらう代わりに、アースのことをアレコレ調べ、また、それが安定して行えるように日々レべリングをする。

			　これだけわかっていれば、まったく問題ないのだ。

			「……とまあ、こういうわけなんだが、わかったか？」

			「うむ……なんとなく……な」

			　クレールは眉(まゆ)をひそめて、難しい顔をしながら頷(うなず)いた。

			「そうか」

			　完全には理解できていないっぽいが、大まかなところが理解できていればいいだろう。

			「それで、その異能(アビリテイ)というやつなのだが、我らでいうところの技能(スキル)と、なにか違いがあるのか？」

			「スキルとの違い……か」

			　それは……あんまりないな。

			　あえて言うなら、異能(アビリテイ)は１人につき一つで、ＭＰを消費しないが、スキルは覚えたら誰でも使うことができて、ＭＰを消費するといったところか。

			　とはいっても、異能(アビリテイ)も好きなだけ使えるというわけではなく、使えば使うだけ精神的な疲労を引き起こす。

			　しかし、違いと呼べるものはその程度だ。人の身で超常現象を発生させる、という点では、大差ないように思える。

			「我にはそれが同種の物であるようにしか見えん。重力を操るという技能(スキル)も、レアではあるがないわけでもないし、器用さを上げるというのも山ほどある。とりわけ特別視するようなものでもないと、我は思うのだがな」

			　クレールも俺と同様に、異能(アビリテイ)とスキルは同種の物であるように思ったのか。

			　というか、重力を操るスキルもあるのか。

			　器用さについてはＤＥＸを上げればいいだけだと思うから、あまり驚かないが。

			「まあ、そんなことをここで考えても答えなんて出ないでしょ。それより、モンスターが近づいてきてるわよ」

			「おっと……それじゃあ、この話はまた今度ってことにしよう」

			「うむ、わかった」

			　俺はミナの言葉を受け、ズシンズシンと足音をたてて近寄ってくるＭＯＢのほうを向くと、盾(たて)を構えた。

			　その後、俺たちはミナの〝流星斬〟練習を兼ねた狩りを続け、俺、ミナ、サクヤのレベルが18、フィルのレベルが16になったところで、町へと引き返したのだった。

		

	
		
			　

			16　フィルとのあれこれ

			　

			　今日も今日とて、俺たちは狩りを行い、夕日が落ちた頃に町へと戻ってきた。

			　そして、俺とフィルはアースでの日課をこなすべく、宿の個室で２人っきりとなった。

			「そ、それじゃあ行く……ます」

			「ああ、どんとこい」

			　俺とフィルの日課といえば、もちろん状態異常スキルのレベル上げだ。

			　彼女は俺に、『ベノムスラッシュ』、『スリープスラッシュ』、『スタンスラッシュ』、『コンフュスラッシュ』、『サイレントスラッシュ』、『ブラインドスラッシュ』を使用してくる。

			『コンフュスラッシュ』をくらうと、俺はなにをしでかすかわからない状態となる。なので、手足はきつく縛(しば)ってある。

			　非常に無防備な状態であるが、部屋のなかには俺とフィルしかいないので安全だ。

			　部屋には鍵(かぎ)もかかっている。なにも問題ない。

			「えいっえいっ」

			　フィルは手に持ったナイフで、俺の二の腕をチクチクと何度も軽く刺してくる。

			　このときの俺は、上半身裸だ。

			　服を着ていないのは、フィルが俺を刺しやすくするためというのと、血が付着するのを懸(け)念(ねん)してという、２つの理由からである。

			　前に服を着たまま日課を行ったとき、混乱状態の俺が血で服を汚したことがあった。

			　それ以来、こういうスタイルになった。

			　フィルはどうも俺の裸を見るのが恥ずかしいらしく、顔をマフラーで隠している。

			　男の上半身なんて、海かプールに行ったら嫌でも目に付くというのに。

			　俺たちの行為にやましいところなどなく、恥ずかしいところも一切ないのだ。

			「う……」

			　そんなことを考えていたら、フィルの『スリープスラッシュ』が効いて、俺は意識を手放した。

			　

			「……………………？」

			　気がつくと、俺の顔は、柔らかいものの上に乗っていた。

			　しかも、俺の頭を、誰かが優しく撫(な)でているような感触がある。

			　いったいなんだこれは。どういう状況だ。

			　確かめようにも、体は思うように動かないし、目も見えない。

			　おまけに声も出せないという、状態異常のオンパレードだ。

			　だが、今の俺が倒れているというのは、なんとなくわかる。

			　さらに、顔だけでなく、体の下にもなにか柔らかい感触がある。

			　その感触は柔らかいだけでなく、心地いいと感じるくらいの温度を持っていた。

			　これは、もしかして……人肌のぬくもり？

			「〜〜♪」

			「……？」

			　混乱している俺の耳に、フィルの声が聞こえてきた。

			　フィルは子守唄のように優しい鼻歌を奏でていて、上機嫌そうだ。

			　なんとなく状況が掴(つか)めたな。

			　おそらく俺は、フィルに覆(おお)いかぶさった状態なのだろう。

			　さっきまで椅子に座っていたはずなんだが、ふとした衝(しよう)撃(げき)で床に転げ落ちそうになったのをフィルが庇(かば)ったとか、そんなところか。

			　しかし、この状況はマズイな。

			　誰かに見られたら、誤解されかねない。

			　今の俺は上半身裸でフィルを押し倒している、というような図になっているはずだ。

			　そして、俺の頭はフィルの腕に包まれて――――。

			　……あれ？

			　もしかして、俺の顔に当たってる柔らかいのって、フィルの胸？

			　頬の感覚に集中してみると、なんかそれっぽく思えてきた。

			　小さいながらも、確かな膨(ふく)らみがある。

			　直接触った経験はないけど、この柔らかさは間違いなく、ささやかなソレだ。

			　ソレの奥から、フィルの心臓の鼓動も感じられる。

			　しかも、なんだかいい匂いがするような気がしてきた。

			　あ、ヤバイ。

			「……シンさん。もしかして起きてる？」

			「…………」

			　……俺が若(じやつ)干(かん)動いたせいか、フィルは俺の頭を撫(な)でる手を止めた。

			　なんか、ちょっと気まずい。

			　どうしてこんな状況になったのかよくわからないが、なるべく迅(じん)速(そく)にフィルから離れ、先輩としての威(い)厳(げん)を取り戻すべきだろう。

			「ひぁ……やっ……だめっ……」

			　けれど、体が上手く動かなかったため、フィルの胸を頬ずりするだけとなってしまった。

			　普段聞くことなどない、フィルの艶(なまめ)かしい声が俺の耳に届く。

			　ますます状況はマズくなった。

			　どうすんだこれ。

			　俺からは、下手に動かないほうがいいのか。

			　でも、このままだと、俺の頬にはフィルのささやかな胸の感触があるわけで。

			　そんな俺を、なぜかフィルは離そうとしないわけで。

			　だったらもう、このまま頬ずりしててもいいかな。

			　今まで大きいのこそ正義だと思っていたけど、小さいのもなかなか――。

			　……って、なに考えてんだよ、俺。

			　そういえば、フィルが俺に与えた状態異常に『混乱』があったな。

			　思考が若(じやつ)干(かん)変なのは、そのせいか。　

			　多分きっとそうだな、うん。

			　俺が悪いわけじゃないんだ。

			「…………」

			　しかし、本当にどうすればいいんだろう。

			　フィルは黙(だま)ったままだし。

			　寝たふりをしていた、と思われてやしないだろうか。

			　というか、俺の顔が胸に当たって、フィルは嫌だと感じないのだろうか。

			　なんか、起きるのが怖い。

			　にしても……ほんと柔らかいな。

			　なにも言わないなら、もう少しこのままでいても――。

			「……き、貴様たち……ずいぶんマニアックなプレイをしているな……」

			　クレールの声が聞こえてきた。

			「…………！」

			　突然のことにフィルは驚いたのか、俺の頭を床へと落とした。

			「ぐ……」

			　後頭部に鈍痛が走る。

			　床に頭をぶつけた衝(しよう)撃(げき)は痛かった。でもこれなら、痛みで意識を取り戻した、ということにしておけるだろう。

			　それに今、声が出た。ということは、沈(ちん)黙(もく)の状態異常も切れてるっぽいな。

			　ちなみに、沈(ちん)黙(もく)はスキル封じの状態異常なんだが、無(む)詠(えい)唱(しよう)でのスキル発動さえできなくなるというのは、ちょっと納得いかない。

			　そんなどうでもいいことを考えながら、俺はわざとらしくクレールへ問いかけた。

			「あーいててー……クレール……そこにいるのか？」

			「まあな……しかし……これはどう言っていいか……」

			「誤解するなよ」

			　クレールの声に若(じやつ)干(かん)のためらいを感じたので、俺は簡(かん)潔(けつ)に事情を話した。

			　俺たちはあくまでスキルレベル向上のための訓練をしていたのであって、それ以外の理由は一切ない。

			　傍(はた)から見たら、俺は上半身裸かつ手足を縛(しば)っている状態でフィルに圧しかかっている異常なシチュエーションだが、それにはなんの下心もないのだと、クレールに主張した。

			　これは、マニアックなプレイなどでは断じてないのである。

			「ほう……つまりシン殿は、フィルと倒(とう)錯(さく)的な情事に耽(ふけ)っていた、というわけではないのだな？」

			「ああそうだ。俺たちは至極真面目に鍛(たん)錬(れん)を行っていたんだ」

			「ふむ……まあ、そういうことにしておいてやろう」

			　微妙に納得がいってないような感じだが、クレールは一応納得してくれたようだ。

			　俺へと向ける厳しい視線が、少しだけ和らいだ。

			　そんな彼女の様子を見て、俺はホッと息をつく。

			「……というかお前、また俺の部屋に無断で入ってきたな？」

			「部屋のなかから、怪しい声が聞こえてきたのでな。様子を見にきたのだ」

			「う……」

			　フィルがたじろいだ。

			　おそらく、クレールが部屋の外から聞いたのは、フィルの声だろう。

			　それも、可愛(かわい)らしく鳴いた、あの声を。

			　だとしたら、クレールが様子を見に入ってきても、仕方ないか。

			「ちなみに、サクヤも扉の前で聞き耳を立てているぞ」

			「…………」

			　廊下のほうから、誰かが逃げていくような足音が聞こえてきた。

			　部屋に入らなければ、なにをしてもいいってわけじゃないぞ、こら。

			「……まあ、とにかくだ。俺たちは引き続き状態異常耐性アップの鍛(たん)錬(れん)を続ける。クレールは部屋から出ていってくれ」

			「我がこの場にいてはいかんのか？」

			「いや、いけないわけじゃないが……」

			　こんな場面を人に見せるのは、よくないだろう。

			　知らない人が見たら、なにかよからぬ行為をしていると思われかねない。

			　実際、さっきまでのクレールも、そう思っていたようだし。

			　ちなみに、俺とフィルは気にしない。

			　２人であれこれ、試(し)行(こう)錯(さく)誤(ご)した結果だからな。

			「なんだったら、我が状態異常をかけてやるぞ。それも、高威力のをな。フィルのものより、よほど効果があると思うぞ」

			「なに？　そうなのか？」

			　状態異常耐性スキルは、状態異常の攻撃を受けるか、その状態を維持しないと成長しない。

			　コスパ的には後者のほうが良いため、俺は長い時間、状態異常に悩まされるという苦行を行っているのだが、かなりしんどい。

			　また、状態異常耐性スキルは、より高位の状態異常を受けたほうが早く成長する。

			　なので、クレールの提案は、状態異常耐性スキルを鍛えるにあたって、非常にありがたい。

			　苦しい時間を短く済ませられるんだからな。

			「それに、我は『魅(み)了(りよう)』や『石化』といった、レアな状態異常付与の技能(スキル)を持ち合わせている」

			「マジか」

			『魅(み)了(りよう)』と『石化』の状態異常は、かかってしまうと非常に危険な状態異常だ。

			　できることなら耐性強化をしておきたいと思っていた。

			　だが残念なことに、それらの状態異常は、フィルには引き起こせない。

			　なので、クレールがその状態異常スキルを使えるのなら、ぜひ使ってほしい。

			「それならちょっと、今ここで俺を『魅(み)了(りよう)』状態にしてくれないか。『石化』は準備を万全にしたうえで鍛える作業を行いたいが、『魅(み)了(りよう)』なら特には問題ないだろうから」

			『石化』は、体が石になるという、アースでもっとも危険な状態異常だ。

			　これに対する耐性も、いずれは上げておきたい。

			　しかし、石化の状態異常耐性を上げようとするなら、治療役のヒーラーか、大量の石化治療薬が必要になる。

			　準備を怠(おこた)ると、最悪、死にかねない。

			『石化』の耐性上げは、また今度だ。

			『魅(み)了(りよう)』のほうも、かかると非常に厄(やつ)介(かい)だが、これは時間経過によって治る。

			　今、その状態異常になっても、まあ問題ないだろう。

			　俺はパッシブスキル『魅(み)了(りよう)耐性』を取得し、クレールに『魅(み)了(りよう)』を頼んだ。

			「ふ、ふむ……ま、まあ貴様がそこまで言うのなら、やってやらんこともない」

			「ああ、たの――むぅっ!?」

			「!?」

			　すると突然、俺の唇に暖かな感触が伝わってきた。
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			　それとほぼ時を同じくして、俺にかかっていた『暗闇』の状態異常も消える。

			「…………」

			　目の前には、俺の唇から唇を離すクレールの姿があった。

			　彼女は頬を赤く染め、俺を上目づかいで見つめてくる。

			「……はぁ……はぁ」

			　あれ、なんかドキドキしてきた。

			　クレールが凄(すご)く可愛(かわい)く思える。

			　前から可愛(かわい)いと思っていたけど、今はその比ではなく、世界一可愛(かわい)いとさえ思える。

			　胸が痛いくらいに高鳴っていく。

			　彼女から目を離せない。

			　いや、離したくない。

			　むしろ、今ここで彼女を抱き締めたい。

			　彼女の言うことなら、なんでも聞きたい。

			　こんなことを思うのは、ファーストキスを奪われたから？

			　彼女の恥じらうかのような仕草が、俺のツボだったから？

			　いや、違う。そうじゃない。

			　俺は今、『魅(み)了(りよう)』の状態異常にかかったんだ。

			『魅(み)了(りよう)』は一定時間、それをかけた相手の虜(とりこ)と化す状態異常。

			　つまり、俺は今、クレールに惚れた状態となっているのだろう。

			「ふーっ、ふーっ、ふーっ……」

			　だけど、なんか効果がすごい。

			　クレールを見ているだけで興奮してくる。

			　でも、彼女から目をそらせないから、その興奮を抑えられない。

			「おおお……これは……すごい効き目だな。これほどの威(い)力(りよく)があったとは、我もビックリだ」

			「し、シンさん……大丈夫……？」

			　２人の声が耳に入る。

			　だが、今の俺にとって、クレールの言葉こそが至極の幸福。

			　フィルの言葉は聞こえても、その意味がよく理解できなかった。

			「はぁ……はぁ……クレール……もっと……もっと喋(しやべ)ってくれ……」

			「え、えっと……いきなりそんなことを言われても――」

			「あぁっ！　……いぃ……すごくいいよ……クレール……」

			「し、シンさん!?」

			　ヤバイ。

			　クレールヤバイ。

			　シャベッテルクレールチョウヤバイ。

			「もっと……もっと俺にクレールの言葉を……その声で俺に命令を――」

			「『スリープスラッシュ』！」

			「え……あ……」

			　俺の肩に、なにかが軽く刺さった。

			　すると、俺の意識は朦(もう)朧(ろう)とし始め、床へと寝転んでそのまま気を失った。

			　

			　後日談。

			『魅(み)了(りよう)耐性』を上げる訓練は、絶対にクレールと２人っきりではしないこと。

			　俺が目を覚ましたあとで、その場にいたフィルからそんな忠告、というか厳命が出された。

			　よくわからないが、魅(み)了(りよう)状態になった俺は、かなりヤバかったらしい。

			『魅(み)了(りよう)』にかかったときの記憶は曖(あい)昧(まい)だと告げると、フィルは俺を気遣うようにしながら、そのときに起きた出来事を説明してくれた。

			　……どうやら、フィルには恥ずかしいところを見られてしまったようだ。

			　しかし、状態異常だったのだから、仕方がない。

			　また、クレールへ『魅(み)了(りよう)をかけるにはキスをしないといけないのか？』と訊(たず)ねてみると、『これがもっとも効果があるという話は知っていたが、魅(み)了(りよう)をかけること自体は、目を見るだけでもできる』と返答された。

			　ついでに、『先ほどのは、我にとって初めての接(せつ)吻(ぷん)だった』と、恥らい混じりの告白もされてしまった。

			　そんなことを言われた俺は、どうすればいいのかと。

			　俺だって初めてだったんだぞ、コノヤロウ。

			　でも、ちょっと嬉(うれ)しいとか思ってる俺は、まだ魅(み)了(りよう)状態から抜け切っていないんだろう。

			　状態異常だったら、こんなことを思うのも仕方がない。

			　仕方がないったら仕方がないんだ。

			　そうだろう？　俺。

			　こうして、その日以降、俺はフィルとクレールに状態異常をかけてもらう毎日となった。

			　それにより、ミナから向けられる視線が、いっそう厳しくなった。

			　ミナはクレールから、俺たちのスキルレベル上げの風景を教えてもらったらしい。

			　小さな女の子２人（片方は見た目だけなんだが）と俺が、密室でなにをしているのかを具体的に知った彼女が、そんな目で見てくるのも頷(うなず)ける。

			　ぶっちゃけ変態行為だよ。なにか悪いかコンチキショウめ。

		

	
		
			　

			17　嫌がらせ

			　

			　ある日、しばらくの間溜めていた、アース内で行う基礎科目の授業を受けるために、俺たちは始まりの町へと引き返した。

			　俺たちはアースでの成果がそれなりに高く評価されているので、学校を卒業するのに必要な単位も結構、免除されている。だが、さすがに全部免除というわけにはいかず、たまにこうして授業に出席しなければならない。

			　学業に励(はげ)むのは、学生としての本分なのだから致し方ない部分もある。けれど、アースに来てまで勉強をしなければならないというのは、メンドウだ。

			　しかも、人によってアースの滞(たい)在(ざい)時間も違うというのに、授業の進行速度に差が出ないよう調整されている。ご苦労なことだ。

			　そして、授業を受けるついでに、俺たちは地下10階層の開通工事を手伝わされた。

			　なんでも、瓦礫の撤去も終盤にきているらしく、今は落盤事故が起こらないように通路の補強をしている段階なのだとか。

			　そこまで進んでいるなら、わざわざ俺たちが手伝わなくてもいいだろとも思う。

			　ちなみに、早(はや)川(かわ)先生は「君たちは授業の出席日数が少ないからな。こういう仕事も頼みやすい」と言っていた。

			　頼みやすいとか。俺たちって、良いように使われているな。

			　まあ、実際のところ、そんな扱(あつか)いをされても問題はない。俺たちは高校生であると同時に、アースを調査する地球人(プレイヤー)でもあるのだから。

			　今回の件は、調査員として仕事を任された、と見なすこともできる。一部免除された学費分くらいの労働は、してもいい。

			　なので、俺たちは先生に文句も言わず、地下迷宮で瓦礫の撤去作業に従事していた。

			　地下10階層へは、地上から魔法陣でひとっ跳びで行ける。そのため、レイドボス戦時に塞がった、地下９階層と地下10階層の間にある通路を開ける作業なんて、やらなくとも問題はない。

			　しかし、このままにしておくと、地下９階層まで到達した初心者(ビギナー)は、その足で地上までの道を引き返さなくてはならなくなってしまう。

			　レイドボスがいなくなった地下10階層は、休憩場所として活用できる。なのに地下９階層で引き返したのでは、生存率が下がる恐れがある。

			　そういうわけで、通路の復旧工事が行われるようになったわけだ。

			　が、作業はいつも人手不足らしい。だから、隙あらば俺たちみたいな素人(しろうと)の手でも、積極的に借りたいのだとか。

			　でも、少しくらいは人選に気を使ってくれても良かったんじゃないか、と俺は思う。

			　職場環境が、特に人間関係が悪いのでは、作業効率も上がらないんじゃないだろうか。

			「…………」

			「…………」

			　ザイールたちの視線を感じる。

			　冒険者ギルドでの騒動、および食堂での異能(アビリテイ)の危険な使用が問題視され、あいつらは学校側の命令で、授業のない日はずっと開通工事を手伝わされていたのだとか。

			　あれからずっと肉体労働を課していたとは、教師陣もなかなか重い処(しよ)罰(ばつ)を下したな。

			　サクヤがお咎(とが)めなしだったことから察するに、人に危害を与える目的で異能(アビリテイ)を使用したことが問題だったのだろう。

			『空気制御』にしろ、『念動力』にしろ、ザイールたちの使った異能(アビリテイ)は、下手をすれば人が死ぬ恐れがある。

			　重い処(しよ)罰(ばつ)になるのも当然か。

			　まあ、なんにせよ、こんなギスギスした場にフィルやクレールを連れてこなくてよかった。

			　中学生であるフィルは、高校生である俺たちと教育カリキュラムが違う関係上、今日みたいに一緒の行動がとれなかったりする日もある。クレールのほうは、俺たちについてこようとしていたけど、今回は学校から命令された雑用を行うだけなので、来させなかった。

			　そういうわけで、フィルとクレールはこの場にいない。

			　ザイールたちとの因(いん)縁(ねん)は、彼女たちにとっては無関係なものだ。

			　この険悪な雰囲気のなかで瓦礫の撤去作業を手伝わせていたら、なんというか、申し訳ない気持ちでいっぱいになるところだった。

			　まあ、悪化するのは雰囲気だけで済むだろう。

			　ザイールたちも馬鹿じゃない。俺たちと絡むことの不毛さを十分理解しているはずだ。

			　ここでの作業は、俺たちが我慢すれば問題なく終わる。

			　俺はそう思い直し、地面に落ちている岩を回収する作業に戻った。

			　本来なら重労働であるはずだが、俺たちにはアイテムボックスがある。

			　岩を運ぶ作業も楽チンだ。

			　以前から思っていたけど、アイテムボックスってかなり便利だな。

			「……いたっ」

			「？　どうした、サクヤ」

			　突然サクヤが声を上げたので、俺は彼女のほうを振り向いた。

			「どうかしたの、サクヤ？」

			　ミナも心配そうにして、サクヤに声をかけた。

			「なんか今……石が当たったような気がする……」

			「石が？」

			　天井は脆(もろ)いから、崩れてサクヤに当たったのだろうか。

			「……そういうふうには見えないな」

			　まだ整備中であるものの、生き埋めにならないよう、天井を頑(がん)丈(じよう)に補強する作業は優先して行われている。

			　サクヤの真上の天井も、特に崩れるというようなことはなさそうだ。

			　でも、だとすれば、サクヤの言う石とはどこから――。

			「…………」

			「…………」

			　一瞬、ザイールと目が合った。

			　あいつは、ニヤケ顔で俺たちを見ていた。

			　もしかして、あいつが？

			「……すぅ」

			　証拠もなしに人を疑うのは良くないな。

			　ザイールたちとはもう関わらないと決めている。あいつらも俺たちに関わらないよう、学校から厳しく言われているはずだ。

			　だから、今あいつと目が合ったのは、ただの偶然。

			　そう思うことにした俺は、サクヤに『ヒール』をかけ、通路の復旧作業を再開した。

			「…………！」

			　数分後。

			　ザイールたちのいる方角から石が飛んできた。

			　サクヤめがけて飛んでくるそれを素手でキャッチした俺は、ザイールたちのほうへと歩き出した。

			「……おい、どういうつもりだ」

			「どうって、なにがだよ？」

			　ザイールは馬鹿にしたようにヘラヘラと笑っている。

			　それを見て、俺はキレた。

			「どういうつもりだって言ってんだよ！　ふざけんじゃねえ！」

			　今のは偶然でもなんでもない。

			　ザイールたちはサクヤに向かって石を投げた。

			　俺がサクヤに意識を向けていなければ、石は彼女に当たっていた。

			　激(げき)怒(ど)した俺は、ザイールの胸ぐらを掴(つか)む。

			「てめえ……放せよ」

			「うるせえ！　俺はこういうことが大嫌いなんだ！」

			　こいつらのやっていることは陰(いん)湿(しつ)すぎる。

			　俺たちを嫌うのは構わないが、なにをやってもいいというわけではない。

			「ちょ、ちょっと、落ち着きなさい、シン」

			「これが落ち着いていられる状況か！　お前は怒らないのか！　ミナ！」

			　ミナの制止を利かず、俺はザイールを睨(にら)んで怒(ど)鳴(な)りつけた。

			「なんだよお前たちは！　人に迷惑ばっかりかけやがって！　しかも、女の子に石を投げるとか……そんなのってねえだろ！」

			「はぁ？　石ぃ？　おいおい、冗談はよせよ。証拠でもあんのかぁ？」

			　ザイールは、口元を歪(ゆが)ませて俺を煽(あお)ってくる。

			　普段の俺なら、こんな安い煽(あお)りは受け流せただろうが、今回ばかりは許せなかった。

			「殴るのか？　いいぜ、殴っても」

			「！」

			　ザイールの挑発を受けた俺は、右の拳(こぶし)を強く握りしめて大きく振り上げる。

			「あー、そこまでにしとけー。つか、またお前らかよ。なんなの？　先生を困らせるのがお前らの趣味なの？　それとも馬鹿なの？　アホなの？　死ぬの？」

			　何者かが、俺の右腕を掴(つか)んだ。

			　振り返ると、そこにはマーニャンがいた。

			　彼女はこの場にいる生徒を監督する名目で、俺たちと一緒にいたんだったか。

			「……止めるなよ、マーニャン」

			「いやー、ぶっちゃけお前らが喧(けん)嘩(か)しようがどうしようが知ったこっちゃないんだけど、一応あたしも先生だから、なにもしないでいると教頭とかに叱られんだわ」

			「……あっそ」

			　本音を包み隠さず言うのは、ある意味マーニャンの美徳と言える。

			　俺はそんな彼女に少しばかり毒気を抜かれ、ゆっくりと拳(こぶし)を下ろした。

			「せんせぇ、こいつ、俺の胸ぐら掴(つか)んでるんですけど、これって暴力じゃないっすかぁ？」

			　だが、ザイールの煽(あお)り口調を聞いた途端、またも俺は殴ってやろうかという気になり、右腕を振り上げた。

			「だーかーらー、やめろっつーの」

			　マーニャンは俺の額にデコピンをかましてきた。

			「つ……」

			　……そして、指を押さえて痛がった。

			　なにがしたいんだ、彼女は。

			「おい、痛いぞ石頭」

			「知らねえよ」

			　マーニャンのデコピンはノーダメージだった。

			　俺のＶＩＴが高いから、こういう結果になったのだろう。

			　そうじゃなくても、彼女はヒーラー特化だ。攻撃力が極端に低くても、驚くに値しない。

			「チッ、漫才するならヨソでやれよ」

			　ザイールは俺たちのやり取りが不快だったらしい。

			　大きく舌打ちをすると、胸ぐらを掴(つか)んでいる俺の手を振りほどいた。

			「それで、どうするんですか。先生は平等な立場だから、今の暴力行為を不問にするだなんてこと、言いませんよねぇ？」

			　……なるほど。

			　こいつの目的はそれか。

			　さっき俺に殴らせようとしたのも、マーニャンが介(かい)入(にゆう)してくると踏(ふ)んでの行動だったわけだ。

			　一から十まで性(しよう)根(ね)の腐(くさ)ったやり方だな。

			「もとはと言えば、お前らがちょっかい出したのが悪いんだろー。あたしの目は誤(ご)魔(ま)化(か)せないからなー」

			「……なに？」

			　ザイールの表情が曇(くも)り、横にいた仲間に視線を飛ばした。

			　お仲間は驚いたというような様子で、ブンブンと首を振っている。

			　どうやら、こいつらは石を投げる役とは別に、周囲にいた人間に気を配る役も決めていたようだ。多分、今首を振っている奴は、マーニャンがこっちを見ていたということを否定しているのだろう。

			「……言いがかりはよしてくださいよ。俺たちが先にちょっかいを出した？　それはとんでもないデタラメだ」

			　こいつらは、あくまでもシラをきるつもりか。

			　やっぱりこいつらには実力行(こう)使(し)しかなさそうだ。

			「あーもー……めんどくせー……いいよ、わかったよ、そんなに争いたいなら争わせてやるよ」

			　俺たちを見ていたマーニャンは、そこでとうとう『めんどくさがり』という彼女本来の性格をあらわにした。

			「ただし、ルール無用の喧(けん)嘩(か)はナシだ。あたしらには『決闘』っつうクソ便利なシステムがあるんだから、それ使えー」

			「まあ、そういうことなら遠(えん)慮(りよ)なく……」

			　これは予想だにしなかった事態だろうけど、ザイールにとっては悪くない展開のようだ。

			　俺を見る目が、獲(え)物(もの)を狩る獣(けもの)の目になっている。

			　それはつまり、俺に勝つつもりでいるってことか。

			　面白い。

			「あと、異能(アビリテイ)を使うのも禁止な。じゃないと、あとで文句言われそうだから」

			　文句。それはどちらが言うと思っているのだろうか。

			　マーニャンの思考は、時々わかりづらい。

			「異能(アビリテイ)なし……か。いいですよ、わかりました。異能(アビリテイ)ナシでも俺が負ける要素なんてないですから」

			　ザイールは若(じやつ)干(かん)顔をひきつらせたが、すぐにそれを余裕の笑みへと変えた。

			　１組の生徒にとって、自分の異能(アビリテイ)は切り札となりえる。

			　それを禁止されるということは大きな痛手になるはずだが、どうもこいつは、俺を心底舐(な)めきっている節がある。

			　以前に決闘した氷(ひ)室(むろ)を思い出す。が、ザイールは、それに輪をかけた侮(あなど)り具合だ。

			　なにが原因でこういう態度になっているのか、よくわからないな。

			「でだ、他のルールはどうするよ、《ビルドエラー》君よぉ」

			「お前が勝手に決めろ。どんなルールでも俺は文句を言ったりしないから」

			「……なんだと？」

			　ザイールは俺の発言を聞き、眉(まゆ)をひそませた。

			　ルールを決める権利を相手に譲り渡すということが、どれだけ愚(おろ)かな行為なのか、俺だって十分理解している。

			　半減勝負なら大きいダメージを与えられるジョブが有利だし、一発勝負ならスピード重視のジョブが有利となる。

			　そういった、自分に有利となるルールをいかに選ぶかというところから、勝負はもう始まっているんだ。

			　だが、俺はあえて、そういった駆け引きをしない。

			　どんなルールでも受け入れるという意思を示した。

			「……だったら勝負は十発勝負だ。先に攻撃を十発クリーンヒットさせたほうの勝ちってことで、依存はねえよな？」

			「ああ、いいぞ」

			　やっぱりそうきたか。

			　ザイールのジョブは盗(とう)賊(ぞく)。攻撃力こそ劣(おと)るものの、武道家とタメを張れるほどのスピードと、圧倒的な手数を武器にして戦うことを得意としている。

			　だから、こういった決闘で戦う場合、相手に攻撃を当てることで勝敗を決めるルールが、一番有利に働く。

			　ゆえに、このルールで戦うことは予想の範囲内だ。

			　驚くこともない、当然の帰(き)結(けつ)である。

			「……んだよ、その『全部わかってましたよ』っつうツラは。気に入らねえ」

			「気に入らなくて結構だ。さあ、とっとと始めるぞ」

			　こいつらが俺のことをどう思おうが、もうどうでもいい。

			　時間の無駄。やることやったら、今度こそオサラバだ。

			　俺たちに関わる気など二度と起こさせないよう、思い知らせてやる。

			「んじゃ、これで財(ざい)津(つ)が負けたら、開通工事を最後まで手伝ってもらうっつーことで。あと、シンたちにちょっかいかけるのも金(こん)輪(りん)際(ざい)禁止なー。これ以上、めんどくさいことされても嫌だから」

			　一触即発の俺たちをよそに、マーニャンはそんな取り決めをした。

			「……俺が勝った場合は設定しないんですか、せんせぇ？」

			「ああ……まあ、お前が勝ったらシンを好きなだけボコッていいぞー。今回に限り、あたしは見なかったことにするから」

			「へえ……それは悪くないですね」

			　ザイールは嗜(し)虐(ぎやく)的な笑みを浮かべて俺を見た。

			　先生公認で俺を痛めつけられると、喜んでいるのだろう。

			　わかりやすい奴だ。

			　でも、それは叶(かな)わない夢だ。

			　俺の背後にいるサクヤやミナは、口を挟んでこない。

			　ザイールが勝った場合のことを話すマーニャンも、かなりいい加減だった。

			　どういう結果になるのか、３人とも想像できているっぽく見える。

			　それだけ俺を信頼しているってことか。

			　ありがたいね。

			「よーし、それじゃあ２人とも合意したっつーことで…………決闘開始」

			　やる気のなさそうなマーニャンの合図によって、俺とザイールの決闘は始まった。

			「ッシャア！」

			　ザイールは逆手持ちで２本の短剣を構え、俺に斬りかかってきた。

			　先手必勝を狙ってきたか。

			　盗(とう)賊(ぞく)職なだけあって、身軽なフットワークだな。

			　だが……。

			「フッ！」

			「チィ！」

			　俺はザイールの攻撃を左手に持った小盾で弾いていく。

			　手数や速度はなかなかのものだが、それだけだな。

			　一発一発が軽すぎる。

			　大盾で防御するまでもない。

			「クソッ！　うらッ！」

			　とはいえ、ザイールのプレイヤースキルはそこそこある。

			　安直なスキルの連打はしてこないし、使うにしても無(む)詠(えい)唱(しよう)だ。対人戦の基本ができている。

			　だけど、無(む)詠(えい)唱(しよう)に時折ぎこちなさが垣(かい)間(ま)見えるな。

			　とりあえず使えるくらいには修練しました、という感じか。

			　実戦で使っていい、ギリギリのクオリティだ。

			「……未熟だな」

			「ぐぁっ!?」

			　俺は少し失望したというような顔をし、ザイールにダメージヒールを与えた。

			　自信満々といった様子で喧(けん)嘩(か)を売ってきていたわりに、手ごたえがない。

			　これがザイールの実力なら、氷(ひ)室(むろ)のほうがプレイヤースキルは高い。

			　氷(ひ)室(むろ)は俺に負けてから、対人戦の訓練もしているからな。初めて会ったときはヘッポコだったけど、今のあいつは多少骨のある奴に成長した。

			　リベンジと称して、戦いを挑んでくる氷(ひ)室(むろ)を返り討ちにし続けた俺が思うんだから、この評価に間違いはない。

			「悪いな、てっとり早く終わらせてもらうぞ」

			　様子見はこれで十分だと判断し、俺は両手に持った２つの盾(たて)でザイールを殴り始めた。

			　ザイールは、先ほどのダメージヒールに驚いたようで、棒立ちになっている。

			　もはやサンドバッグ状態だ。

			　そうして俺はザイールに攻撃を10回当て、決闘に勝利した。

			「ぐ……ちょ……ちょっと待てよ」

			　ザイールは俺を睨(にら)みつけてきた。

			　今の結果に不服でもあるのだろうか。

			「さっきの黒い攻撃はなんだ。あんなの俺は知らねえぞ」

			「あれか……」

			　どうやら、不服があるのはダメージヒールについてのようだ。

			　でも、それには答えられないな。

			「ただのスキルだ。それ以上は、教える義理なんてない」

			「スキルだと……？　ハッ！　それはどうかねぇ！」

			　ザイールは鼻で笑い、言葉を続けた。

			「お前は教える義理なんてないって言ったが、本当は異能(アビリテイ)を使ったんじゃないか？」

			「……異能(アビリテイ)を？」

			「そうさ！　お前は異能(アビリテイ)を使った！　だから俺に説明できないんだ！」

			　言いがかりにもほどがあるな。

			　ダメージヒールを知る人間は限られているから、ザイールが知らないのも当然だけど、だからって即異能(アビリテイ)認定するとか、どういう論理展開だ。

			「よせよ、財(ざい)津(つ)。こいつは異能(アビリテイ)なんて使っちゃいねー。それと、さっきの黒い攻撃は間違いなくスキルだ。説明はしねーけど、それだけはあたしが保証してやる」

			　そこでマーニャンが助け舟を寄越してくれた。

			　ダメージヒールの概要については、彼女も知っている。

			　まあ、たとえ知らなくても、俺が嘘(うそ)を言ってない以上は問題にならない。

			「……なんだよ……先生はこいつの肩持つのかよ」

			「汚ねえ……ろくに説明しないとか……絶対裏がありやがる……」

			「チートして勝つのがそんなに嬉(うれ)しいかよ……」

			「このチート野郎……ひひ……マジ……許さねえ……ひはははは……」

			　ザイールの取り巻きたちが負け惜しみの声を発している。

			　漏(も)れ聞こえてきたその言葉は、俺にとって看(かん)過(か)できないものだった。

			　だったらダメージヒールナシでもう一度決闘してやる。チートだなんて二度と言わせない。

			　そう思った俺は、ザイールに再戦を申し込もうとして口を開く。

			「はぁ……ったく、めんどくせー。ほら、そろそろ休憩は終わりだ。仕事に戻るぞー」

			　しかし、そんな俺の言葉はマーニャンによって遮(さえぎ)られた。

			「ほら、シンたちはさっさとここから出てけ。あとの仕事は財(ざい)津(つ)たちにやらせるって約束だったろー？」

			「……わかった。それが勝者特権だからな、行くぞ、ミナ、サクヤ」

			「え、ええ」

			「うん、行こ」

			　マーニャンはこれ以上の騒動を許さないだろう。

			　なら、俺たちは彼女の言う通りに、立ち去ったほうがいい。

			　ザイールたちと同じ空間にいると、また一(ひと)悶(もん)着(ちやく)起こしそうだからな。

			　俺はミナとサクヤの２人と一緒に地上へと戻った。

			　

			「さっきはありがとうね、シン様」

			「？　なんのことだ」

			　始まりの町への帰り道で、サクヤが感謝の言葉をかけてきた。

			　でも、サクヤがなにに感謝しているのか咄(とつ)嗟(さ)にはわからず、俺は首をひねった。

			「私を守ってくれたことと、私のために怒ってくれたことにだよ」

			「ああ……なるほど」

			「そうやってシン様は、私とのフラグをコツコツ立てていくんだよね。もしかして、わざとやってるのかな？」

			　フラグとか言うな。

			　というか、俺はサクヤとの間にフラグを立てた覚えなんて、これっぽっちもないぞ。

			「……だったら、これからは助けないことにするか」

			「冗談だよ。ゴメンね、シン様。だから私を末永く守ってくれると嬉(うれ)しいな」

			「…………」

			　サクヤの言動は相変わらずだな。

			　話せば話すほど、頭痛がしそうになる。

			　でも、サクヤは俺の友達だ。

			　今後、それ以上の関係になるかはわからないけど、それでも今の俺が言えることはある。

			「……とりあえず、俺のパーティーメンバーでいるうちは守ってやる。それがタンクの役目だからな」

			　友達を守ることに、問題なんてどこにもない。

			　遠くの山脈に沈む夕日を見ながら、俺はそう思った。

			「わぁい！　ありがとう！　シン様！」

			「こら！　やめろバカヤロウ！」

			　サクヤに抱きつかれた。

			　今の俺は鎧(よろい)を着こんでいるので、大して密着はできない。

			　とはいえ、抱きつくのをサクヤのクセにされても困る。俺は彼女を無理やり引きはがすことにした。

			「ぶー……シン様のいけず」

			「いけずじゃない。当然の成り行きだ」

			　ここで、サクヤの好きにされるという選択肢はない。

			　すぐ傍でミナも見てるんだぞ。

			「ミナ、黙(だま)ってないで、お前からもサクヤになにか言ってやれ」

			「そうね……イチャイチャするなら節度をわきまえなさい、サクヤ」

			「うん、節度をわきまえてイチャイチャする」

			「節度をわきまえてイチャイチャから離れろ」

			　そもそも俺とサクヤは、イチャイチャするような間柄じゃない。

			　ミナにまで公認されつつある（あるいは諦(あきら)められつつある）サクヤとの関係に、どうしたものかと、俺は頭を悩ませるのだった。

		

	
		
			　

			18　困(こん)惑(わく)する

			　

			「ふぅ……あー……つっかれたー……」

			　今日も俺たちは、１日中レべリングを行った。

			　そのため、夜になって宿の個室に入ると、ドッと疲れが押し寄せてきた。

			　俺は鎧(よろい)を脱いで、ベッドの上にボフッと体を倒す。

			　ここ最近は、いつもこんな調子だ。

			　根を詰めてレべリングをやりすぎている気も、しなくはない。

			　特に俺は、他のメンバー以上に集中しなければならないポジションにいるため、気の休まる暇(ひま)がない。

			　それに、ユミたちと一緒にいた頃はマイがタンクとして機能していたが、今は俺しかタンクがいない。そういう点も、俺の負担を増加させている要因の一つとなっている。

			　とはいえ、皆が弱音を吐かないのに俺だけ吐いたら、男の面目丸つぶれだ。なので、なにも言わず、これまで戦ってきた。

			　そもそも、レべリングのスケジュールは俺自身が立てたものだ。

			　安易に変更するのも躊躇(とまど)われる。

			　もう少し、パーティーメンバーが変わったことによる影響を考(こう)慮(りよ)しておくべきだった。

			　男が俺１人だからといって、少し気張りすぎたか。

			「…………来たか」

			　ベッドの上でボーっとそんなことを考えていると、扉のほうからコンコンというノック音が聞こえてきた。

			「はいはい、今開けますよー……っと」

			　普通なら、ノックだけでは、扉の向こうに誰がいるのか判断できない。

			　だが今は、その先に誰がいるのか、俺には容(よう)易(い)に想像できた。

			「……ども」

			　扉を開けた先には、フィルがチョコンと立っていた。

			　ノックだけをして扉の前で静かに待つというのは、いかにも内気な彼女らしい。

			　サクヤやクレールだったら、こうはいかない。

			　あいつらも、これくらいの慎(つつし)みを持てると良いのに。

			「とりあえず部屋のなかに入れ」

			「ん……失礼……します」

			　俺は、廊下で佇(たたず)んでいるフィルを迎え入れた。

			　夜中、男である俺の個室へ、年下の女子中学生を入れるのは倫(りん)理(り)的にどうなのだろう、と思わなくはない。だが、まあフィルなら大丈夫だろう。

			　俺はフィルを襲ったりなんてしない。それにフィルのほうも、俺にそういった感情は持ってなさそうだからな。

			　状態異常耐性スキルのレベル上げをするだけなのだから、なにも問題ないさ。

			「それじゃあ始めるか、フィル」

			「……んっと……ぇと……」

			　俺が声をかけると、フィルは人指し指の腹を合わせながら、言いづらいことでもあるような様子でモジモジし始めた。

			「シンさん……最近、疲れて……ません？」

			「ああ、まあ疲れてるといえば疲れてるが」

			「だから……その……シンさんの疲れを取るためにマッサージでも……と。ど、どうでしょう……？」

			「マッサージ？」

			「ん……オレ、そういうの得意……だから」

			　へえ。

			　フィルってマッサージが得意だったのか。

			　そういえば、彼女の異能(アビリテイ)は『精密動作』だったな。

			　もしかしたら、それがマッサージ技術に上手く機能しているのかもしれない。

			「で、でもシンさんがオレに体を触らせたくないって言うなら……無理にはしないけど……」

			「いや、俺はフィルに触られても怒ったりなんてしない。マッサージしてくれるっていうなら、喜んで受ける。頼めるか？」

			　遠(えん)慮(りよ)がちに言うフィルに、俺はぜひマッサージしてくれと後押しをした。

			「！　う、うん！」

			　気の利く子だ。

			　しかし、もうちょっと自分を前に出したほうがいいと思うんだがなぁ。

			「そ、それじゃあベッドの上で、うつ伏せになってくれ……ますか？」

			「わかった」

			　俺はフィルの言う通りベッドに横たわる。

			「では……し、失礼します」

			「おお……」

			　彼女は俺の腰辺りで馬乗りになった。

			　だが、体重が軽いのだろう。全然苦しいとは思わない。

			「そ、それじゃあ、肩の辺りから始め……ます」

			　フィルはそう断りを入れてから、俺の肩に指を添えてきた。

			「……シンさんの……すごく固い」

			「まあな」

			　俺の肩を揉(も)みほぐしながら、フィルは驚き混じりの声をあげた。

			　いつも、重い鎧(よろい)を着ているからな。

			　肩が凝っていても当然だ。

			　ついでに言うと、アースでの俺は、ちょっといい体をしている。

			　自分で言うのもなんなのだが、理想的な細マッチョ体型だ。

			「ん…………ど、どう……ですか？」

			「あぁ……すごく、気持ちいい……」

			「そ、そっか」

			　マッサージが得意というのは、どうやら本当のようだ。

			　俺はフィルのテクに感心した。

			「フィル……俺はすごく気持ちいいんだが……もう少し力を抜け。じゃないと、つらいだろう？」

			　しかし、少し指に力を入れすぎな気もする。

			　今の俺にとっては、これぐらい力を入れてくれたほうが気持ちいい。だが、これではフィルが疲れてしまう。

			「……ちょっと痛いけど……シンさんをもっと気持ちよくしたいから……」

			　フィルは、俺の体を優先して頑張ってくれている。

			「そうか。はぁ……俺のために……嬉(うれ)しいぞ……フィル」

			　そのことに俺は感動し、彼女に今の気持ちを素直に伝えた。

			「ん……オレ、シンさんのためなら――」

			「し、シン様!?　私というものがありながら、後輩の女の子と大人の階段を――ってあれ？」

			「…………」

			　……サクヤが慌てた様子で部屋のなかに入ってきた。

			　そういえば、フィルが来たあと、扉の鍵(かぎ)はかけていなかったな。

			　というかお前、今、なにを口走ろうとした。

			「サクヤ……俺の部屋に入るときはノックしろと、いつも口をすっぱくして言っているだろ」

			「だ、だってだって……部屋から声がすると思って聞き耳立てたら、なかからシン様の喘(あえ)ぐ声が聞こえたんだもん……フィルちゃんとセックスしてると思って焦(あせ)っちゃったんだもん……」

			「うん、もうちょい表現抑(おさ)えようね」

			　セックスとか言うな。

			　フィルの前でそんなこと言うな。

			　ちょっと意識しちゃうだろ。

			　あと、俺は喘(あえ)いでなんていない。

			「し、ししシンさんと……セックス……」

			「あー聞き流せ、フィル。サクヤの言葉には耳を傾けるなと、いつも言ってるだろ」

			　サクヤは俺の可愛(かわい)い後輩に不健全な影響を与えかねない、有害指定人物だ。

			　だから俺は、なるべくサクヤにフィルを近づけさせないよう、注意を払っていたりする。

			「でも危なかった……このまま２人っきりにしてたら、フィルちゃんにシン様の童貞を奪われるところだった……」

			「おい、フィルの前でこれ以上変なことを言うな。ぶっ飛ばすぞ」

			　特に、童貞とか言うなよ。

			　ものすごく恥ずかしいだろうが。

			「え……し、シンさんって……童貞？」

			　俺がサクヤに睨(にら)みを利かせていると、フィルが顔を赤くさせながら呟(つぶや)いた。

			　サクヤの言ったこと、フィルに全部聞かれちゃってたよ。

			　俺が童貞だって、フィルに疑われちゃったよ。

			「い、いや、俺は童貞じゃないぞ。今のサクヤの言葉はデマだ」

			「え!?　シン様って童貞でしょ!?　『二次元の女の子にしか興味ありません』って言ってたのに、いったいどこの女とヤったの!?　ミナ!?　それともクレールさん!?」

			「ちょっとお前、ホント黙(だま)ってろよおおおおおお！！！」

			　俺は若(じやつ)干(かん)涙目になりながら、サクヤへ向かって叫んだ。

			　これ以上、フィルに俺の赤(せき)裸(ら)々(ら)情報を与えるなら、俺はサクヤをぶん殴りかねない。

			「だ、大丈夫。オレは……シンさんが童貞でも態度を変えたりなんてしないから」

			「う……あ、ありがとうな、フィル」

			　フィルに気を使われてしまった。

			　もう泣きたい。

			　どうせ俺は童貞だよ。

			　頼れる先輩の威(い)厳(げん)、皆(かい)無(む)だよ。

			「そ、それと……オレも……しょ、処女だから」

			「ちょ……お前、いきなりなに言い出してんだよ……」

			「こ、これでおあいこ……シンさんだけ恥ずかしい思いするのは……不公平だから」

			「フィル……」

			　相変わらずフィルは優しい子だ。

			　俺に恥をかかせたことの対価として、自分も恥ずかしい告白をしてくるとは。

			　まあ、中学生で処女なのは恥ずかしいことでもなんでもないし、高校生で童貞なのもそこまで恥ずかしいわけでもないと思うんだけどな。

			「フィルちゃん！　フラグ立っちゃうから、そういうことをシン様に言っちゃダメ！　シン様は生(きつ)粋(すい)の処女厨なんだから！　『非処女は死ね』って言える男なんだから！」

			「だからお前、ホント黙(だま)れよ!?　あと、非処女については二次元のネタ話だからな!?　真に受けるなよ!?」

			　もうやだ。

			　サクヤがいる限り、俺のイメージはガタ落ちだ。

			　ここは手早く話を終わらせて、部屋からご退場願おう。

			「とにかくだ……俺はフィルからマッサージを受けていただけだ。やましいことなんかしていない」

			「だったら私がシン様をマッサージするよ！　上も下も、全身余すことなく気持ちよくマッサージするよ！」

			「いや、お前のマッサージはいらない」

			　すごい邪(よこしま)なことを考えていそうで、サクヤにマッサージは頼みたくない。

			　というか、邪(よこしま)な考えが少しだけ言葉に出ていた。

			　サクヤには絶対頼めないな、うん。

			「マッサージなんていいから、お前も早く部屋に戻って休めよ。なんか今日は、いつもより微妙に調子悪そうだし、お前も疲れてるんだろ」

			　俺はサクヤの体を気遣いつつ、自分の部屋へ戻るよう促(うなが)した。

			　すると、彼女は俺の顔を見ながら、少し驚いたというような様子でわずかに目を見開く。

			「あれ、シン様よく気づいたね」

			　体調が良くない、という俺の予想は当たっていたようだ。

			　今日のサクヤは、戦闘中、どことなく動きが悪かったように思えた。それは俺の勘違いじゃなかったわけだな。

			「普段、私のことなんて見てないと思ってたよ。あ……もしかして、私が見てないところでシン様は私のことを――」

			「……戦闘に関することは別だ。お前のことを常に注視していたわけじゃない」

			　変な誤解をされては困る。

			　俺はサクヤだけを見ていたわけじゃない。

			　戦闘中は、パーティーメンバーの挙動に敏感なだけだ。

			「大丈夫だよ、シン様。ただ単に、今日は生理だっただけだから。多分、２日くらいで調子も治るよ」

			「せ、せいっ……お前……そういうことを平然と俺に言うなよ」

			　アースでも、普通に生理あるのかよ。

			　ログインとログアウトを挟んでいるのに、どんな周期で回ってるんだ。

			　まあ、アースで活動している俺たちの体は、ＶＲではなく本物だし、俺だって射精や排(はい)泄(せつ)ができるんだから、あって当然なんだろうが。

			　……しかし、生理中だなんて、そんなことを男である俺に言うなよ。

			　そういうのって、異性に知られるのは恥ずかしいものじゃないのか。

			　よくわかんないけど。

			「でも、言っとかないとシン様は察せられないでしょ。デリカシーないからね、シン様は」

			「デリカシーがないとか、お前に言われたくない」

			　なんか今、普通にディスられたな。サクヤにしては珍しい。

			　やっぱり、俺が相当デリカシーのない男なのだろうか。

			　サクヤに言われるのはシャクだけど。

			「それと、シン様以外は全員、女の子なわけだし、これからもハードなレべリングを続けるなら、パーティーメンバーの生理周期くらい把(は)握(あく)しておいてもいいと、私は思うな。重かったりすると、その日は動くのもつらいし」

			「……マジか」

			　女の子の日って、そんなキツイものなのか？

			　そういった性知識をあんまり持ってないから、俺にはよくわからない。

			「お、オレの生理は多分、明日か明後日にくると思う……います。周期はだいたい28――」

			　俺が黙(だま)っていると、フィルは突然、自分の生理情報を説明し始めた。

			「いやいやいやいやいや言わなくていい言わなくていい言わなくていい」

			　マフラーで顔を隠しながらじゃないと言えないくらい恥ずかしいなら言うなよ。

			　というか、明日か明後日に生理がくると言ったな。

			　サクヤも２日ほど調子悪いらしいし、そうなるとレべリングも休んだほうがいいのだろうか。

			「ということなので、明日明後日はレべリングをお休みするか、少しソフトなコースでお願いします、シン様」

			「うぇ？　あ、あぁ……まあ……わかった」

			　サクヤから提案がなされたので、俺は困(こん)惑(わく)混じりに了承した。

			　正直言って、サクヤが真っ当なことを言ったため、少し面食らってしまった。

			　周期のほうはわからないが、サクヤとフィルの生理がだいたい重なりそうであるなら、ここで休みを挟んだほうがいいのかもしれない。

			　俺には生理のつらさなんてわからない。彼女たちが休暇を要望したら、今後も頷(うなず)くしかないだろう。

			　無理に戦わせて致(ち)命(めい)傷(しよう)を負ったら、目も当てられない。

			　他のパーティーとの競争や、狩りにおけるゲームとリアルの違いとかなら、俺はこれまで考(こう)慮(りよ)してきた。しかし、こんなことで狩りの効率が悪くなるとは、予想外だった。

			　俺たちはロボットではなく人間なんだから、多少予定に狂いが生じるのは、当たり前と言えば当たり前だけど。

			　まあ、どこかしらで休みは入れるべきではあったのだから、ちょうど良いとも言えるか。

			「我は骨の状態が長かったせいで、そういうのに悩まされることもしばらくなかったが、ついこの前きて、少し安心した」

			「何食わぬ顔でさらっと俺たちの赤(せき)裸(ら)々(ら)トークに参加するな、クレール」

			　突然、背後からクレールの声がした。

			　こいつ、神(しん)出(しゆつ)鬼(き)没(ぼつ)だな。

			「なにをそんなに驚いている。不死族に生理があるということが、そんなに不思議か？　我でも、ヤれば子を生むことができるのだぞ？」

			「驚いたのはそっちじゃねえよ。あと、ヤればとか言ってんじゃねえよ、死(し)霊(りよう)王」

			　いやまあ、アンデッドもとい不死族にも生理があるというのは、確かに驚きではあるが。

			　そんなやり取りの末、俺はパーティーメンバー３人の生理情報を知ってしまったのだった。

			　だが、この件はその３人だけに留まらなかった。

			　

			「シン、これ」

			　翌日、俺はミナから１枚の紙を貰(もら)った。

			「？　なんだこれ」

			「……私たちが休みを取りたいと思った日を纏(まと)めたメモ。誰がいつ休みたいかとかはわからないようにしてあるけど、変な邪(じや)推(すい)はするんじゃないわよ」

			「あ、ああ……了解……」

			　そこには〝近日中に休みたい日〟という名目で、カレンダーっぽく書かれた日付けに、いくつかの丸がされていた。

			　……しかし、昨日他の３人と話した内容から、誰がどの日にそうなのかが、もうバレバレであった。

			　俺は一週間後に休みをとったミナへ、心のなかで詫(わ)びた。

			　

			　だが結局、そのメモを活用する機会は、ほとんどなかった。

		

	
		
			　

			19　もしもの可能性と一つの決意

			　

			　早朝、目を覚ましてメニュー画面を開くと、早(はや)川(かわ)先生からメッセージが届いていることに気がついた。

			　そのメッセージには『１年２組緊急招集』という文字と、その集合場所が書かれていた。

			　緊急招集。それは、なにか不測の事態が起きたということに違いない。

			　俺は手早く部屋を出る用意を済ませ、俺と同じメッセージを受け取っていたミナたちとともに、早(はや)川(かわ)先生のもとへと移動した。

			　

			　俺たち１年２組のクラスメイトは、ある石造りの建物の一室に集まった。

			そして、硬い表情をした俺たちの前で、早(はや)川(かわ)先生は緊急招集の理由を、真面目な口調で静かに説明しだした。

			「昨夜、仙(せん)道(どう)君と倉(くら)橋(はし)君、それに松(まつ)田(だ)君の３人パーティーが全(ぜん)滅(めつ)して、アースから退場しました」

			　アースから退場した、ということはつまり、ＨＰが０になった状態で３００秒の猶(ゆう)予(よ)時間も過ぎてしまった、ということになる。

			　また、それは、もう二度とアースに来られなくなった、ということも意味する。

			「ですので、今日のところは全員ログアウトします。私はこのあと、すぐに彼らの様子を見にいかなくてはなりませんので。まあ……おそらく元気でしょうが」

			　当然の判断だな。

			　クラスメイトのうち、３人が退場したんだ。

			　担任が、そいつらの様子を見るためにログアウトしなくてはならないのだから、俺たちも一緒にログアウトする必要がある。

			　普段は別々に行動しているが、先生が不在の状態で俺たちだけ居残るわけにもいかない。

			「それで……仙(せん)道(どう)たちのパーティーが全(ぜん)滅(めつ)した理由はなんでしょうか？」

			　そこで氷(ひ)室(むろ)が手を挙げ、早(はや)川(かわ)先生に質問をした。

			　確かに、なにが原因で全(ぜん)滅(めつ)したのかは知っておくべきだ。

			　もしかしたら、初見殺しのＭＯＢや罠(わな)にひっかかったのかもしれないからな。

			「……彼らは昨日、夜７時頃までバハラク荒野で狩りを行っていたところを、別のクラスのパーティーが目撃しています。なので、おそらくはモンスターによる全(ぜん)滅(めつ)でしょう」

			　バハラク荒野。

			　そこは、俺たちも以前にレべリングの場として通っていたフィールドだ。

			　足の速い狼型ＭＯＢが群れで現れるため、難易度は若(じやつ)干(かん)高めと言える。

			　だが、仙(せん)道(どう)たちもレベルは高く、安全マージンもたっぷり取れていたはずだ。

			　メンバーが欠けていたのが原因か？

			　３人で行動していたというところから察するに、なんらかの事情で、その日は上手くパーティーを組めなかったのだろう。

			　そして、もしかしたら……。

			「しかし、これはただの事故死ではなく、何者かがＭＰＫを仕掛けている可能性があります」

			　早(はや)川(かわ)先生は、その『もしかしたら』を口にした。

			　俺たちは、ゴクリと唾(つば)を呑んだ。

			　それは、俺も薄々思っていたことだ。

			　俺とミナは、以前にＭＰＫをされたことがあった。それ以降にも数件、ＭＰＫらしきものをくらったという生徒がいた。なので、教師陣は警戒を強めていた。

			　被害者に共通するのは、１人〜３人で行動していた中高生、ということだけだ。

			　それを考えると、今回の一件は、仙(せん)道(どう)たちの油断が招いた事態だと言えるのかもしれない。

			　また、このＭＰＫ未遂が原因となって、アース内での活動時間を減らそうとする者や、狩場へ行くことを拒否する者もいたりする。

			　アースで死ぬリスクを考えたら、そういう安全思考に流れていってしまうのも仕方がないとは思っていたが、遂に犠(ぎ)牲(せい)者(しや)が出たとあっては、その傾向もさらに増していくだろう。

			「なので、これからは常にフルメンバーのパーティーで行動することを心がけ、できることなら狩り場へは２パーティー以上……レイド単位で赴(おもむ)いてもらいます」

			　フルメンバーである５人パーティーで行動するのは当然だが、２パーティー以上ときたか。

			　大勢でぬるい狩り場に行くと、経験値獲得や金策の効率が落ちてしまうから、できることなら避けたいんだが。

			　しかし、早(はや)川(かわ)先生がそう言うのも仕方がない。

			　俺たちは、安全第一でレべリングをしないといけないんだから。

			「では、今より30分後、ウルズの泉にてログアウトを行います。それまで、一時解散」

			　こうして俺たちは、各々地球へ戻る準備を始めた。

			　その後、ログアウトエリアであるウルズの泉にてログアウトした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　仙(せん)道(どう)たちは、多少混乱している様子ではあったが、早(はや)川(かわ)先生の言った通り元気だった。しかし、逆にそのことが、俺たちの恐怖心を煽(あお)ることとなった。

			　事前に知っていたこととはいえ、実際にそうなった奴らを見るのは心がえぐられる。

			　俺たちは陰(いん)鬱(うつ)な気持ちを抱えながら、学校の食堂で夕食をとることにした。

			　あまり食欲はないけど、食べないでいるのは体に毒だ。無理してでも食べよう。

			　そんなふうに思いながら、俺はカレーライスを買って、一つのテーブルを確保した。

			　同じテーブルには、ミナと日(ひ)影(かげ)もいる。今後、パーティーでどのように動くか、相談しなくちゃいけないからな。

			「……ここ、いいかい？」

			「僕も……一緒していいかな？」

			　俺たちが話し合おうとしたそのとき、氷(ひ)室(むろ)と弦(つる)義(ぎ)がやってきた。

			「……どうぞ」

			　やはりきたか、と思いつつ、俺は２人の同席を認めた。

			　こうして、俺、ミナ、日(ひ)影(かげ)、氷(ひ)室(むろ)、弦(つる)義(ぎ)は、同じテーブルにつき、各々で注文した学食を食べながら、先ほどまでの出来事についてを話し合うことにした。

			「……やはり、地球では死なないからといっても、アースで死ぬことは躊躇われるな。君たちも簡単に死ぬんじゃないぞ」

			「うん……僕たちのほうも気をつけるよ」

			　やはり、氷(ひ)室(むろ)や弦(つる)義(ぎ)も俺と同様に、ショックを受けていたようだ。声のトーンが、いつもより若(じやつ)干(かん)低い。

			「しかし、パーティー単位で動いていても、まだ安全とは言えない。だからここは一つ、俺たちでレイドを組み、しばらく一緒に動いてはみないかい？」

			　２人が俺のところにやってきた理由は、察しがついていた。

			　こいつらは早(はや)川(かわ)先生が言った通り、レイド単位で行動して、安全に狩りを進めるべく話をしにきたようだな。

			　現在、１年２組の生徒のなかで積極的に狩りをしているのは、俺、氷(ひ)室(むろ)、弦(つる)義(ぎ)の３人が所属する３つのパーティーだ。

			　仙(せん)道(どう)たちもそれなりに頑張っていたのだが、今回の件でリタイアとなった。

			　俺たち以外の生徒のほとんどは、レべリングに消極的な姿勢を見せているし、今後もそれは変わらないだろう。

			「レべリングの効率は下がるだろうけど、他のクラスや学年の人たちもレイドを組むはずだよ。だから、そこまでマイナスにはならないと思うんだ」

			「だろうな」

			　弦(つる)義(ぎ)の言う通り、今後は、パーティーを束ねたレイドで行動する傾向が強くなると予想される。

			　結果、狩りで１人あたりに回る経験値量は下がるはずだ。

			　この傾向は、生徒全員に当てはまる。

			　なので、俺たちだけがレべリング的に不利な状況となるわけではない。

			「俺のパーティーメンバーは全員、レイドを組むことに賛成している。君たちはどうだい？」

			「僕たちのほうも賛成だよ。ここで無理をして仙(せん)道(どう)君たちの二の舞になっちゃったら、元も子もないからね」

			　どうやら、氷(ひ)室(むろ)と弦(つる)義(ぎ)のパーティーはレイドで行動するのに賛成のようだ。

			「……ミナ、お前はどうする？」

			「私も皆と一緒にいたほうが安全だと思うけど……こういうことは私の判断よりあなたの判断のほうが正しそうだから、あなたが決めて」

			「日(ひ)影(かげ)は？」

			「私もシン様の判断に任せるよ」

			「そうか」

			　２人とも俺に判断を委(ゆだ)ねてきたか。

			　今は自分のクラスメイトと一緒にいるだろうフィルも、俺たちとパーティーを組み続けるとしたら、多分この２人と同じことを言うだろうな。

			　それに、今はアースの墓地でしょんぼり待機しているクレールも。

			　なら、結果的に俺たちのパーティーは、俺の決定でレイドを組むか、今まで通りの５人で動くかが、決まるということになるわけか。

			「……フィルにも了解をとらないといけないから、これは絶対というわけじゃないんだが……俺としては、このままパーティー単位で動きたい」

			「一(いち)之(の)瀬(せ)……」

			　俺はパーティーで行動したい。

			　皆の前でそう言うと、氷(ひ)室(むろ)が呆れたという様子で首を振り、俺のほうを向いて口を開いた。

			「君は今の状況がわかっているのかい？　仙(せん)道(どう)君たちの様子をちゃんと見たのかい？　俺たちはアースで死んではいけない。もし死んでしまったら――」

			「わかってるさ、そんなことは。だが、俺はそれでもレべリングの効率を重視する」

			　これは別に、意地になっているわけではない。

			　そうするべきなんだろうという予感が、俺のなかにはあるからだ。

			　今回の件で、俺たちは安全思考に陥(おちい)り、レベリングの効率が悪くなる。

			　それによって、迷宮攻略やアース世界の探求も遅れていくことになるだろう。

			　けれど、もしかしたらこれが敵の目的なんじゃないだろうかと、考えずにはいられない。

			　どのような理由でそんなことをしているのかは、わからない。だが、何者かは、確実に俺たちへ妨害工作をしかけている。

			　ならば、その何者かの目論見(もくろみ)通りに動くのは、マズイのではないか、と俺は思う。

			「……本当にそれでいいのかい？　それは朝(あさ)比(ひ)奈(な)さんや日(ひ)影(かげ)さんを危険に晒(さら)しかねない判断だ。彼女たちの身に危険があったら、どうするというんだい？」

			「そのときは……俺がなんとかする」

			「なんとかって……」

			　氷(ひ)室(むろ)が心配そうな言葉をかけてきたが、俺はそれをつっぱねた。

			　確かに、これはパーティーメンバーにリスクを負わせてしまう判断である。

			　だから、こんな判断をした俺は、もしも彼女たちが危険に晒(さら)されることがあれば、なにがなんでも彼女たちを守りきるという責任を負う。

			　それが中学生時代に立てた主義に反することであると理解しつつ、俺はこの場で決意した。

			「パーティーメンバーは俺が絶対に守る。これはお前たち全員に約束する」

			　相手が誰であろうと容(よう)赦(しや)はしない。俺の仲間に手を出す奴がいたら、全力で排除しよう。

			　この場にいる全員の前で、俺はそう誓いを立てた。

			「キャー！　シン様カッコイイー！　抱いてー！」

			「……抱かねえよ、バカヤロウ」

			　俺の宣言を聞いた連中が静まりかえるなか、日(ひ)影(かげ)がトチ狂ったことを言うので、俺は冷静に対処した。

			　この様子だと、彼女は俺の決定に賛成ということでよさそうだな。

			「っま、私はあなたに守られる以前に、自分の身くらい守れる自信はあるけど？　でも、そう言った以上は、他の子をちゃんと守りなさいよ」

			「ああ、わかってるさ」

			　ミナも、俺の決定を支持してくれるようだ。

			「……はぁ、わかったよ。それじゃあ一(いち)之(の)瀬(せ)たちは、レイドに加わらないということで――」

			　氷(ひ)室(むろ)がため息をつきながらも、俺の意見を認めようとしていた。

			　――しかし。

			「いや、一(いち)之(の)瀬(せ)君たちにもレイドに入ってもらう」

			　俺たちのところに、早(はや)川(かわ)先生が現れた。

			　彼女は日替わりランチが載ったトレイを持っている。

			　食事を取るために食堂を訪れたところ、俺たちの会話が耳に入った、という具合か。

			「５人でレべリングをし続けるのは危険だ。特に理由がないのなら、一(いち)之(の)瀬(せ)君たちも氷(ひ)室(むろ)君や橘君たちと団体行動をしてもらいたい」

			「…………」

			　先生からこう言われてしまうと、俺も断りづらいな。

			　さっき言った俺の決定は、危険度が高い。それは確かなのだから。

			「……それは強制ですか？」

			「いいや。そういうわけではない」

			　早(はや)川(かわ)先生は俺の質問にそう答えたが、さらに言葉を続けた。

			「極端なことを言ってしまえば、我々は、君たちがアースで２、３人ほど退場しても、そこまで困るわけではない。むしろ、君たちの親御さんからは、感謝の言葉を貰(もら)うくらいだ」

			「そうですか」

			　今の発言は、つい最近の実体験なのだろう。

			　仙(せん)道(どう)たちは失うものも多かったが、これからは俺たちのように、社会から疎(うと)まれることもないんだからな。

			　アフターケアさえしっかりしていれば、仙(せん)道(どう)たちの親は大喜びだ。

			　そして、それは俺たちの親も同様だろう。

			　だからといって、俺たちは簡単にアースで死んだりなんてしない。

			　周囲の人間から見ればメリットでも、当人にとってはデメリットなのだから、仕方がない。

			「しかし、できることなら私は、君たちにいなくなってほしくない、とも思っている」

			「事後処理がメンドウだからですか？」

			「違う。私は異能開発局に雇われた身である前に、教師であるという自覚を持っているからだ」

			「……へえ」

			　俺は今まで、早(はや)川(かわ)先生を少し侮(あなど)っていたようだ。

			　どうせこの人も、仕事で俺たちの子守りをしているのだろうと思っていた。けど、生徒のことを、案外気にしてくれていたんだな。

			　こんな先生が俺の中学時代にもいてくれたら、今頃はもう少しまともな高校生になれていたかもしれない。

			「わかりました。不本意ではありますが、俺たちもレイドに加入します」

			「そうか。だったら私も安心だ」

			　早(はや)川(かわ)先生は、優しい微(び)笑(しよう)を顔に浮かべた。

			「さて、それではまた明日、朝のホームルームで会おう、生徒諸君」

			　こうして俺たちはレイドを組むことになり、夕食兼会合を終えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日、俺たちはいつも通り、アースへとやってきた。

			そして、クレールを迎えに墓地へ足を踏(ふ)み入れると、彼女は勢いよく姿を現した。

			「おおおぉぉー！　シン殿ー！　会いたかったぞぉぉぉぉ！」

			「お、おう。待たせたな」

			　なんというか、ご主人様の姿を見つけた犬が、喜びのあまり尻尾(しつぽ)を振る様子が連想される。

			　この姿を見るのも初めてではないから、そこまで驚くこともないけど……。

			「……前も思ったが、ずいぶん嬉(うれ)しそうだな」

			「そ、そんなことはないぞ。まあ、２週間もほったらかしにされるのはちょっと寂(さび)しいが」

			　一度地球に戻ると、どうしても10時間以上は間が空く。

			　その結果、こちらでは10日以上経過してしまう。

			　しかし、そのことはクレールも了承済みだし、すでに７００年も生きているんだから、２週間なんて大したことないと思うんだけどなぁ。

			「だが、もしも貴様が我に申し訳ないと思う気持ちがあるのならば、その気持ちを形にして受け取る準備が、我にはあるぞ」

			　多分催(さい)促(そく)されるんじゃないかと思っていたので、俺は死(し)霊(りよう)装備を全身に着込んでいた。

			「あーはいはい。『ヒール』」

			　なにかを期待している様子で見つめてくるクレールに、ヒールを唱(とな)えた。

			「んっ…………やはり貴様のデスヒールは最高だな」

			「そりゃどうも」

			　クレールは俺のヒールを受け、恍(こう)惚(こつ)とした表情をしながら賛辞の声をあげた。

			　待たせてしまった分、俺は彼女にありったけのヒールをかける。

			「ふぅ……じゃあ、そろそろ町に戻るぞ」

			　それなりの量のヒールをクレールにかけた俺は、墓地を出るべく歩き始める。

			　ミナたちも、俺たちに続くようにして歩き始めた。

			「……ああ……そうだ、お前に一つ頼みがある」

			　俺は他のメンバーが離れた位置にいることを確認し、小声で話せるようクレールに近づく。

			「頼み？　いったいなんだ？」

			「……これはもしもの話なんだが……もしも俺の身になにかが起こった場合、ミナたちを安全なところに行くまで守ってやってくれないか？」

			「なにか、とはなんだ？」

			「なにかは、なにかだ。たとえば、俺がお前たちとはぐれたり……死んだりしたらって話だ」

			　はぐれるという可能性は非常に低い。

			　俺は常に、味方との距離を考えて動いているからな。

			　また、俺が死ぬということもまずありえない。

			　自(うぬ)惚(ぼ)れかもしれないけれど、よほどの不意打ちでない限り、俺は死なない。

			　正面から戦って負ける可能性がある人間は、この世界では10人にも満たないだろう。

			「……そのなにかとやらは、起こりうることなのか？」　

			「まずないだろうが、念のためだ。ちなみに、お前になら安心して仲間を預けられると思ったからこそ、俺はこんなお願いをしているんだぞ」

			「そ、そうか、ならばしょうがない。他でもない貴様からの願いだ。我に任せるといい」

			「ありがとうな」

			　俺がクレールをおだてるようにして頼みこむと、彼女は満更でもないというようなドヤ顔をしながら了承した。

			　失礼だが……こいつチョロいな。

			　褒(ほ)めれば、たいていのことはやってくれそうなチョロさがある。

			　将来が心配になる子だ。

			　すでに７００年も生きているんだから、将来もなにもって感じだが。

			「ただ、場合にもよるんだが、俺たちに危害を加えようとしてきた人間は、できるだけ生け捕りにする方向でいきたい」

			「わかっている。そもそも我は無(む)闇(やみ)な殺(せつ)生(しよう)を好まん。それに、地球人の都合からしても、我が出しゃばるのは良くないだろう」

			　ミナたちとは別の意味でクレールを心配しつつ、もしもの可能性が起きた場合についてを軽く話した。

			　こうして俺は、心のなかに残っていた憂(うれ)いを解消し、みんなと一緒に町へと引き返した。

		

	
		
			　

			20　束の間のレイドパーティー

			　

			　レイドパーティー、あるいは単にレイドと呼ぶそれは、簡単に言ってしまえば、パーティープレイの規(き)模(ぼ)を拡大した組織である。

			『クロスクロニクルオンライン』では、１パーティーを５人、そして１レイドを10～30人として規定していた。

			　俺たちが今いる異世界(アース)でも、地球人(プレイヤー)はそのルールに縛(しば)られている。

			　なので、レイドを組むなら10人以上でないといけないわけだ。

			「これが１年２組の主戦力か」

			「まあ、そうなるね」

			　ユミが俺に相(あい)槌(づち)を打つ。

			　始まりの町のすぐ近くにある、のどかな草原へと俺たちは来ていた。

			　ここには、俺とミナ、サクヤ、フィル、クレールの５人パーティーと、ユミやマイがいる５人パーティー、氷(ひ)室(むろ)とかがいる５人パーティー、それに他１名の計16人が立っている。

			　フィルとクレールを除いたメンバー14人は１年２組の生徒であり、レべリングを積極的にこなす戦闘系の連中だ。

			　この14人が、１年２組の総戦力と見てもいい。

			　俺たち以外の２組生徒は、生産系だったり、別の道を模(も)索(さく)していたりする。

			　そいつらは軒並みレベルが低く、戦闘能力も皆(かい)無(む)だ。

			　ゆえに、戦力として数えることはできず、今回のレイドにも参加していない。

			「でも、16人でこれからも動き続けるっていうのは、ちょっとキツイな」

			「しょうがないよ。20人いれば話は別だったけど」

			　俺とユミはそこで、軽くため息をついた。

			　レイドは、最低10人からシステム的に組むことが可能となり、ＭＯＢを倒した際、経験値が均等に分配されるようになる。

			　最低10人。つまり16人では、どうあがいても１レイドしか作れない。

			　また、この状態では人数が多すぎて、レべリングの効率もイマイチだろう。

			「お喋(しやべ)りしてるとこ悪いんだけど、モンスターがこっち来てるから、気をつけなさいよ」

			　と、そこでミナが、俺とユミに注意を促(うなが)してきた。

			　結果がわかりきっている無駄話も、この辺で切り上げよう。

			「……効率については諦(あきら)めるしかない、か」

			「うん。今は安全第一で行動しよう」

			　俺とユミは、他のレイドメンバーと一緒に狩りをするべく、武器を構えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うーん……予想してたとはいえ、これじゃあなぁ……」

			　狩りを始めてから１時間ほどが経過した頃。俺は眉(み)間(けん)にしわを寄せ、レべリングの途中経過を振り返った。

			　結論からいって、俺はかなり暇(ひま)だった。

			　やっぱり、16人で戦闘をすると、どうしても人員に余裕が生まれてしまう。

			　始まりの町近辺でなければ、レイドクラスでも歯ごたえのある狩場はあるだろう。けれど、この辺では、パーティークラスで十分対応できるＭＯＢの群れしか出てこない。

			　さらに言うなら、俺はレイドのなかでも高いレベルであり、なおかつ一緒に戦いづらい特性を、いくつも持ち合わせている。

			　俺は回復魔法で攻撃し、回復魔法でダメージを負うタンクだ。

			　回復魔法で攻撃するという点については、集団戦において問題はない。

			　だが、タンクが回復魔法でダメージを負うという点については、大きな問題を抱えている。

			　なぜならそれは、自力で治す以外の回復手段がなく、俺以外の回復職が持つ範囲回復魔法を殺してしまうことに他ならないからだ。

			　範囲回復魔法は、傷ついた前衛をまとめて癒(いや)すのに絶大な効果を発揮する。しかし、傷ついた前衛のなかにタンクである俺が混じっていたら、迂(う)闊(かつ)に範囲回復魔法なんて打てなくなる。

			　正直言って、ヒーラーが複数人いる状態での俺は、邪魔以外の何物でもない。

			　いずれ、２組にいるヒーラーのプレイヤースキルが高くなれば、そんな俺に対応した動きもできるようになるだろう。でも、現時点では、俺があいつらに合わせるしかない。

			　そういうわけで、俺はタンクとして動くことよりも、常に味方ヒーラーと距離を取ることに専念していた。

			　でも、そんな動きをしてまともなタンクができるわけもなかった。狩りを始めてから30分ほど経過した頃から、俺はレイドから浮いた存在となった。

			　そうして俺は、クレールと一緒に、みんなが戦う様を眺めているしかなくなったのである。

			「暇(ひま)そうだね、シン様」

			「ああ、まあな」

			　ここで俺がやれることと言ったら、せいぜいみんなの邪魔にならないよう動くことだけだ。

			　ちなみに、前衛にいるミナやフィルは、死(し)霊(りよう)装備を身に着けていない。彼女たちは、俺以外のヒーラーから回復魔法を受けられるようにしたほうが、上手く機能するからな。

			　アイテムを使って自力の回復を行うという手段も行えるし、こういう場合は、死(し)霊(りよう)装備を身に着けないのが正解だろう。

			　クレールは戦闘に参加しないし、サクヤは、なぜか今も死(し)霊(りよう)装備を身に着けているものの、基本的にダメージを受けることがない後衛にいる。

			　そんなわけで、俺はタンクとしてもヒーラーとしても、お払い箱寸前の状態だ。

			　レイドを組んでいる以上、経験値が自動的に入ってくるけれど、それも大した量ではない。

			　もう俺とクレールだけレイドから外れようかな。

			　でも、それだと早(はや)川(かわ)先生の指示を無視することになる。

			　どうするか。

			「おい！　一(いち)之(の)瀬(せ)！　なにサボってんだよ！」

			　俺がそんなことを考えていると、レイドメンバーの１人が怒(ど)鳴(な)り声を上げてきた。

			　声を張り上げたのは……ナバタか。

			「やる気がないならレイドから出てけよ！　経験値を稼(かせ)ぐのも大変なんだぞ！」

			　だいぶ苛(いら)立(だ)っている様子だ。

			　まあ、こんなに怒るのも、わからなくはない。

			　頑張っているメンバーとサボっているメンバーがレイド内にいたとして、ＭＯＢを倒した際に得られる経験値は、どちらのメンバーも同じなのだから。

			　頑張ってるほうのメンバーからしたら、たまったもんじゃない。

			　そしてナバタは、どちらかというと頑張っているほうのメンバーだ。

			　こいつは、俺たちについてこられるだけのレベルを有している。もともと、仙(せん)道(どう)たちと組んでいて、レべリングも積極的に行っていたらしい。

			　また、仙(せん)道(どう)たちがやられたその日は、ナバタは体調不良でアースに来ていなかった。

			　おそらく、ナバタは仙(せん)道(どう)たちのことを、誰よりも引きずっている。

			　そのせいで今日のレべリングに熱を入れているのだとしたら、サボっているメンバーがいるというのは、見過ごせるはずもないだろう。

			「でもなぁ……」

			　俺だって、好きでサボっているわけじゃあない。

			　こうしているしかないのにも事情がある。

			「シン殿」

			「……なんだ？」

			「わざわざ、我らが集団で動く意味はあるのか？」

			「…………」

			　クレールの言う通りかもしれない。

			　傍(はた)から見たら、俺たちはレイドに寄生して、楽々と経験値を得ているクソヤロウだ。

			　そんな誤解を受けても仕方がない状態を、我慢して維持するというのはバカ過ぎる。

			「……そうだな」

			　クレールの後押しを受け、俺は結論を出した。

			「やっぱりレイドから抜けることにする」

			　実際、俺は役に立っていないのだから、もうこのレイドから外れたほうがいい。

			　今の俺たちに適した狩場があればよかったんだが、始まりの町周辺にはそれがない。

			　だったら、レイドに貢(こう)献(けん)していない俺とクレールは、別のところで狩りをしたほうが、効率的にも精神衛生的にもマシというものだ。

			「ちょ、ちょっと待ちなさいよ！　早(はや)川(かわ)先生からは、団体行動を心がけるようにって言われてるじゃない！　それはどうするのよ！」

			　ミナが突然声を荒らげ、近づいてきた。

			　どうやら、俺たちの会話が聞こえていたらしい。

			「そうだな……まあ、話せばわかってくれるんじゃないか？」

			「話せばわかるって、あなたねぇ……」

			　ミナは苦々しい表情をして俺を見つめてくる。

			　でも、これがもっとも穏(おん)便(びん)な落としどころだ。

			　俺は、自分の居場所がないという空気に耐えられない。

			　早(はや)川(かわ)先生には悪いけど、俺の気持ちをなんとか理解してもらおう。

			「１人や２人減ったくらいなら、レイドとして支障をきたすこともないだろ。俺とクレールは他の場所で狩りをするから、帰るときは連絡してくれ。それでいいよな、ナバタ？」

			「え？　あ、ああ、お前がそうするっていうなら、俺は止めないけど……」

			　ナバタは視線を逸らし、自信なさげに肯定した。

			　もしかしたら、自分が俺たちを追い出しているという構図に思えて、気が引けているのかもしれないな。

			「勘違いするなよ、ナバタ」

			　なので俺は、少し余計なことを言うことにした。

			「お前にとやかく言われたから出ていくわけじゃない。俺は、このレイドにいるとレべリングの効率が悪いから出ていくんだ」

			「で、でも２人だけって、それはちょっと危なすぎなんじゃ――」

			「……俺は、お前が思っているほど弱くない。仙(せん)道(どう)たちとは違う」

			「そ、そうかよ！　だったらどこにでも勝手に行けよ！」

			　俺の発言が気に入らなかったのか、ナバタは怒(ど)鳴(な)りながら背を向け、ユミたちのほうへと歩いていった。

			　ナバタが怒るのも当然だ。

			　今のあいつにとって、仙(せん)道(どう)たちの話は非常にデリケートなものなのだから。

			「まあ……しょうがない、か」

			　あまりスマートなやり方じゃない。

			　けど、これでナバタは、俺たちのことで変に気負うこともないだろう。

			　クラスメイトから嫌われるのはイヤだが、こういうやり方しか、俺は知らない。

			　つくづく、自分はコミュ障だと思い知らされる。

			　そんなことを思いながら、俺もナバタに背を向けて歩き出した。

			「ちょっと待ちなさい、シン」

			　背後からミナの声が聞こえてきた。

			「……なんだ。引き留めても無駄だぞ？」

			「そういうことじゃないわ。みんなに説明する時間がほしいから、少しだけ待っててほしいのよ」

			　……つまり、ミナもついてくるってことか？

			「なによ、その微妙な表情は」

			「いや、でも安全面を考(こう)慮(りよ)すると、ミナはクラスのみんなといたほうが良いんじゃないか？」

			「勝手な行動をしようとしているあなたが、安全面を気にしても説得力ないわね」

			　痛いところを突かれたな。

			　確かに、今の俺が安全面だのなんだのとは言える立場じゃない。

			「あと、私だけじゃなくてサクヤやフィルちゃんもついてくるわよ」

			「そうだよ！　シン様のいるところには常に私アリだよ！　シン様がレイドを抜けるなら、私も抜けるよ！」

			「オレも……もともとはシンさんの手伝いで来たから……置いてかれるのは困る……ります」

			　サクヤとフィルも、俺についてくるようだ。

			「それと、これから５人で先生のところに行って、きちんと許可を貰(もら)いましょ」

			「……本気でついてくるつもりか？　レイドで動かないと危険かもしれないぞ？」

			「私たちが危険になったら、あなたが守ってくれるんでしょ？　だったら問題ないわよ」

			　どうやらミナは、俺が食堂で宣言した内容を覚えていたようだ。

			「はぁ……わかった」

			　あのときのことを持ち出されては、俺に彼女たちを思いとどまらせることなどできない。

			　俺は大きくため息をつき、それと同時に自分の負った重責を思い、気を引き締めた。

			　こうして俺は、クレール、ミナ、サクヤ、フィルを引き連れ、始まりの町へと戻った。

			　そして早(はや)川(かわ)先生に事情を説明した結果、俺たちは特例としてパーティー単位での行動を許可された。

			　このとき、早(はや)川(かわ)先生は浮かない表情をしていたけど……しょうがないよな。

		

	
		
			　

			21　待ち伏せ

			　

			　俺たちはレイドから外れて、再び５人となった。

			　そして、地下迷宮の探索を再開することにした。

			　ユミやマイと組んでいた頃とは違い、今は盗(とう)賊(ぞく)職のフィルがいるため、効率良く金を稼ぐことができる。

			　さらに、変なトラップにも引っかかりにくいことから、ここでレべリングをするのが、一番俺たちに合っていると言える。

			　そういうわけで、俺たちはしばらくの間、地下迷宮をメインにして活動していた。

			「今日も来たか。精が出るね」

			「それほどでもない」

			　地下迷宮へと続く洞窟の入り口に佇(たたず)んでいる門番役の調査員とも、もはや顔見知りの仲だ。

			　いつも同じ人が立っているわけではなく、近くの小屋に住み込み、数人がかりでローテーションを組んでいるらしい。そのため、迷宮に足しげく通っているうちに、俺はその人たちの顔を覚えた。

			　彼らから話を聞く限りでは、ここで門番をしている人たちのレベルは、全員80を超えているらしい。

			　早(はや)川(かわ)先生より上のレベルとか、俺たちのはるか先を進んでいるな。

			　でも、調査員のなかでも指折りの実力者たちが門番をする必要はあるのだろうか。

			「それじゃあ、いつも通りアイテムボックスを開いて」

			　また、このやりとりの意味も、俺にはわからない。

			　でも、俺は言われた通り門番に向かってアイテムボックスを開く。空間にひずみが生まれるという現象しか起こらないけれど、これを俺たち１人１人にやらせる理由は、なんなのだろうか。

			「いつも悪いね。でも、これは規則なんだ」

			　規則。門番はそう言うだけで、このやりとりの意味を教えてくれない。

			　まあ、ただメンドウというだけで、別に困ることはない。秘密にしておきたいことがあるのなら、無理に聞き出すことでもないな。

			「よし、オーケーだ。それじゃあ十分に気をつけて探索をするんだよ」

			　そんないつものやりとりをしたあと、俺たちは門番と別れて地下迷宮へと潜っていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ここ最近、地下迷宮のなかでは、地球人(プレイヤー)の姿を全然見かけなくなっていた。

			　おそらくこれは、パーティー単位で動かなくなったことの弊(へい)害(がい)だろう。

			　人数が多いと、狭(せま)い迷宮内部での戦闘はやりにくいからな。

			　だが、今日は違った。

			　ユグドラシル地下19階層に到達した俺たちは、そこで奇妙な集団と遭遇(エンカウント)した。

			　１年１組に所属するザイールたちのパーティーだ。

			　あいつらもパーティー単位で行動してたのか。

			「……久しぶりだな」

			「……おう」

			　迷宮内部でこいつらと会ったのは、地下10階層の開通工事の手伝い以外では初めてだ。

			　あまり会いたくなかった連中だが、偶然じゃあ仕方がない。

			「先、行かせてもらうぞ」

			「勝手にしな」

			　ザイールたちは、少し広めの場所に腰を下ろして休んでいる。そんな奴らの前を素通りし、俺たちは迷宮の奥へと進んでいく。

			「正面に敵。コボルト２匹」

			　数分後、通路の先にいるフィルから敵出現の報告がなされた。

			　敵は、犬のような頭部を持った人型ＭＯＢのコボルトであるようだ。剣と鎧(よろい)で武装している敵なので、なかなか手ごわい。気を引き締めよう。

			　俺は盾(たて)を構え直して、戦闘準備に入る。

			「『フレイムアロー』！」

			　現れたコボルトのうち、俺から見て右のほうに、サクヤの魔法が直撃する。

			「『ヒール』」

			　それを確認した俺は、続けざまにヒールを当て、敵の視線をこちらに向けさせた。

			　本来なら最初の一撃を当てるのは俺の役目だ。でも、今回は敵の数が少ない。だったら、遠距離かつ高火力の攻撃が可能なサクヤが先手を打つほうが良い。こうすることで、戦闘時間を短縮できるからな。

			「シッ」

			　フィルが負傷しているほうの敵へ『スタンスラッシュ』を放つ。

			　それによって、敵の動きが一瞬止まった。

			「『パワースラッシュ』！」

			　そこへすかさず、ミナがトドメの一撃をぶち当てた。

			　１匹のコボルトは煙(けむり)と化し、敵はあと１匹となった。

			　俺は残ったＭＯＢに視線を向ける。

			　……その瞬間、予想外の攻撃が俺たちを襲った。

			「！　きゃぁ!?」

			「!?」

			　背後から悲鳴が聞こえてきたので、俺は振り返る。

			　サクヤが弓矢をくらって、肩から血を流していた。

			「…………」

			　この階層で弓矢を使ってくるＭＯＢはいない。

			　もし弓を使う奴がいるとしたら、それは――。

			「……フィル、ミナ。残りのＭＯＢはお前たち２人で頼む」

			「わ、わかったわ！」

			「……ん、りょ、了解！」

			　目の前にいるコボルトの振る剣を受け流し、俺は今来た道を逆走する。

			　フィルとミナの隣を通り過ぎた俺は、矢を引き抜いて顔を歪(ゆが)ませているサクヤのもとへ行き、彼女にヒールをかけた。

			　そして、その先にいた、とあるパーティーに向けて睨(にら)みを利かせた。

			「これはどういうことだ！　ＰＫ(プレイヤーキル)は明確な校則違反だぞ！」

			　俺はとあるパーティー……ザイールたちに怒(ど)鳴(な)り声を上げた。

			　ＰＫ(プレイヤーキル)、あるいはそれに順ずる行為は学校が禁止している。

			　これは、アースでは死に戻りという概(がい)念(ねん)がなく、アースにおける死は地球における殺人とほぼ同義であるためだ。

			　倫(りん)理(り)的にも学校運営的にも好ましくないという理由から、ＰＫ(プレイヤーキル)は、たとえ未遂であっても、正当な理由がなければ絶対にしてはならないとされている。

			　なので、ザイールたちの行為は、当然許されるものではない。

			　俺たちが証拠を持って訴(うつた)えれば、最悪、こいつらにはアカウント処分に加えて退学という処置が下される。

			「校則違反？　なにそれ？」

			「お前、ここがどこだかわかってんの？　外との連絡もできない地下迷宮だぜ？」

			「ここでなにをしようが外にはバレない。目撃者さえ消しちまえば、な」

			「な……」

			　ザイールたちの言葉を聞いて、俺は絶句した。

			　こいつらは、俺たちを今ここで抹(まつ)殺(さつ)するつもりか。

			「なんでそんなことをする！　お前たちの目的はなんだ！」

			「目的？　そんなの決まってるじゃねえか」

			「単にお前らが気に入らないだけだよ。２組のくせに１組の俺らよりレベル高いとか、生意気なんだよ」

			「俺たちの邪魔にならないよう歩けって、言ったよな？　忠告無視しやがって。マジ死ねよ」

			　ザイールたちは、次々に自分勝手な理由を言いだす。

			　俺は歯をギリッと噛み締めた。

			「……そんなことのために俺たちを？」

			「お前らさえいなければ、俺らは１年のトップになれたはずなんだ……そうなれば、きっと俺らのことも重宝してくれたはずなんだ……」

			「…………？」

			　重宝？

			　いったいどういう意味だろうか。

			　こんなことをしでかすだけでなく、校則などに反感を抱いているこいつらが、学校側に重宝されたがっているとは思えない。

			「おい！　お前たちの裏には誰がいる！　答えろ！」

			「……ふん、誰が教えるかよ」

			　ザイールは肩をすくめ、取り巻き連中とともに、横にあった通路のほうへと走っていった。

			　逃げた、というわけではないのだろう。

			　おそらくあいつらは、俺たちが再びＭＯＢと戦い、スキを見せるのを待っているんだ。

			　ここは地下19階層。

			　地上に出るには、転移魔法陣のある地下10階層まで上がらなくてはならない。

			　そこにたどり着くまで、あいつらは俺たちを執(しつ)拗(よう)に追い回す腹積もりか。

			　なら、仕方がない。ここで一度あいつらを叩いておき、地上へ戻ったら教員に引き渡そう。

			「サクヤ、その矢は証拠になるかもしれない。捨てずに持っておけ」

			「あ、うん、わかった」

			　ここで起きたＰＫ(プレイヤーキル)未遂を証明する物的証拠としては少し弱いが、ないよりはマシだろう。

			　俺はサクヤが血のついた矢をアイテムボックスに入れるのを確認して、次にクレールのほうを向いた。

			「クレール。少しの間、パーティーメンバーを任せてもいいか？」

			「？　それはどういうことだ？」

			「俺は今逃げた奴らを懲(こ)らしめに行ってくる。すぐに終わらせるから、それまでここで待機していてほしいんだ」

			「ふむ、そういうことか……あいわかった。任せろ」

			　俺はクレールのほうを見て頷くと、装備を変更した。

			　ついでに、アイテムボックスの中身のほとんどをミナたちに渡す。ザイールたちを大人しくさせるには、必要な処置だからな。

			　準備を終えた俺は、すぐさまザイールたちを追いかけた。

			　おそらく、ザイールたちは俺たちがスキを見せないと現れないだろう。

			　だから、今回俺はあえて１人で行動するという愚を犯し、あいつらを釣る作戦に出た。

			「……１人で俺らをどうにかできると思ってんのか？　てめえ」

			　すると、案の定と言うべきか、ザイールたちがニヤケ面で俺の前に姿を現した。

			「ああ、まあな」

			　そこは、あいつらが休んでいた少し広めの場所。

			　戦うにはもってこいの広さだ。

			「お前が強いってことは、悔しいけど認めてやるよ。でもな……５対１で勝てるわけないだろ、《ビルドエラー》」

			「ホント……どこまで俺らを舐(な)めれば気が済むんだろうねぇ」

			「大した異能(アビリテイ)も持ってない奴が、調子付きやがって」

			　ザイールたちは１人で来た俺を見て口々にそう言い、持っている武器を構え始めた。

		

	
		
			[image: 09.jpg]
		

	
		
			　パーティー構成は戦士、剣士、弓兵、盗(とう)賊(ぞく)、僧(そう)侶(りよ)。

			　弓兵と僧(そう)侶(りよ)が後衛の位置にいるが、少し走れば射程圏内だな。

			「１人で来たことを後悔させてやるぜえ！！！」

			　俺が距離を測っていると、戦士、剣士、盗(とう)賊(ぞく)がこちらに向けて走りだした。

			　それを見て、俺も前に走り始める。

			「！」

			　奥にいた弓兵が、俺に矢を放ってきた。

			　俺はそれを、手に持った盾(たて)で軽く弾く。

			「おら、くらえ！　『パワースラッシュ』！」

			「『ベノムスラッシュ』！」

			　また、剣士と盗(とう)賊(ぞく)がスキルを使用しながら斬りかかってくる。

			　だが、それは俺が毎日のように見ているスキルだ。予備動作の段階から、どのような軌(き)道(どう)で刀身が振られるか予想がつく。

			　俺は、目の前に迫った２人の攻撃を難なく避けた。

			　そして俺は、ザイールたち５人を射程に収め、一つの魔法スキルを唱(とな)えた。

			「『ヒーリング』！」

			「……ぐあっ!?」

			「がっ……は!?」

			「ど、どうし……て……」

			　すると、ザイールたちは驚(きよう)愕(がく)といった表情を顔に浮かばせ、バタバタと倒れていった。

			　アースにおける範囲回復魔法の『ヒーリング』は、敵味方関係なく周囲の生き物すべてに『ヒール』がかかる。

			　だが、俺が使うと、死(し)霊(りよう)装備をつけたミナたちや不死族であるクレール以外、つまり、周囲にいる敵全員へダメージヒールをお見舞いすることができるので、かなり便利な魔法だ。

			　しかも、攻撃魔法と違って回復魔法は、魔法そのものを無効化する以外に防ぐ術(すべ)がない。

			　射程に入り、対象とする相手の位置を視認できさえすれば、問答無用で味方及び敵に当てることができる。

			　驚異的と言っていい性能だ。

			　そんな回復魔法を俺が放った結果、ザイールたちは一撃で瀕(ひん)死(し)の状態にまでＨＰを減らし、倒れ込んだのだ。

			　あいつらのレベルを予想して、おおよそのＨＰ量を割り出し、こうなるようＭＮＤを調整した結果だが、ここまであっさり勝負が終わってしまうとはな。

			「……さて、それじゃあそこの僧(そう)侶(りよ)には、これから俺のアイテムボックスに入ってもらおう。反論は許さない」

			　最初の目的が達成されたので、俺は次に、人質を要求した。こいつらを地上まで連行するためだ。

			　俺たち地球人(プレイヤー)は全員、『アイテムボックス』という空間魔法が使用できる。

			　これはＭＰ消費０で、いつでもどこでも空間の切れ目からアイテムを取り出せるという便利魔法だが、このアイテムボックスは人の運(うん)搬(ぱん)も可能だ。

			　ただし、人間の重量はかなりあるため、俺のアイテムボックスにはせいぜい１人しか入ることができなかったりする。

			　ちなみにアイテムボックスの中身は、使用者のＨＰが０になって３００秒の猶(ゆう)予(よ)期間が過ぎると、周囲にばら撒(ま)かれるらしい。

			　なので、アイテムボックスのなかに入ったからといって、永遠に閉じ込められるということはないのだろう。

			　というわけで、俺は唯(ゆい)一(いつ)、回復魔法を扱(あつか)える僧(そう)侶(りよ)の男のほうを向き、そいつの挙動に十分注意しつつ、アイテムボックスに入るよう指示した。

			　僧(そう)侶(りよ)さえいなければ、ザイールたちが外へ戻るためには俺を頼るしかない。

			　もちろん、回復剤なんて飲ませないように手を拘(こう)束(そく)したうえでの話だ。

			「ほら、早く入――」

			　俺が僧(そう)侶(りよ)の男の前でアイテムボックスを開いたその瞬間、ちょっとした違和感を覚えた。

			　確か、前にこいつらと会ったときは戦士、剣士、盗(とう)賊(ぞく)、僧(そう)侶(りよ)、それに魔術師というパーティー構成ではなかったか。

			　だとしたら、今ここにいる弓兵は魔術師――『念動力』の異能(アビリテイ)を使う細身の男と、メンバーチェンジしたことになる。

			　俺たちも、ちょくちょくパーティーメンバーを替えたりはしたけど、こいつらもここ最近、なにかしらの理由からメンバーが替わったということか。

			　別に大したことではないだろう。メンバーが違うことに、深い意味などない。

			　そう思い直して、俺は再び僧(そう)侶(りよ)の男へ命令を下す。

			「聞こえないのか？　早くアイテムボ――ッ!?」

			　しかし、そこで俺は目を見開いた。

			　俺の体が宙に浮いていたからだ。

			　誰かの手によって無理矢理浮かされているというようなこの感覚は、以前にも一度味わったことがある。

			「ひ、ひひ……俺たちを甘く見やがったな……」

			「…………」

			　後ろを振り向くと、そこには『念動力』を使う細身の男が立っていた。

			　どういうことだ。

			　さっきまでこいつがいた気配なんて、まるでなかったというのに。

			　そんな疑問を抱いた瞬間、俺は自分の想定していなかった、とある可能性を頭に浮かべた。

			「……お前、仲間のアイテムボックスに潜(ひそ)んでいやがったな？」

			「ご名答……俺たちは６人で行動していたのさ」

			「へえ」

			　なんて無駄なことを。

			　それは通常なら、あまり意味のない行動だ。

			　こんなことをするくらいなら、少しでも多くの回復剤をアイテムボックスに詰めたほうが理にかなっている。

			　……いや、待て。

			　そういえば、こいつらのなかには『圧(あつ)縮(しゆく)』とかいう異能(アビリテイ)を持つ奴がいたな。

			　もしかしたら、そいつのおかげでアイテムボックスの容量を節約できているのかもしれない。

			　まあ、だとしても、アイテムボックスのなかに人を入れておくなどという行動が無駄であるという判断に、変わりはない。

			　けれど、俺から見れば無駄としか言いようがない行動は、予想外の罠(わな)として機能した。

			　アイテムボックスを奇襲に使うだなんて、俺には想像できなかった。

			　……もしかして、地下迷宮の入り口に立っている門番がアイテムボックスを開けと言ったのは、こういった事態を危(き)惧(ぐ)してのことだったのか？

			　アイテムボックスを開いた状態なら、そのなかに人がいるかどうかを検査できるのだろう。

			　でも、そうすると、ザイールたちはどうやって６人で迷宮に入ったんだ？

			　レイドが組める10人以上ではなく、パーティーの上限である５人以下でもないという中途半端な人数で入ろうとしたら、門番に不(ふ)審(しん)な目を向けられてもおかしくない。

			　アイテムボックスに伏兵を潜(ひそ)ませるにしても、門番の目は誤(ご)魔(ま)化(か)せないはずだ。

			　そして、そんな状態で俺たちにＰＫ(プレイヤーキル)を仕掛けてきた。

			　ありえない。

			　学校の規則を破ってＰＫ(プレイヤーキル)を行った時点で、ザイールたちは愚(おろ)かとしか言いようがない。

			　けれど、先生たちから疑いの目を持たれるようなことをするほどまでに、愚(おろ)かなのだろうか。

			　マーニャンの異能(アビリテイ)は秘(ひ)匿(とく)されているらしいから、こいつらは自分たちが黙(だま)っていれば、ＰＫ(プレイヤーキル)をしたことなんてバレないと思っているはずだ。

			　でも、自分たちに疑惑が残るような行動をして、問題ないなどと思うだろうか。

			　門番がいるため、地下迷宮に入る人間の身元は割れており、なおかつ今は迷宮探索を行う生徒も少ない。そういった状況下で、こんな問題行動がばれないと思うほど浅はかなのだろうか。

			　……そんなわけがない。ザイールたちでも、それくらいのことに気が回らないはずがない。

			　しかし、実際にこうしてＰＫ(プレイヤーキル)をしかけてきた。どういうことなんだ。

			　ザイールたちがなにを考えているのか、さっぱり読めない。

			　まあ、とりあえず、このことについては後で考えよう。

			「おらよ！」

			　細身の男の異能(アビリテイ)によって、俺の体は地面に向けて勢いよく飛ばされる。

			　だが、そんなことをされても、今の俺は冷静だった。

			「……ふん」

			　その程度の異能(アビリテイ)を使ったところで、なんだという話だ。

			　地球にいたときでさえ、マトモなダメージを貰(もら)わなかった。

			　レスポンスが速くて丈夫な体を持つアースでなら、もっと上手く捌(さば)けるぞ。

			　俺は投げ飛ばされながらもそう思い、足が下になるようバランスをとって着地――。

			「え？」

			　――一瞬の出来事だった。

			　突然、足場が崩れ、床がなくなった。そして俺は、そのまま下へと落ちていく。

			　トラップ。

			　俺は、これが下の階へと強制的に落とされる、『落とし穴トラップ』であると瞬時に理解した。

			「死ねよ、ばーか。ひはははははははは！」

			　細身の男が俺に向かってそう言った。

			　足場を失ってしまった俺は為す術(すべ)なく、穴の底に落ちていく。

			　……ふざけやがって。

			　おそらく、あいつらは落とし穴トラップがあることを知っていて戦ったんだ。

			　もしものときの保険として、俺を罠(わな)にはめるために、あえてあの場で戦っていたんだ。

			　ふざけやがってふざけやがってふざけやがって。

			「ぐっ……！」

			　ザイールたちにまんまとやられた俺は、地下19階層の下、地下20階層の地面へ着地する。

			　落下の衝(しよう)撃(げき)は相当なものだったが、ＶＩＴの高い俺には大したダメージもない。

			　自分のＨＰバーを見ながらそれを確認し、上を見た。

			「……ちっ」

			　俺が落ちた穴は、役目を終えたと言わんばかりに縮小していき、ただの岩肌に変化した。

			　これで天井からは出られない、か。

			　状況を把(は)握(あく)するため、周囲を見渡す。俺が今いる大きな部屋には、２つの扉があった。

			　また、部屋の中央には、なにやら馬鹿でかい生き物が鎮(ちん)座(ざ)している。

			「レイドボス……か」

			　その生物――キングコボルトは、俺のほうへ赤い目を向けると、犬のような口からよだれを垂らしつつ立ち上がる。

			　手には全長５メートルはありそうな大剣と大盾、体には黒い鎧(よろい)が装着されており、明らかに通常のＭＯＢとは違う雰囲気を醸(かも)し出していた。

			「ふざけやがって……」

			　あれは間違いなくレイドボスだ。

			　階層から考えてみても、それは確実。

			　つまり俺は、たった１人でレイドボスの前に立っているということになる。

			　地下10階層のレイドボスは、10人の力を合わせて、ギリギリ倒せた。そんなレイドボスを上回る敵と、俺は１人で対(たい)峙(じ)している。

			　普通に考えれば、詰みの状況だ。

			　レイドボスを単騎で撃(げき)破(は)するなど、夢のまた夢。

			　孤独なプレイヤーは、レイドボスを前にして蹂(じゆう)躙(りん)されるのを待つことしかできない。

			　しかし。

			　しかしだ。

			　そんな目の前の敵は、俺にとってどうでもよかった。

			「今はお前の相手をしている暇(ひま)なんてないんだよ！！！　ふざけやがって！！！！！」

			　地下19階層に置き去りとなったミナたちのところへ向かうため、俺は事態の収(しゆう)拾(しゆう)にとりかかった。

			　これは、もはやゲームではない。

			　俺を否定し続けてきた、ただの現実。

			　

			　この日、俺は自らの持つ力のすべてをレイドボスにぶつけた。

		

	
		
			　

			22　ザイールたちの焦(あせ)り

			　

			　ザイール率いる６人のパーティーは焦(あせ)っていた。

			　ユグドラシル地下19階層にて、《ビルドエラー》はなんとか罠(わな)にはめることができたものの、残り４人となった少女たちを殺し損ねてしまったためだ。

			「くそっ……なんだったんだ、あれは……」

			　ザイールは地下11階層を歩きながら、先ほどの理(り)不(ふ)尽(じん)な出来事を思い出していた。

			　現在、学園内でもトップクラスのレベルである《ビルドエラー》率いる５人のパーティーは、ザイールたちにとって目(め)障(ざわ)りな存在だった。あのパーティーさえいなければ、高校１年プレイヤーのトップは自分たちだと、ザイールたちは思っていた。

			　異能者(アビリテイスト)のなかでも強力な異能(アビリテイ)を所持する自分たちは、他者よりも遥かに強かった。それは狩りの場でもスムーズに戦えることに繋がるため、レベルもトップクラスだった。

			　入学初日のコースも、もちろん24時間のＣコースを選んだ。中高生プレイヤーの誰よりも時間をかけている、という自負もある。

			　そんなザイールたちにとって、異能(アビリテイ)で劣(おと)っている、あるいはＭＭＯ初心者(ビギナー)であるはずの２組の連中が、自分たちよりも高レベルであるという事実は、許せなかった。

			　特に《ビルドエラー》は許せない。

			　あの男は回復職でありながらも、迷宮地下10階層のレイドボスを倒す際の、メインタンクを務めていたという噂(うわさ)を聞いていた。

			　レイドボスと戦った際、盾(たて)役は３人いたものの、ボスの攻撃は《ビルドエラー》がほとんど受けたのだという。

			　たった10人でレイドボスを撃(げき)破(は)したという話も信じられないが、ザイールにとっては、《ビルドエラー》の存在そのものが信じられなかった。

			　そんなことはありえない。

			　いくらなんでも出(で)鱈(たら)目(め)すぎる。

			　これには、なにか裏があるはずだ。

			　ザイールは、《ビルドエラー》がなにかしらのチート行為をしているのだと結論付けた。

			　自分たちは真面目にレべリングをしているのに、《ビルドエラー》はチートを使用してレイドボスを倒している。

			　到底許せるものではなかった。

			　なのでザイールは、《ビルドエラー》とそれに与(くみ)する仲間たちへ制裁を加えるべく、動き出した。

			　だが、一度目の制裁、冒険者ギルドでの一件では、冒険者たちの目の前でとんだ恥をかかされた。しかも、どこからかその出来事を調べ上げた教師たちに、ペナルティという名の強制労働――迷宮地下10階層の瓦(が)礫(れき)撤(てつ)去(きよ)作業を課せられてしまった。

			　それによってザイールたちのレベルは、高校１年生内で５番手、６番手という順位にまで落ち、自分たちと同じ１組の生徒たちからすらも侮(あなど)られるようになってしまった。

			　こんなことになったのは、すべてあの《ビルドエラー》と、その取り巻きのせいだ。

			《ビルドエラー》たちに憎悪の感情を抱いたザイールは、制裁ではなく抹(まつ)殺(さつ)の方向へと舵を切り始める。

			　襲撃するのにもっとも効果的な場所を検討し、最悪の場合に備えてアイテムボックスに味方を１人潜(ひそ)ませた。さらに、迷宮地下19階層にある、ボス部屋へと続く落とし穴のトラップが設置されている空間へと誘導して、ザイールたちは《ビルドエラー》に攻撃を加えた。

			　アイテムボックスを使った伏兵のアイデアと、初見殺しとしか言いようがない、しかも落ちたらボス部屋行きという理(り)不(ふ)尽(じん)極まるレアトラップの落とし穴の情報を、とある組織から仕入れることができたのは、彼らにとって僥(ぎよう)倖(こう)であった。

			　門番に気づかれることなく地下迷宮に侵入する手はずさえも、組織は整えてくれた。

			　その結果、ギリギリではあったものの、《ビルドエラー》を20階層へ落とすことに成功した。

			　これによって19階層に残った４人の少女は、盾(たて)役と回復役の両方を失った状態と言える。

			　そんな少女たちを狩るのは容易(たやす)い……はずだった。

			　しかし、それは19階層に残った１人の少女によって、覆(くつがえ)されることとなる。

			　

			「おい。シン殿をいったいどこへやった？」

			《ビルドエラー》を罠(わな)にはめ、意(い)気(き)揚(よう)々(よう)と少女たちのところへ向かったザイールたちは、そこで黄金の髪と赤い瞳(ひとみ)を持つ少女に声をかけられた。

			　その少女とは今回初めて会うものの、《ビルドエラー》の仲間であることには変わりない。

			　ザイールたちにとっては、獲(え)物(もの)の１人である。

			「ああ、あいつなら今頃、１人で下の階にいるレイドボスと戦ってるんじゃねえの？　落とし穴に落としてやったからな」

			「なに……？」

			　この少女にも自分たちの糧(かて)となってもらう。

			　トラップの情報を仕入れた集団の話によると、モンスターだけでなく人を殺すことでも経験値が手に入るのだという。

			　また、もしも上手く生け捕りにできたならば、しばらく殺さずに慰(なぐさ)み者として使うのもアリだと思い、ザイールは下(げ)卑(び)た笑みを浮かべた。

			　どうせ殺してしまえば証拠など残らない。

			　それをわかっているからこそ、彼らはアースで残(ざん)虐(ぎやく)な行為に手を染めることができた。

			「……ならば早く迎えに行かねばなるまいな」

			「そうね……こんなところでモタモタしていられないわ」

			「急がないとシン様が危ない！」

			「早くい……きましょう」

			　武器をチラつかせるザイールたちを目の前にして、少女たちに怖がる様子はない。

			　落とし穴に落ちたという《ビルドエラー》を助けに行こうと、そんな相談すらしている。

			　少女たちは、ザイールたちなど眼中になく、脅(きよう)威(い)として見ていない。

			「無視すんじゃねえよ！　オラァ！」

			　剣士職の男は怒りに震え、少女たちに向かって剣を振り下ろした。

			「邪魔だ」

			　剣による一撃を、黄金色の髪を持つ少女は指で軽く摘み、その刀身をあっさりと砕(くだ)いた。

			　さらに、剣士職の男は少女に肩を撫(な)でられる。

			「がぁっ!?」

			　すると、そこから赤い血を噴き出し、男は膝(ひざ)をついた。

			「シン殿たちに迷惑がかかるやもしれんからその程度で抑(おさ)えたが、これ以上、我の邪魔をするなら容(よう)赦(しや)はせんぞ」

			「ひっ!?」

			　手を真っ赤に染めて警告する少女を見たザイールは、恐怖で足を震わせた。

			　攻撃重視の剣士であるとはいえ、攻撃とも言えないような少女の一撃で、ＨＰを８割以上損失している。

			　それは、少女と自分たちに圧倒的な力の差があることを物語っていた。

			　ザイールたちは、目の前にいる少女が想定外の実力者であるということを受け入れるしかなかった。そして、彼女たちがその場から立ち去るのを、仲間の剣士を回復させつつも、黙(だま)って見ていた。

			　その後、ザイールたちは大急ぎで地下迷宮から脱出しようとして、上の層へと引き返した。

			　今回の件は、あの少女たちを殺しそこなったせいで、不完全な犯罪となってしまっている。

			《ビルドエラー》を殺せても、そのパーティーメンバーが生きているのでは、自分たちの犯行が明るみに出てしまう。

			　あの場に居合わせた人間はなんとしても殺さねばならなかったのだが、それはあの黄金色の髪を持つ少女がいる限り不可能。

			　本当は、まだあの場でやれることが一つだけあった。だが、ここであの男に助けを求めたら、今度こそ後がなくなる。下手をすれば、自分たちは組織に抹(まつ)殺(さつ)されてしまう。

			　今回の件で自分たちの有能さを認めてもらうはずだったのに、どうしてこうなってしまったのか。

			　ザイールは苦虫を噛み潰したかのような表情で、今回の事件を有(う)耶(や)無(む)耶(や)にするための、アリバイ工作をしようと考えていた。

			　どういうアリバイを作ればいいのかまでは考えていないが、とにかく今の状況を打開するために、ひたすら足を動かした。

			「……はぁ、やっと10階層か」

			　ザイールたちの疲労は大きく、全員が肩で息をしていた。

			　彼らの表情は暗かった。それは、このあと、地上に戻って少女たちに糾(きゆう)弾(だん)される恐れや、犯罪が発覚する不安によるところも大きかった。

			　けれど、そんな淀(よど)んだ雰囲気も、地下10階層にある大部屋に入った瞬間に吹き飛んだ。

			　驚(きよう)愕(がく)という感情によって。

			「よう。遅かったな」

			　部屋のなかには、２人の教師と、地下19階層にいるはずの少女たち。そして――地下20階層に落ちた《ビルドエラー》が立っていた。

			「な、なんで……お前が……ここに……？」

			「幽霊でも見たっていうツラだな。俺がここにいるのが、そんなに驚きか？」

			《ビルドエラー》を見て、ザイールは動(どう)揺(よう)を抑(おさ)えられない。

			　なぜなら彼らは、《ビルドエラー》は死んだと、確信していたのだから。

			「う、うそだ……どうしてお前がこんなところに……」

			「どうしてって、地下20階層のレイドボスを倒したら転移魔法陣が起動して、それに乗って俺たちは地上まで戻ってきたってだけの話だ」

			「そ、そんな……」

			　ありえない。

			　今の言葉が事実なら、ボス部屋という密室に落ちていった《ビルドエラー》は、１人で、しかも非常に短い時間でレイドボスを倒した、ということになる。

			　地下10階層の噂(うわさ)話も非常識すぎて眉(まゆ)唾(つば)物(もの)なのに、地下20階層で起きたというそれは、とても現実とは思えなかった。

			　ザイールにとっては、到底受け入れられない展開だった。

			「そして、転移魔法陣で地上に戻った俺たちは、お前たちを捕まえるために先生たちを呼んで、ここで待っていたというわけだ。もちろん、ここだけではなく、地上のほうにも人は待機している。お前たちに逃げ場はない」

			「ぐ……！」

			　逃げ場はない。

			　それは《ビルドエラー》に言われるまでもなく、ザイールも理解していた。

			　生徒だけが相手なら倒すことも不可能ではないが、自分たちより長くアースにいる教師が出張ってきては、勝ち目などない。

			　圧倒的なレベルの差、装備の差、経験の差が、厳然としてそこに存在するからだ。

			　ゆえに、負けを認めるしかない。《ビルドエラー》と教師を前にして、ザイールは降(こう)伏(ふく)するしかなかった。

			「だが、俺はこのまま終わらせる気などない」

			「？」

			「ここで一つ、俺と賭けをしてみないか？」

			《ビルドエラー》はザイールへ、ある提案をした。

			「俺と決闘しろ。もしお前たちが俺に勝てたら、ここであったことは全部なかったことにする。ただし方式はデスマッチの全損勝負。そして決闘の対象者は、俺とお前たち――つまり、１対６の戦いだ」

			「!?」

			　ザイールは目を見開く。

			　この決闘で勝てたら、今回の件はチャラになる。

			　加えて、１対６などという、自分たちが圧倒的に有利な条件。

			　受けない理由が見当たらなかった。

			「ほ、本当だろうな？　お前を倒しても、後ろにいる先生たちは文句言わないだろうな？」

			「ああ、言わないさ。これは俺たちの問題だ。外野に口出しはさせねえよ」

			「ひ、ひひひ……いいぜ……俺は乗ったぞ……」

			「俺もだ……その条件、あとで撤回するっていうのはナシだからな？」

			　こうして、《ビルドエラー》の提案にザイールたちは全員乗るかたちとなった。

			　そんな様子を教師たちが黙(だま)って見ていることが、この決闘が成立したことを意味している。

			　だが、これらはすべて、《ビルドエラー》が作り上げた舞台でしかない。

			　教師たちは、すでに一つの決定を下していた。

			　ザイールたちは進退窮(きわ)まっていた。もはや、なにがどうなろうと、彼らの運命は決していたのである。

			「決まりだな……それじゃあ――決闘開始」

			　そして、《ビルドエラー》による蹂(じゆう)躙(りん)が始まった。

		

	
		
			　

			23　全損勝負

			　

			　俺は、ユグドラシル地下20階層のレイドボスを単独で撃(げき)破(は)した。

			　すると、部屋に備え付けられた入り口の扉が開いた。

			「シン！」

			「シン様！　無事だったんだね！」

			　そこからミナたちが現れ、俺のところまで駆けつけてきた。

			　戦闘中は鍵(かぎ)がかかっていてビクともしない強固な扉だったが、やはりここの親玉さえ倒せば開く仕組みになっていたようだな。

			「怪(け)我(が)は……ない？」

			　フィルが心配そうな声を上げたので、俺は彼女の頭を撫(な)でながら答えた。

			「ん？　ああ、俺は大丈夫だ」

			　多少疲れてはいるけど、俺の体に問題はない。

			「ふむ、その様子だと、無事にこの部屋の主は倒したようだな」

			「まあな」

			　ボスを倒すのに、そこそこ時間がかかってしまった。

			　その間にミナたちは地下20階層へと続く階段を見つけて、扉の前まで来てくれていたのか。

			「俺は大丈夫なんだが、お前たちのほうは問題なかったのか？」

			「私たちを襲った奴らなら、クレールが追い払ったわ……まあ、ちょっとびっくりしたけど」

			　どうやら、クレールは俺との約束をちゃんと守ってくれたらしい。

			「そっか……ありがとうな、クレール」

			「よいよい。我はただ、不(ぶ)躾(しつけ)な視線を向けてきた下郎を、追い払ったに過ぎんのだからな」

			　不(ぶ)躾(しつけ)な視線ねえ。

			　もしかして、ザイールたちはミナたちを殺す以外に、なにか他のことを企(たくら)んでいたのだろうか。

			　まあ、今はそんなことを考えている場合じゃない。

			「……それじゃあ、いったん地上へ戻ろう。転移魔法陣も起動したみたいだしな」

			　あいつらは、おそらく地道に階段を登っている最中だろう。

			　なら、ここから魔法陣を使って一気に地上まで出れば、追い抜ける。

			「このまま終わらせたりなんてしない……」

			　俺にゲームをさせなかったこと。ミナたちに手をかけようとしたこと。

			　それらの代償を、あいつらに払わせてやる。

			　俺は胸の内でそう決意し、転移魔法陣を踏(ふ)んで地上へと帰還した。

			　

			　地上に戻ると通信機能も復活したので、俺は早(はや)川(かわ)先生に連絡を取り、今回起こった事件を、できるだけ簡(かん)潔(けつ)に説明した。

			　早(はや)川(かわ)先生は、『すぐそちらに向かう』と言って通信を切り、ユグドラシル入り口へとやってきた。

			　そこには早(はや)川(かわ)先生だけでなく、マーニャンも同行していた。

			「へー、そんなことがあったんだー」

			「……ああ、そうだ」

			　俺が２人に事情を詳しく話すと、マーニャンは『ふーん』という、やる気なさげな相(あい)槌(づち)を打ってくる。

			「そんで？　シンはこのあと財(ざい)津(つ)たちをどうするつもりだ？」

			「……ケジメをつけさせようと思う。これは学校側にとって不利益になるだろうけど、今後も同じようなことがあっては、俺たちが困るからな」

			　学校側は、生徒である俺たちがアースで死ぬことを望んでいない。俺たちが死ぬと、この世界の探求が遅れたり、異能者(アビリテイスト)のサンプルを失うことになるからだ。

			　しかし、それはあくまで学校側の事情である。

			　あいつらが俺たちを殺そうとした以上、なにかしらの罰は与えなければならないし、今後このようなことが起きないよう対処しなければならない。

			　そして俺は、あいつらに退場してもらいたいと思っている。

			　この世界から、永久に。

			「……一(いち)之(の)瀬(せ)君、君の言いたいことはよく理解できる。しかし――」

			「そんじゃあ、あいつらはブッコロの方向でやっちゃっていいぞー。あたしが許可する」

			「!?　し、進(しん)藤(どう)……」

			　マーニャンの言葉に、早(はや)川(かわ)先生は驚きの声を上げた。

			　正直な話、俺もびっくりしている。

			　もう少し反対されるものだと思っていたんだが。

			「ぶっちゃけ、あいつらはやりすぎたんだよ。《異能機関》と接触していたみたいだから、このまま泳がせておく気だったけど、実際に生徒へ手を出したっていうなら、上も黙(だま)っちゃいねー」

			「……異能機関」

			　マーニャンは、ある組織の名前を出した。

			「シンも薄々気づいてんだろ？　アースで、あたしらと敵対する存在がいるってことは。それが《異能機関》。１万人はいるはずのクロクロプレイヤーのうち、２００名ほどが行方不明者扱(あつか)いになってっけど、多分そいつらは全員そこに引き抜かれてんだよ」

			　マーニャンはため息をつきつつ、ポケットからアメを取り出して口に含んだ。

			　異能機関。それは地球時間で今から２年ほど前に現れた、異能者(アビリテイスト)のみで組織された過激派集団の名前だ。

			　なんでも、『異能者(アビリテイスト)は、この世を平和に導く力を神から授(さず)けられた使徒である』とかなんとか。

			　そんなお近づきになりたくない、ヤバイ思考を持つ連中だ。

			　しかし、まさかそんな組織まで地球人(プレイヤー)としてアースに潜(ひそ)んでいたなんてな。

			　まあ、あの組織の構成員はすべて異能者(アビリテイスト)だって触れ回りだから、クロクロプレイヤーがいても、おかしくはないんだけど。

			　でも、今現在アースへのログインは、ネット上からでは不可能なはずだぞ。

			　国のセキュリティ、ガバガバだな。

			　どうなってんの。

			「つーことで、お前は遠(えん)慮(りよ)なくやっちまいな」

			　とはいえ、裏の事情など知ったことではない。

			「はぁ……まあ、それでいいっていうなら、遠(えん)慮(りよ)なくそうさせてもらう」

			　俺は、マーニャンに向かって頷(うなず)いた。

			「そうそう、遠(えん)慮(りよ)なく――本気でな。それがお前につける、あたしからの条件だ」

			「…………」

			　マーニャンから、そんな条件も付け足された。

			　それを聞いた俺は、顔の表情を引き締める。

			「お前がいつも舐(な)めプしてるってことは、わかってんだよ。これを機会に、自分の全力ってもんを計ってみ」

			「……なんでそんなことをしなくちゃいけないんだ。俺は、ゲームでは使わないって決めてるんだよ」

			　俺は、自分の異能(アビリテイ)を使う気になどなれない。

			　ましてや、ゲームで使おうだなんて、まったく思わない。

			　俺は、これまでゲームで異能(アビリテイ)を使ったことなど一度もない。

			　それは、もはや俺にとって誇りのようなものであった。

			　なのに……。

			「でも、今回はさすがに使ったっしょ？　レイドボスを１人で倒したっていうなら、レベルが相当高いなり、装備が高性能だったり、プレイヤースキルがずば抜けて高かったり……それ以外のなにかしらが、必要になってくるはずだからなー」

			「…………」

			「装備はそこそこで、プレイヤースキルは申し分ない。だけど、レベルのほうはレイドボスとタイマン張れるほど高くはない。だったら、他の要素が必要になってくる。違うか？」

			「……違わないさ」

			　マーニャンの言う通り、さっきのレイドボス戦では使うしかなかった。

			　早くミナたちのところへ戻るため、地下19階層へと続く扉を開けるため、俺は自らの全力を持って――異能(アビリテイ)を使用して、戦闘を行った。

			　これまで自分が貫(つらぬ)いてきた信念を曲げ、俺が今まで憎んできた、自分だけに許されたチート行為に手を染めてしまった。

			　自分の異能(アビリテイ)が大した力でなければ、俺も使うのを自重したりはしなかったのかもしれない。

			　１組の連中程度の力であれば、俺も積極的に使っていたかもしれない。

			　けれど、俺の異能(アビリテイ)は、文字通り次元が違う。

			　この力を本気で使用したら、俺は、世界から取り残されてしまう。

			　そのせいで、俺はかつて孤独となった。

			　だから、もう二度とそんな過ちを犯したくはない。

			「財(ざい)津(つ)たちは、今度こそ本気で立ち向かってくるだろうなー。それなのに、お前は本気出さずに勝てるとか本気で思ってんの？　後ろにいる女の子たちに手伝わせんの？」

			「いや……ザイールたちとの決着は俺１人でつける」

			　確かに、俺１人でザイールたち６人を相手取るのは厳しいものがある。

			　地下19階層では不意打ちのヒーリングが効いたが、次に戦うときは、あいつらもそれなりに警戒するだろう。

			　なので、俺があいつらを確実に倒そうとするなら、異能(アビリテイ)を使用するしかない。

			「シン……もし、あなたがやる気だっていうなら、私もあいつらと戦うわよ？」

			「シン様１人に重い役目はさせないよ！」

			「これはオレたちみんなの問題だ……と思います」

			　ミナ、サクヤ、フィルの３人が、一緒に戦うと言ってくれた。

			　１人で戦うよりも、パーティーで戦ったほうが勝率は高まる。

			　彼女たちの提案を受け入れるのは、俺にとってメリットが大きい。

			「……ダメだ。ミナたちは戦闘に参加させない。今回ばかりはな」

			「シン……」

			「シン様……」

			「…………」

			　だが、俺は彼女たちをザイールたちと戦わせる気などない。

			　これから行われるのは、ゲームではなく殺し合いに等しい。

			　たとえ、地球でのあいつらは死なないのだとしてもだ。

			　こんな戦いで、彼女たちの手を汚させるわけにはいかない。

			　そもそも今回の一件は、俺の見通しの甘さが招いた事態だ。

			　俺たちが素直にレイドで動いていれば、ザイールたちも手出しをしてこなかっただろう。

			　ゆえに、これは俺の責任であり、俺が決着をつける必要がある。

			「マーニャン。お前の条件、呑んでやるよ」

			「そうかー、じゃあせいぜい頑張んなー」

			　俺はマーニャンにそう告げると、地下10階層へと続く魔法陣を踏(ふ)んで転移した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺は今、ザイールたちと対(たい)峙(じ)している。

			　俺は１人だが、相手は６人。

			　普通に考えれば、俺に勝てる要素なんてものはない。

			「い……いくぞ！　お前ら！」

			「お、おう！」

			「俺たちの実力を、今度こそわからせてやる！」

			　ザイールたちはそう叫んで、数十メートル離れたところにいる俺へ手の平を向けた。

			　どうやら、今回は近づいてこないらしい。

			　まあ、俺の手の内は、地下19階層での戦闘でバレてるからな。

			　ダメージヒールのカラクリに気づいているかはわからないが、少なくとも俺の攻撃の射程が短いということだけは、理解しているはずだ。

			　ザイールたちの動きは、スキルによる予備動作ではない。おそらくは俺の攻撃を警戒し、異能(アビリテイ)による遠距離攻撃をするための動作なのだろう。

			　ヒールは、射程内であれば盾(たて)で防ごうが鎧(よろい)を着ていようが関係なく、問答無用で当てることができる。しかし、射程そのものはそこまで長くない。

			　近〜中距離攻撃までで、遠距離攻撃はできない。

			　なので、ザイールたちの判断は正解と言える。

			　……だが、無駄だ。

			　異能(アビリテイ)を使う俺に、そんな小手先は利かない。

			「『ヒーリング』」

			　俺は、異能(アビリテイ)を使おうとしているザイールたちのすぐ傍で、ヒーリングを唱(とな)えた。

			　今回は威(い)力(りよく)調整などしていない、完全死(し)霊(りよう)装備での最大出力攻撃。

			　これには、10や20程度のレベルしかない地球人(プレイヤー)では太刀打ちできない。

			　俺の周りにいたザイールたち６人は、全員その場に倒れ込んだ。

			「な……」

			「ぐ……くそ……なんで……こんな……」

			　防御系のパッシブスキルによってか、ＨＰが１ドットだけ残った奴が２人いた。

			　戦士職の男と、盗(とう)賊(ぞく)職のザイール。

			　その２人だけは、かろうじて生き残っていた。

			　だが、もう詰みの状態だ。

			　ザイールたちは、今の状況を受け入れ難いのか、ずいぶんと驚いた様子だ。だが、俺としてはこの結果に驚くべき要素など、なに一つない。

			　俺が異能(アビリテイ)を使えば――『時間暴走』を任意で発動させたらこうなると、容易に想像できたのだから。

			『時間暴走』

			　それこそが、異能開発局から条件付きでＳランクと認定された、俺の異能(アビリテイ)だ。

			　この異能(アビリテイ)は、時間という概(がい)念(ねん)を、俺が望む望まないにかかわらず破壊する。

			　入学式の日に俺が自己紹介で口にした『瞬間認識』は、『時間暴走』の一つの側面に過ぎない。

			　俺はこの力を使い、ザイールたちの虚(きよ)をつく速度で近づいて、『ヒーリング』をぶち込んだのだった。

			「……ヒール」

			「あぁぁ……」

			　戦士職の男にヒールをかけ、今度こそＨＰを０にさせた。

			　さらに俺は、そこであえて精神速度と身体速度を分離させ、あっという間にクールタイムを終わらせたヒールを、ザイールに放つべく手を向けた。

			「ぐ……この……チート野郎……」

			「ああ、よく言われる」

			　ザイールの最後の言葉に返事をすると、俺は薄く笑ってヒールを打ち込んだ。

			　これにより、ザイールのＨＰバーは消滅した。

			　わずか10秒にも満たない、戦いとも言えない戦いだったが、今度こそ俺はザイールたちと決着をつけたのだった。

			「……はぁ」

			　そして俺は、憂(ゆう)鬱(うつ)な気持ちになりながらもミナたちのほうを振り向く。

			　彼女たちは例外なく、全員ポカンとした表情で俺を見ていた。

		

	
		
			　

			24　ペナルティ

			　

			　ザイールたちを倒したあと、背後に控えていたミナたちのところに戻った。

			「……これが君の本気か、一(いち)之(の)瀬(せ)君」

			「チートだわなー……」

			　早(はや)川(かわ)先生とマーニャンが、今の戦闘の感想を漏(も)らした。

			「そんなに驚かないでくださいよ。先生たちは、俺の異能(アビリテイ)がどんなものか知っているでしょう？」

			「確かに知っていたが……まさかこれほどとはな。驚くなというほうが無理な話だろう」

			「こりゃ財(ざい)津(つ)たちじゃ勝てねーわ。つーか、たいていの奴は勝てねーよ、こんなもん。どう勝ちゃいいんだっつーの」

			　たいていの奴は勝てない、か。俺も同感だ。

			　けど、だからこそ、あまり使う気になれない。

			　ゲームは他のプレイヤーと同じ土(ど)俵(ひよう)で遊ばないと、楽しくないからな。

			　チートは、一人用ゲームのなかだけで楽しめって話だ。

			　それに、この理屈は、人生においても当てはまる。

			　人の枠からはみ出しすぎた力を得た奴が、まともな人生なんて送れるわけがない。

			　実際、俺や師匠はそれでリアルの世界に絶望して、ゲームの世界に引きこもってしまった。

			「今の戦い……なにがどうなってそうなったのか、全然わからなかったわ……」

			「私もわからなかったけど、６人相手に圧勝できるなんて、さすがシン様！」

			　近くにいたミナがポカンとした表情で呟(つぶや)き、サクヤは興奮した様子で顔を上気させつつ、俺を称(しよう)賛(さん)した。

			　別に、これは褒(ほ)められることではない。

			　むしろ、彼女たちには見せたくなかった力だ。

			「でも、今のは異能(アビリテイ)だよね？　シン様の異能(アビリテイ)って、確か『瞬間認識』じゃなかったっけ？」

			「……今回使った俺の異能(アビリテイ)については、詮(せん)索(さく)しないでくれると助かる」

			「？　うん、わかった。シン様がそう言うなら」

			「…………」

			　やはり、地上で待っていてもらうべきだったかもしれない。

			　こんな力を隠し持っていたということを知った彼女たちは、これから俺をどのように見るだろうか。

			　あの力ありきで、俺という存在を見るようになってしまうんじゃないだろうか。

			　……もしかしたら、俺はまた１人になってしまうんじゃないだろうか。

			「シンさん……大丈夫？」

			　顔に出てしまっていたか。フィルが心配そうに訊(たず)ねてきた。

			「あ、ああ、俺は平気だ。なんともない」

			　一瞬脳(のう)裏(り)をよぎった想像は、あまりにつらく、苦しかった。

			　俺はもう、孤独になりたくない。

			「……本当に平気？」

			「平気だって。フィルは相変わらず優しくて心配性だな」

			「お、オレは別に優しくなんて……」

			　しかし、フィルは本当に鋭い。

			　俺は、なおも気遣ってくれる彼女の頭に手を乗せ、ワシャワシャと撫(な)でて誤(ご)魔(ま)化(か)した。

			「とりあえずこれで、我らの敵は排除されたわけだな？」

			　クレールが、戦いは終わったのか、と確認するように問いかけてきた。

			「そういうことになる」

			「しかし、解(げ)せんな。確かにあやつらは、これでアースに二度と来れぬのだろうが、貴様たちのいう地球とやらでは、まだ生きているのだろう？　そやつらとは向こうで、どう折り合いをつけるつもりだ？」

			「ああ……それな」

			　どうやらクレールは、俺たちが地球でザイール……財(ざい)津(つ)たちから恨みを買うんじゃないかと心配しているようだな。

			　だが、それは心配ない。

			「俺たちがアースで完全な死を迎えると、アースへは二度と来られなくなる」

			「うむ、そうだな」

			「それと同時に、自分の所有する異能(アビリテイ)も完全に失うんだ」

			「前に貴様はそう言っていたな」

			　俺が、アースでクロクロプレイヤーが死んだ場合のペナルティを一つ一つ述べていくと、クレールはウムウムと頷(うなず)き、相(あい)槌(づち)を打ってくる。

			　ここまでは、クレールにも以前、説明したことがある内容だ。

			　しかし、最後のペナルティについては抵抗があるので、話してはいなかった。

			　俺は、地球人(プレイヤー)が抱える最大のペナルティを彼女に説明する。

			「地球人がアースで死ぬことを恐れている最大の理由。それは、異能(アビリテイ)消滅と同時に、これまでその異能(アビリテイ)を使っていた記憶、自分が異能者(アビリテイスト)だったという記憶をすべて失うということだ」

			「記憶……だと……？」

			「そうだ。自分の持つ異能(アビリテイ)に関する事柄、そのすべてだ」

			　このことは、学校に入学したときにはすでに知っていた。

			　しかし俺たちは、それをどこか甘く考えていた、と言わざるを得ない。

			　アースで死んだ仙(せん)道(どう)たちを見て、そのペナルティの重さを再認識するに至った。

			　仙(せん)道(どう)たちは、異能(アビリテイ)を得てからの３年間の記憶を、ほとんど失っていた。あいつらは俺たちのことを憶えていないし、自分たちが異能者(アビリテイスト)だったことも、異能(アビリテイ)を研究する学校に入学したことも忘れてしまっていた。

			　一種の記(き)憶(おく)喪(そう)失(しつ)だ。

			　ただ、その記(き)憶(おく)喪(そう)失(しつ)というのも、表層的な部分のみらしい。

			　あいつらは、精神治療や失った異能(アビリテイ)の検査のために、時折、保健室へ行くものの、１年０組というクラスで、今も高等科の授業を受けているし、寮生活もちゃんとできている。

			　また、異能(アビリテイ)に関係することだからか、アースにいた記憶もすべて失っている。

			　おそらく財(ざい)津(つ)たちも同様に、ここで起きたことをすべて忘れているだろう。

			　だから、俺はあいつらから記憶を奪ったことになる。

			　たとえ命を奪ったわけではないにしても、日常生活に影響はないにしても、この行為は果たして認められていいものなのかどうか、疑問だ。

			　あいつらは、俺が記憶を奪ったと知ったら怒るだろう。

			　なので、もしこの事実を知られても、その恨みの矛(ほこ)先(さき)が俺にくるよう、あえて１人で戦った。

			　この場にいる人間全員が黙(だま)っていれば知られることもないだろうが、念には念を入れ、ミナたちに危害が及ばないよう配(はい)慮(りよ)したつもりだ。

			　それに、あいつらにとっても、この結果は救いとなるだろう。

			　異能(アビリテイ)なんていう、人の身に余る力を手に入れて増長し、他人を罠(わな)にはめて殺そうとした記憶を失えるんだから。

			　記憶を失ったあいつらは、地球に戻れば普通の高校生に戻れる。まあ、ちょっと学校でいろいろ検査される日々を送ることになるだろうが。

			　一応は未遂ということで、今回の一件も不問扱(あつか)いできるし、悪くない幕引きだ。

			　財(ざい)津(つ)たちがどう思うかは、わからないけど。

			「今倒した奴らは、異能(アビリテイ)を使っていた記憶とアース世界での記憶をすべて忘れる。俺たちとのいざこざも、綺(き)麗(れい)さっぱり忘れているだろう。だから、お前はなにも気にしなくていい」

			「ふむ……そうか」

			　もしかしたらクレールは、俺にやらせるくらいならアース人である自分が、と考えていたのかもしれないな。

			　けれど、そんな気遣いは無用だ。

			　そもそも今回の件は、クレールに関係のないことだ。

			　彼女に尻(しり)拭(ぬぐ)いをさせるわけにはいかない。

			「しかし、先ほどの戦いは見事だった。我はますます貴様のことが欲しくなったぞ。もしも地球に煩(わずら)わしさを感じることがあるならば、いつまでも我の傍にいるが良い」

			　クレールからも、俺のことを気遣うような言葉を貰(もら)ってしまった。

			「気持ちだけ受けとっておく」

			　俺はアースというこの世界を嫌っていないが、だからといって永住する気はない。

			　地球には地球の良さがあるからな。

			　ネトゲも向こうに戻らないとできないし。

			「……もう３００秒か」

			　そんなことを考えていたら、部屋の中心で倒れているザイールたちの体が光の粒子となって消えていくのが見えた。

			　俺たちがアースで死ぬと、ああいう消え方をするのか。

			　死体が残らないのは便利だが、なんだかこれもゲームっぽいな。

			　しかし、墓地があるくらいなんだから、アース人の死体はそのまま残るんだろう。

			　やっぱり、俺たちとアース人は、違う生き物と思っていたほうがいいのか。

			　というか、そもそもアースにおける俺たちの体は、よくわからない工程で生まれた産物だ。

			　クロクロの設定では、創造神とやらがプレイヤーの体を作ったらしいけど。

			　まあいい。

			　そんなことを考えても意味はない。

			　地球人(プレイヤー)が死んだら光となって消える。それでいいじゃないか。

			　……ああ、それと、もう一つあったな。

			　俺たちが死ぬと、アイテムボックスに入っていた道具がその場にすべてばら撒(ま)かれ――。

			「…………！！！！！」

			　ザイールたちのいた場所に、１人の人間が立っていた。

			　そいつは白い覆(ふく)面(めん)を被っていて、身動きのしやすそうな軽装で――以前、俺とミナにＭＰＫを仕掛けた奴だった。

			「あいつ……！」

			　俺は、かつてＭＰＫをされたときのことを思い出した。

			「お前――」

			　俺は覆(ふく)面(めん)の男に声をかけようとしたが、そいつは地上へと続く魔法陣のほうへと駆け出した。

			「…………！！！」

			　覆(ふく)面(めん)男の進行方向にはフィルが立っている。

			　すかさずフィルのすぐ傍まで移動して彼女の手を引き、逆の手で覆(ふく)面(めん)の右腕を掴(つか)んだ。

			　逃げようとしていたので、今度こそは捕まえてみたが、さてどうするか。

			　おそらくコイツはザイールたちのアイテムボックスに潜(ひそ)んでいたんだろうが、なんでそんなことをしていたのか、訊(たず)ねてみるか。

			　いや、それより先にＭＰＫのことから聞いてみよう。

			「おい、待てよ。お前だろ？　前に――」

			「シン！　そいつから手を離せ！！！」

			　マーニャンが、珍しく焦(あせ)ったように叫んだ。

			　手を離せとは、どういうことだろうか。

			　ここで手を離したら、こいつは逃げてしまうのでは――。

			　

			「――――!?」

			　突然、周りの景色が変化した。

			　今、俺の目に映るのは、地下迷宮10階層のボス部屋ではなく、どこかの荒野。

			　それも、ただの荒野ではない。

			　ここは――戦場だった。

			「ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！！！！！」

			「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！！！！」

			　人の雄たけび、剣同士が交わる金属音、爆発音に断(だん)末(まつ)魔(ま)。

			　荒野に土ぼこりが、赤い血しぶきが舞う。足が、腕が、首が跳ね飛ぶ。

			　青い空の下、人によく似た生き物たちが、武器を手に持って殺し合っていた。

			「……え？」

			　わけがわからない。

			　気づけば、俺が腕を掴(つか)んでいたはずの覆(ふく)面(めん)も姿を消してしまっている。

			　俺が呆(ほう)けている一瞬をついて逃げたのか。

			「し……シンさん……」

			　そして、すぐ傍にはフィルがいる。

			　彼女は見るからに怯(おび)えており、体を震わせていた。

			「どういうことだよ……」

			　こうして、俺とフィルはたった２人っきりで、どこだかわからない戦場の真っ只中に放り出されたのだった。
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			〈『ビルドエラーの盾(たて)僧(そう)侶(りよ)③』へ続く〉
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